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「キーセンテンスはこうよ。〝汝なんじ、困っているものを助けることが、幸運へのカギとなるだろう〟。おっけ？」


　場所は私立旭あさひヶが丘おか学園高等部東棟二年三組教室前廊下。時間は放課後。


　家へ帰ろうと教室を出た水みな上かみ弘ひろ司しは、いきなりそんな言葉を投げかけられた。


「……はあ？」


　投げかけたのは幼おさな馴な染じみにしてクラスメイトというベタな関係の白しら瀬せ奈な々な。ショートカットを風になびかせ、弘司の顔をじっと見つめている。


「このキーセンテンスを遂行することが、今のあんたの、墜だ落らくしたまま浮上できずにそれどころか沈没しつつある状況を改善してくれる転機となるでしょう。もう一度言います。〝汝、困っているものを助けることが、幸運へのカギとなるだろう〟はい、復唱して」


「……話がさっぱり見えないんだけど」


　弘司はいぶかしげに幼馴染みの顔を見た。


　奈々がこういったワケノワカランことを言い出すのは、ヘビースモーカーのお父さんの結局失敗に終わる禁煙宣言くらいによくあることだが、今回に至っては付き合いの長い弘司でも何を言っているのか全然分からない。春の陽気に当てられて、頭の中身までぽかぽかと温かくなってしまったのだろうか。


　そんな弘司を見て、奈々はじれったそうに頭を振った。「ああもう、だから占うらないよ、占い」


「占い？」


「そ。あんたの運勢。あたしがわざわざ占ってあげたんだからね。感謝しなさい」


　奈々が得意げに人さし指を立てる。


「ああ、ナルホド。今回はソレか……」


　弘司は納得した。そういえば少し前に、奈々が占いにハマり始めたとかいう話を聞いたような気もする。奈々が突発的に何かの趣味に目覚めることは、これまたお酒大好きのお父さんの結局失敗に終わる禁酒宣言くらいによくあることなので、弘司としては大して気にも留めていなかったのだ。「──で、その結果が今の？」


「そうよ」


　奈々が弘司の顔をびっと指差す。


「あんた、新学期になってから色々とロクでもないことばっかでしょ？　先日の舞まい崎ざき先せん輩ぱい（♂）に言い寄られた一件を筆頭に。それらを打開するための方策を占ってあげたのよ」


「はあ……」


「そりゃいきなり一人暮らしするようになって、あんたも大変なのは分かるけど、それくらいでしょぼくれてたら人生なんてやってらんないわ。渡る世間は鬼おにばかりなのよ」


　奈な々なが肩をすくめる。


　確かにここ最近──特に一人暮らしを始めるようになってから──弘ひろ司しはあまりツイていない。というかむしろ不運といってもいい出来事が続いている。奈々の言っているのはそのことだろう。


「だから」


　あんまりない胸（Ｂ）を張って奈々が言った。


「このキーセンテンスを意識して行動すれば、きっとあんたにも幸運が訪れるに違いないわ。うん、あたしの占うらないなんだから絶対よ」
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　その自信がどこから出て来るのかが弘司には大いに謎なぞである。


「……ちなみに、占いって何占い？」


　基本的なことを訊きいてみた。


　タロットとか水晶とか、そういった少しはまっとうな返事を弘司は期待したのだが……


　この幼おさな馴な染じみに限って、そんな常識的なことを求めたのは甘あまかった。チョコバナナにイチゴシロップをかけてさらに生クリームをトッピングしたくらいに甘かった。


　奈々はにっこりと笑うと、さらりとこう言ってのけたのだった。


「ああ、イワシ占うらないよ。干ひ物ものにしたイワシを床にばらまいて、その尾ビレの角度とかで占うヤツ。テレビでやってて、面白そうだったから」


「……」


「──あ、そだ。余ったイワシ分けてあげよっか？　一人暮らしでどうせロクなもん食べてないんでしょ？」


「いや、いい……」


「そう？　あたしとあんたの仲だから遠慮なんかすることないのに」


「遠慮とかじゃなくて……」


　むしろ拒絶です。


「ふ～ん。ま、いいや。とりあえず言ってみただけだし。とにかくそういうことだから、今のキーセンテンスをちゃんと覚えとくのよ。油断するとあんた、ニワトリみたいにすぐ忘れるんだし。んじゃあたしは部活行くから。じゃねー」


　弘ひろ司しの言葉を最後まで待たず、言いたいことだけ言って奈な々なは去っていった。


　……何だか、すごく疲れた気分だった。








　弘司が一人暮らしを始めたのは、今からほんの三週間とちょっと前のことである。


　とはいっても別に、親に勘かん当どうされたとか、一家離散したとか、そんな二時間ドラマにでもなりそうなシリアスでヘビーな背景があるわけではない。


　理由はきわめて単純。


　年が明けたばかりの一月に、春からの父親のオーストリア転勤（任期は未定）が突然に決まったためだったりする。


　すぐさま父親が単身赴ふ任にんをするかそれとも一家で引越しをするかの緊急家族会議がとり行われた結果、姉の「私、一度ウィーンに住んでみたかったのよ」のたった一言で、いとも容易たやすく（会議開始から三分で）水みな上かみ家のオーストリア行きが（半ば強制的に）決定した。


　そんなきわめて刹那せつな的かつ短たん絡らく的な理由で住み慣れた日に本ほんを離れたくなかった弘司は当然それに反対したが、「だったら、あんただけ残ればいいじゃない」のこれまた一言で、めでたく弘司一人の残留が決まった。妹の絢あやは「お、お兄ちゃんが残るならわたしも残る」と言い張ったのだが（妹の鑑かがみである）、「絢はダメ。まだ子供だし、弘司になんか任せておけない」とやはり一刀のもとに斬きり捨てられた。早くに母親を亡くしている水みな上かみ家においては、姉の権力というものがそれはもう中世ヨーロッパの教きよう皇こう並みに、あり得ないほど強かったりするのだ。


　そして弘司は一人、日本に残ることになった。


　一人で住むのには広すぎるため、今まで家族四人で住んでいた借家は解約し、代わりに通っている学園と同じ夕ゆう凪なぎ市内にあるアパートを借りた。


　最も寄より駅から徒歩十五分。バス、トイレ付きの２ＤＫで家賃は月五万円である。築ちく三年でそんな好条件はなかなかに見付かるものではない。まあ管理人さんの性格がちとエキセントリックなのは玉にキズだが、それでもいいところを借りられたんじゃないかなーと思う。学園からもそれなりに近いし。


　ともあれそんなこんなで、水みな上かみ弘ひろ司しはこの春から一人暮らしを始めることとなったのであるが。


　──不運がついてまわるようになったのも、そのあたりからだった。


　朝に目覚まし時計が故障して小テストに遅刻する。食事をすれば軽い食中毒になる。傘かさを忘れた日に限ってピンポイントで豪雨が降るし、普通に道を歩いていただけなのにストーカーと間違えられる。


　その他ほかにも数え上げればキリがない。


　奈な々なの言っていた舞まい崎ざき先せん輩ぱいの一件もそうだし、何かヘンなモノでも憑ついているんじゃないかってくらいに、やることなすこと全すべてに不運がついて回ってくるようになった。


　それでも最初は楽観的に考えていた。


　きっと慣れない一人暮らしなんか始めたせいで運気が落ちているんだろう。だから時間が経たち現状に慣れてくれば、自ずと運気も戻ってくるに違いない。そう思っていた。


　──だがしかし。


　もうすぐ一人暮らしを始めて一ヶ月というこの時期になっても、いっこうに不運は減る気配を見せてはいなかった。それどころか、微量ではあるがむしろ増加傾向にすらあった。


　だからこそ、普段は決して弘司の心配などしない奈々も、あんなことを言い出したのだろうけど。
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　奈々と別れた弘司は、アパートへと続く河原の道を歩いていた。


　辺りには、同じ制服を着た下校中の生徒の姿が何人か見える。弘司と同じく帰宅部なのだろう。どの生徒も皆、カバンの他ほかには手荷物が少ないのが特徴的だった。


「えっと、この道はこっちで……」


　その中に紛まぎれて、弘司はきょろきょろと周りを見渡していた。「この道はこっち、と……」


　この辺りは細い道がいくつも枝分かれしている上に同じような景色が続くため、非常に迷子まいごになりやすい。引っ越してきてから学園に登校した初日に、弘司も帰宅途中で完全に道に迷い、泣く泣く（ほんとに泣きそうだった）アパートの管理人さんに電話をして迎えに来てもらったというイヤな思い出がある。おかげで最も借りを作りたくない人に借りを一つ作ることになってしまった。


　……考えてみれば、あれもここ最近の不運の一つである。それもかなりイタイ部類の。


「……忘れよう」


　忌いまわしい記憶を心の奥底に封印してついでに南なん京きん錠じようでがちゃりと鍵をかけて、一人てくてくと道を歩いていく。


「──ん？」


　その光景が目に入ってきたのは、アパートまであと半分の距離まで来たところだった。


　道から川へと下っていく河川かせん敷じき。


　その真ん中辺りで、ランドセルを背負った小学生らしき数人の男子（一人、微妙に違和感があるのがいるが）が集まって、何かをやっているようだった。


「ほら、お前らちゃんと押さえとけよ」「いてて、こいつ、引っ搔かくな！」「足捕まえろ、足！」


　わいわいと騒ぐ小学生たち。その中心にちょこまかと動く白いモノが遠目に見える。何だろ、あれ？


　疑問に思って少し近づいてみると、その正体はすぐに判明した。


　ネコだった。


　雪のように真っ白な一匹のネコを取り囲んで、小学生たちが大声を上げている。おそらく捕まえてイタズラでもしようとしているのだろう。その中の一人の右手には黒の油性マジックがしっかりと握られていた。


「そっち行ったぞ！」「回りこめ！」「バカ、ちゃんとカバーしろ！」


「にゃあっ！」


　小さい身体からだを揺らしながら必死に逃げるネコ。


　だがいかんせん、相手は多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいである。そうそういつまでも逃げ切れるものでもない。


「よし、捕まえた！」


「うにゃああっ～！」


　とうとう小学生の一人に身体を押さえつけられ、ネコが悲ひ惨さんな声を上げた。


「よし、ペン貸せ」


　リーダー格の、やたらと大柄な小学生（推定身長一七〇センチ、体重一〇〇キロ。違和感の原因。……ほんとに小学生ですか、あれ）が、鼻息をふぅふぅさせながら油性マジックのキャップを外す。


「動くなよ……」


　黒いペン先が迫る。


　ネコ、絶体絶命である。


（あーあ、かわいそうに……）


　じたばたと暴れるネコの姿に弘ひろ司しは同情した。


　できるものなら助けてやりたいところだが、どうにも相手が悪そうである。なぜなら弘ひろ司しはお世せ辞じにもケンカが強い方じゃない。というかむしろミジンコ並みの弱さである。小学生とはいえ、あんな力士予備軍みたいな超重量級の肉戦車を相手にしたら、骨も残らないことは百二十パーセント確実である。ここは何も見なかったことにして、ヒツジのように大人おとなしくこの場を立ち去るのがおそらく正解なんだろう。


（でもな……）


　そのまま放っておくのも何だかためらわれた。


　動物は基本的に好きだし、中でもネコは子供の頃に飼かっていたこともあり、特にお気に入りだった。目の前でいじめられてにゃーにゃー鳴いているのを見過ごすのは少しばかり、いやかなり寝覚めが悪いような気がする。


（どうしよう……）


　弘司は悩んだ。


　普段はあまり使わない脳味噌を全自動洗濯機のごとくフル稼か働どうさせて悩みまくった。


　助けて夏の終わりの線香花火のように玉ぎよく砕さいすべきか。


　それともこのまま我が身の安全を第一に戦略的撤てつ退たいをすべきか。


　しかしなかなか答えは出ない。


　助けるべきか去るべきか。


　弘司の中で葛かつ藤とうがピークに達したその瞬間。


『キーセンテンスはこうよ。〝汝なんじ、困っているものを助けることが、幸運へのカギとなるだろう〟。おっけ？』


　ふいに奈な々なの言っていた言葉が頭をよぎった。


「〝困っているもの〟……」


　小学生にいじめられているネコは、確実に〝困っているもの〟にあたると思う。ということは、（奈々のあの胡散うさん臭くさい占うらないを信じればであるが）あのネコを助けることは弘司の幸運へのカギとなるということになる。


　考える。


　ネコへの愛着、奈々の占い。力士予備軍の小学生。


　ネコ救助肯定要素が二、否定要素が一。


　つまりは賛成過半数。


　それで、迷える弘司の心は決まった。


「よし」


　河川かせん敷じきを下り、小学生たちへと近づいていく。


「こら、何やってんだ！」


　覚かく悟ごを決めて弘司が大声を出すと、小学生たちは蜘く蛛もの子を散らしたように逃げ出し始め──てくれることを少しだけ期待していたのだが、やっぱりというか何というか、全くもってそんなことはなかった。それどころかリーダー格のプチ力士を筆頭に、小学生とは思えないふてぶてしい表情で、弘ひろ司しのことをじろりと睨にらんだ。


「何？　おっさん何か用？」


「お、おっさん……」


　第一声がそれだった。ちなみに言った張本人であるプチ力士の方が、よっぽど人生の酸すいも甘あまいも嚙かみ分けたおっさんみたいな顔をしていたりするのだが。


「用がないならあっち行ってろよ。邪じや魔ますんな」


「あ、いや……動物をいじめちゃダメだろ」


　プチ力士の迫力にかなり気勢を削そがれながらも弘司がそう言うと、小学生たちは一いつ斉せいに冷たい視線を返してきた。


「け、いいヤツぶりやがって」


「別にネコの額ひたいに『犬』って書くくらいかわいいもんじゃん」


「やだね、偽ぎ善ぜん者って」


「お前、女にモテないだろ？」


　口々にそんなことまでのたまう始末。ち、近頃のお子様ってやつは……。だけど平和的解決のためにはここはガマンだ。弘司は中世カノッサにおける神聖ローマ皇帝ハインリヒ四世のごとくぐっと堪たえた。


「ね、ねえボクたち？」


　できるだけ感情を抑えた声を出す。いかなクソガキといえど人間である。話せばきっと分かってくれるはずだ、うん。そう信じて弘司はがんばって語りかけた。


「動物をいじめるのはいけないことだよね」


　シーン。


　だが小学生たちは無反応である。


「学校でもそう習わなかった？」


　シーン。


　やっぱり無反応。


「悲しそうに鳴くネコを見ると、心が痛むよね」


　シーン。


　とことん無反応。中にはカバのごとく露ろ骨こつに大アクビをしているヤツさえもいた。


「……」


　なんかもう、日に本ほんの将来は真っ暗って感じである。


　……こうなったらここは一発びしっと言って、動物をいじめるのはいけないことだということをきっちり教えてやらなければならないだろう。人生の先せん輩ぱいとして。


　そう判断した弘ひろ司しは、


「キミたちにはまだ分からないかもしれないけど、生命って尊いものなんだよ。オケラだってアメンボだってネコだって、みんなみんな人間と同じで生きている。ええと、キミたちだって額ひたいに『猿さる』って書かれたらイヤだろ？　たかがネコだってバカにしないで、優しくしてあげないと。僕らはみんな……宇宙船地球号の乗組員なんだから」


　と、持てるボキャブラリーを総動員して、精一杯に語りかけたつもりだったのだが。


　反応は、実に芳かんばしくなかった。


　小学生たちは、まるでかわいそうなモノでも見るかのような視線を弘司に投げかけていた。


「うわあ……」


「今の聞いたかよ？」


「さむっ……」


「『生命は尊いものなんだよ』だって、ぷっ」


「つーか、ネコはネコだろ。人間様といっしょにすんなっての」


　あちこちから失笑が漏もれる。


「──あーあ、何か白しらけたな」


　プチ力士が、お湯を入れてから三十分放置されたカップラーメンのスープのように冷め切った目でぼそりとつぶやいた。


「ほんと、やってらんねー」


「頭の固いおっさんって最悪だよなー」


「つまんねーっての。ばーか」


「もういいよ。ゲーセンでも行こうぜ」


「じゃあな、おっさん」


　言いたい放題に悪口を言って、プチ力士率いる小学生たちは去っていった。


「……」


　その去っていく姿を見ながら、弘司の胸は底知れない敗北感でいっぱいだった。結果として、ネコをいじめから助け出すという当初の目的は達成したはずなのに、ちっとも充実感がないのはなぜだろう。


「……ま、まあそれはともかく」


　とりあえず気を取り直して弘司はネコを見た。立ち直りが起き上がりこぼしのごとく素早いのは、弘司の数少ない長所の一つである。


「ケガはないか？」


　ネコに手を差しのべる。


　だがネコはじりじりとザリガニのようにあとずさり、ふうううう～と威い嚇かくの唸うなり声を上げた。人語に直すと『こっちに来るんじゃねえ、このサルが！』といった雰囲気である。


「うーん……」


　もともと弘ひろ司しはそんなに動物に嫌われる性質ではない。むしろどちらかといえば好かれる方だ。ここに引っ越してくる前には、近所に住んでいる飼かい犬、飼い猫とはだいたいお友達だったし、中には一度、犬に本気で求愛行動をされたこともある。……しかもオスに。お世せ辞じにも器き量りよう良しとはいえないフランソワ（雑種、五歳さい、デカい）が恋する乙女おとめの瞳で腰を振りながら迫って来たあの時の記憶は今でも大きなトラウマになっている。幸い、押し倒されたところで飼い主がすぐに止めてくれて弘司の貞てい操そうは事なきを得たが。


　まあそんな少し忘れたい過去はともかくとして、初対面で動物にここまで避けられたのは初めてだった。今の今まで小学生たちにいじめられていたのだから、人間を警戒するのは当然といえば当然かもしれないが、それでも少しショックである。


「ほら、もう大丈夫だから……」


　できる限り優しい声音でそう呼びかける。


　しかしネコは一向に警戒モードを解いてくれない。親の仇かたきでも見るような目で唸うなりながら、毛を逆立てるだけである。これはどうしたもんだろう。


「ん、そうだ」


　悩んでいると、カバンの中に今日の昼飯の残りがあったことを思い出した。購買で買った定価九〇円（税込み）のクリームパン。ネコを何とか安心させるために、それを取り出すと、


「……にゃっ？」


　途端にネコの目の色が変わった。物欲しそうな目で弘司の方にじりじりと少しずつ近づいてくる。……とっても現金です。


「ほれ」


「うにゃっ」


　クリームパンをちぎって差し出すと、ネコは一いち目もく散さんに食いついた。「にゃっ、うにゃあ」


　よほどお腹が減っていたのだろう。小さな口で一生懸けん命めいにかぶりつく。むしゃむしゃ。


　その姿を、クリームパンを少しずつちぎっては投げながら、弘司は何となく眺めてみた。


　雪のように真っ白なネコ。どうやらまだ仔こネコのようだが、かなりの器量良しである。毛並みもキレイだし、食べ方にも何となく品がある。どこぞの飼いネコだろうか。


「みゃああ……」


　やがてクリームパンをキレイに食べ終わり、ネコは満足したように高らかに鳴いた。クリームパンが効いたのか、ここにきてようやく弘司は敵ではないと認識してくれたのか、弘司が触っても怒らない。それどころかネコの方から頭をすり寄せてきて、気持ち良さそうにゴロゴロとノドを鳴らすほどである。


「かわいい……」


　さっきまでとは打って変わって人懐なつっこいその仕し草ぐさにすっかり気を良くした弘司は、ネコの背中を撫なでてやった。


「うにゃ……」


　ネコが目を細めて、リラックスした表情を見せる。


　辺りには穏やかな時間が流れていた。


　ぽかぽかとした陽気の中、すぐ横を流れる川を見ながら一人と一匹で過ごす午後。


「平和だなあ……」


　もしかしたら幸せってこういうことをいうのかもしれないな……などと漠ばく然ぜんと思いながら、弘ひろ司しは再びネコの背中を撫でた。


　しばらくの間そうやっていて。


　弘司は、ふと疑問に思っていたことを思い出した。


「そういえばこいつ、飼かいネコなのかな」


　気持ち良さそうに小さくアクビをするネコ。


　野の良らにしては小ギレイな気がするから、その可能性が高いだろう。もしそうならば飼い主のところまで届けてやらないといけない。それに飼い主に対しても、こんなところに仔こネコを独りで放置したことについて少しくらい文句も言ってやりたかった。


「首輪は……あった」


　探してみると、細い首には小さな黒い首輪が巻きついていた。皮製の高級そうな首輪である。その表面には何か文字のようなものが書かれているようだが、よく見えない。飼い主の住所か何かだろうか。


「どれどれ、ちょっと見せて」


　確認のために、ネコの身体からだを持ち上げて首輪をちゃんと見ようとすると──


「ふぎゃあああっ！」


　それまで冬眠中のクマのように大人おとなしかったネコが突然、激しく暴れだした。


「ふぎゃっ、にゃああああっ！」


「お、おい」


「ぎゃるるるるるる！」


「いて！　痛いって！」


　全身全ぜん霊れいでむちゃくちゃに抵抗するネコ。ツメやらキバやらを振りかざして引っかく嚙かみつく。やりたい放題である。「ど、どうしたんだよ？」


「ふぎゃあああああ！」


「大人おとなしくしろって、お前のためなんだから、ほらっ！」


　もみ合いの末に、ようやくネコを仰あお向むけにして押さえ付けることに成功した。羽う毛もうのような、白くて柔やわらかい産毛うぶげに包まれた腹部が目に入る。どうやらこいつ、メスみたいだ──


「うにゃあああっ!?」


　ネコの抵抗がいっそう激しくなった。


「ぐにゃああ、ふにゃあああ！」「いてっ！　だから顔は引っかくなって」「ふしゃあああ！」


　そして最後に弘ひろ司しの手首に思いっきりがぶりと嚙かみつくと、


「ぐあ！」


「にゃあああああ！」


　ネコはそのまま一いち目もく散さんに逃げていった。追いかけようとするヒマもない。それはもう、安達あだちヶが原はらで包ほう丁ちようを持った鬼おに婆ばばから逃げる旅人のごときスピードだった。


　後に残されたのは、全身ホコリまみれで制服ボロボロかつキズだらけの弘司一人。


　ぴゅ～、と風が吹いた。


　かさかさと、紙クズが弘司の前を転がっていった。


「……何だったんだ」


　ネコが暴れだした理由が、弘司にはさっぱり分からなかった。


　おまけに多大な犠牲を払ったにもかかわらず、結局ネコの身元は判明しないままである。分かったことといえばメスであるということくらい。もっともネコは逃げてしまったのだから、今さら身元が分かったところで意味はないんだが。


「……〝困っているもの〟、助けたのに──」


　いったい、これのどこが幸運へのキーワードだというんだろう。あるいはそんなものよりも不幸の方が大きく上回ってしまったのだろうか。


「夕飯の買い物……行くか」


　半ば放心状態で、弘司はゆらりと立ち上がった。「ああ、でも一回部屋に戻らないと……」


　顔面は引っかき傷だらけだし、制服もぼろぼろである。このままではとても人前に出られたもんじゃない。小学生を相手に屈くつ辱じよくを味わってまで助けた弘司に対する仕打ちが、これだった。


　……やってられなかった。
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「へい、らっしゃい！」


　威い勢せいのいい掛け声が、夕空の下に響いていた。


　辺りには、買い物カゴを下げたおばちゃんたちが忙しそうに歩き回っている姿がちらほらと見える。


　一度部屋に戻って着替えとケガの手当てを済ませた弘司は、夕食の材料を買うために近所にある商店街へとやって来ていた。


　ちなみに本日のメニューは、かなり奮ふん発ぱつしてステーキ（松まつ坂ざか牛ぎゆう）である。


　一ヶ月に一度の贅ぜい沢たく。


　一人暮らしを始めたその日に、毎月十五日は財さい布ふの中身を気にせずに食べたいモノを食べるＸデーにすると、密かに決めていたのだ。そして最近の不運（ついさっきのネコの一件も含む）を吹き飛ばす意味も込めて、記念すべき初のＸデーである今日はできる限り豪ごう勢せいにいくことにした。


「おう、弘ひろ司しくん。アジの干ひ物もの、どうだい？　安くしとくよ」


「ヒロくん、このキャベツ、とっても新鮮だよ。一つどう？」


「フランスパン、買っていかない？」


　歩いていると、店先から色々な人に声をかけられる。どうも弘司くらいの年ねん齢れいの男子が商店街に買い物にやって来るのは珍しいことであるらしく、この二週間ですっかり顔を覚えられてしまっていた。


「すみません。今日はメニュー、決まってるんです」


　それらに笑って受け答えをしながら、商店街を進んでいく。


　目指すは今朝見た特売広告に〝牛肉大安売り！　うっしっし！〟と書かれていた肉屋。商店街の一番奥にあるその店は、先日会社をリストラされたばかりの四十八歳さいのおじちゃんが心機一転とばかりに始めたものである。……まあ、リストラされちゃった理由は大いに分かる気がするが。


　そんな実にステキセンスな肉屋へと向かう途中。


「みなさん、どうか温かな救いの手を差し伸べてください～」


　ふとどこからか間延びした声が聞こえてきた。


「世界には、絶滅に瀕ひんした多くの動物や鳥たちがいます～。そんな恵まれない動物たちに～、どうかあなたの優しさをお願いします～」


　どうやら募金をやっているらしい。へえこの商店街で珍しいなあ……


「ん？」


　と、そこでふと思った。


　募金とは通常、恵まれない人のために行われるものであり、恵まれない人というのは大たい抵ていにおいて困っている人である。まあこの場合、相手は人でなく動物のようだが。


　しかし何にせよ、これも奈な々なの占うらないの〝困っているもの〟にあたるのでは？


　幸運への、キーワード。


　これはもしかしたら今度こそ……とちょっと期待して、声のした方を見てみると──


　そこには、募金箱を持ったお姉さんがちょこんと立っていた。


　腰あたりまで伸びた艶つややかな黒髪と身にまとった穏やかな雰囲気が印象的なその人は、えらい美人だった。大和やまと撫子なでしこという形容がぴったりで、そのまま着物の着付け教室の広告なんかに、モデルとして出てきてもおかしくない。


「……」


　弘ひろ司しは我知らず見み惚とれてしまった。確かに、これはある意味幸運へのカギかもしれない。いわゆる眼がん福ふくというやつである。


「その中でも北の大地では～、今日もたくさんの鶴つるたちが苦しんでいます～」


　お姉さんは一所懸けん命めいに声を出して、動物（鶴）の絶滅の危機を訴えかけているようだった。


「どうかみなさん～、寒さに震える鶴たちのために愛の手を～」


　だが道行く人々のほとんどはそんなお姉さんに全く関心を持たずに、ただ傍かたわらを通り過ぎて行くだけである。何人かは物珍しそうにちらりとお姉さんのことを見るのだが、それでも足を止めるまでには至らない。まあこの時間に商店街に集まる人のほとんどは近所のおばちゃんたちである。遠くの鶴のことなどよりも本日の晩御飯の方が大事だというのは、うなずける話だ。


「あの～みなさん、恵まれない鶴たちに～……」


　あまりに相手にされないため、お姉さんの声に段々と力がなくなっていく。それでも諦あきらめずに、今度は歩いている人たちの一人一人に直接声をかけ始めた。


「すみません、あの少しだけお話を～……」


「……」


　無視される。


「北の大地では鶴の子供たちがお腹を空すかせて～……」


「ウチでは亭てい主しゆと子供がハラを減らして待ってるんだよ！」


　言い返される。


「ここ数年の鶴の出生率を見ますと、右肩下がりで～……」


「ウチの家計もずっと右肩下がりだっての！　ていうか、あんたジャマ！」


　突き飛ばされる。


　おばちゃんたちの見事な三連コンボである。


　何だかかわいそうだった。


「ううっ、困りました～。どうして、どうしてだれもお話を聞いてくれないんでしょうか～」


　さすがのお姉さんも目が潤うるんでいた。服の裾すそで目じりを押さえ、打ちひしがれた様子でその場によよよとしゃがみこんでしまう。


　あ、泣くかな……と思ったその瞬間、お姉さんはふるふると首を振った。


「でもこれくらいでくじけちゃだめです～。一族のために、私ががんばらないと～」


　勢いよく立ち上がり両手をぐっと握り締める。


　そしてお姉さんは、再び募金活動を開始した。


「頑がん張ばり屋さんなんだ……」


　その姿を見て弘ひろ司しは感心した。


　根が単純なので割とすぐに感心するのである。


「──よし」決めた。


　あのひたむきな姿に、少しくらいは応こたえてあげたい。そのために弘ひろ司しにできることは──


　財さい布ふの中身をいちおう確認してから、弘司はお姉さんの前に立った。「あの──」


「はい～？」


「よかったら、これ、どうぞ」


　財布の中から紙幣を一枚抜き取り、募金箱へと投入する。


「あ……」お姉さんがお月様みたいに目を丸くした。「え、え～と～……こんなにいただいてしまってよろしいのでしょうか～？」


「ええ、使ってください」うなずく。


　確かに千円は、募金としてはかなり高額だ。でもお姉さんの一生懸けん命めいな態度にはそれくらいの価値があると思うし、鶴つるの絶滅防止にも役に立つのならムダ使いとも思えない。くわえて〝困っているもの〟を助けるのは弘司の幸運へのキーワードであるという話だから、ほんとの意味で一いつ石せき二に鳥ちようとも三鳥ともいえる（鶴だけに）。弘司にしてみれば、ステーキに付ける高級ブロッコリー〝グリーン・キング〟を我慢すればいいくらいの話だし。


「あ、ありがとうございます～」


　お姉さんが感極まったみたいな顔をした。


「私、とっても感激しました～。まだまだ世の中には優しい人がいらっしゃるんですね～。まさか一万円も募金していただけるなんて──」


「……え？」


　最後の一言に、弘司の動きが止まった。


　──一万円？　今この人、一万円って言った？


　ヤな予感がして財さい布ふの中を再度見てみる。


　すると、そこに一枚だけあったはずの諭ゆ吉きちさんは見事に姿を消していて、投入されるはずだった漱そう石せきさんが一枚余分に弘司に向かって温かく微笑ほほえみかけていた。


　……どうやらやってしまったみたいだった。


　自分の不注意をマリアナ海かい溝こうよりも深く後悔するがもう遅い。満面の笑みを浮かべるお姉さんを前にしては、まさか今さら返してくれとも言えない状況である。


　泣きたくなった。


　Ｘデーどころか、とりあえずこれで今月の食生活のレベルが二ランクほど落ちるのは決定だった。


「本当にありがとうございました～。おかげさまで鶴たちも助かります～。私、このご恩はけして忘れません～」


「い、いえ、そんなお礼を言われるほどのことじゃないです」


　半なかば顔を引きつらせながら、死にそうな笑顔で弘司はそう答える。


「そ、それじゃがんばってください」


「あ、ちょっと～」


　まだ何か言いたそうなお姉さんを残して、弘ひろ司しはその場を早足で立ち去った。


　あまり長く留まっていると、「スミマセン。やっぱり一万円返してください……」なんて情けないことを口走ってしまいそうだったので。


「……夕食の献こん立だて、考え直さないと」


　さっそく今晩のメニューは、ステーキ（松まつ坂ざか牛ぎゆう）→カレー（しかも肉なし）に格下げになることが決定したのだった。
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　夕暮れ時の公園には、異世界みたいなどこか独特の雰囲気がある。


　だれも座っていないベンチ。影の落ちた遊歩道。オレンジ色に染まった何本もの桜さくらの木。


　歩きながらそれらを何となく眺ながめていると、そのままふわふわと違う世界へと吸い込まれていきそうな不思議な気分になってくる。


　商店街からの帰り。


　抜け道である夕ゆう凪なぎ河川かせん敷じき公園でふとそんなメランコリックなことを思ってしまったのは、微妙に気分が落ち込んでいたからかもしれない。


「はあ……」


　カサカサと、手に持ったカレーの材料入りの袋が哀かなしげな音を立てる。


　自じ業ごう自じ得とくであり、今さら考えても仕方がないこととはいっても、やっぱり一万円の出費は弘司にとってかなりイタかった。警戒モードに入ったハリセンボンを素す手でで力いっぱい摑つかんでしまったくらいにイタかった。


「早く帰って夕飯でも食べよう……」


　これ以上この場にいてもブルーな気分になるだけである。通常歩行から早足にシフトチェンジをしようとしたところで。


「……ん？」


　ふと、視界の隅にあるものが引っかかった。


　公園の中央付近。


　少し高台のようになっている場所。


　そこには、周りのそれらと比べても一ひと際きわ大きな桜の木があった。


「これって……」


　確かこの公園内でも一番古い桜だとか何とか。夕凪市がまだ一集落に過ぎなかった頃から生はえているという半ば天然記念物みたいな代しろ物もので、御ご神しん木ぼくとして称えられていたこともあるという。この抜け道を教えてくれた時、管理人さんがついでに教えてくれたのを思い出す。


「御神木、か……」


　確かに、他ほかの桜さくらにはない、なにかこう威圧感のようなモノが目の前の桜からは感じられる。御神木。仮にも『神』とつくくらいだから何かご利益りやく（主に金運）でもないものかと、弘ひろ司しは桜に近づいてみた。溺おぼれる者はワラにもすがるという心境である。


　だがすぐに、弘司はその選択を後悔することになった。


「あ……」


　遠くからでは分からなかったが。桜の周辺にはゴミが大量に散乱していた。


　時期から考えて、お花見でも行われたのだろう。ゴミのほとんどがビールの空き缶かんやツマミの空き袋であることからしてまず間違いない。よく見ると、幹に一いつ升しよう瓶びんがぶっすりと突き刺さっていたり、折られた枝が地面に落ちていたりもしている。


「ひどい……」


　ここまでくるともう御神木も何もあったもんじゃない。プチ夢の島もいいところである。なまじ元が立派な桜だけに、かえって悲ひ惨さんな状況だった。


「……これも〝困っているもの〟なのかな」


　ふと思った。


　どうなのだろう。しかしキーワードは困っている〝もの〟であり〝人〟ではなかったから、たぶん守備範囲内だと思われる。


　ということは。


「三度目の正直……だよな、うん」


　少し考えてから、弘司は目の前で何かのオブジェのごとく突き刺さっていた一いつ升しよう瓶びんを力いっぱい引っこ抜いた。世の中には二度あることは三度あるという言葉もあるのだが、この際それは気にしないことにする。それに、さすがにこの惨さん状じようを目の前にして放ってもおけない。


　とりあえず近くのコンビニでゴミ袋を調達してきた。


　それから地面のあちこちに転がっているカンやビン、その他ほかのゴミを集め、それらをきちんと分別していった。燃えるゴミ燃えないゴミ、カンとビン、ペットボトル。ゴミの量がなかなかに多いため、一人では肉体的にも精神的にもけっこう大変な作業である。


　それでも何とかほとんどのゴミを始末し終わり袋をまとめていると、


『──ふむ、今時の若者にしては感心だのう』


　ふいに、声のようなものが聞こえたような気がした。


『まったく、最近のやつらはこちらを見てもちっとも気に留めもせん。それどころか人が静かに眠ねむっている近くで乱らん痴ち気き騒ぎまでやり始める始末……なってないことこの上ない』


「？」


　しかし辺りを見回してみても、それらしき人物の姿は見えない。


『──それからすればお主ぬしは実に感心じゃ。よく見ればなかなか好みの顔をしておるし……ふむ、これはもしかしたら運命というやつかもしれんの。──よし、決めた』


「??」


　何を決めたのだろう。


　しかしそれきり、声は途絶えた。


「気のせいだったのかな……？」


　よく分からないのでそういうことにして作業を続けようとすると。


「う～ん……むにゃ」


「うわっ!?」


　何か、いた。


　桜さくらの木の根元。陰になっている部分。


　下草に隠れていて今まで気付かなかったが、そこに女の人がごろんと寝転んでいた。弘ひろ司しの姉と同じくらいの年ねん齢れい。辺りはひどく酒臭くさい。その傍かたわらには空になった一いつ升しよう瓶びんが多数、ボウリングのピンのごとくきれいに並んでいる。


　これって……酔っ払い？


　状況的には、見るからにそのものである。


　しかし何だって平日の、しかもまだ日も落ちきらない内から、おまけにこんな若い女の人が、桜の根元で酔いつぶれているのか。普通に考えればあり得ない光景である。……実に世も末だと思います。


「あの、大丈夫ですか？」


「ううん、そんなところ触さわっちゃダメよぉ……」


　これも〝困っているもの〟なのかなーと思いつつ軽く揺すってみるも、起きる気配はまったくない。よく眠ねむっているみたいで、時折その口からむにゃむにゃと寝言のようなものが漏もれる。きっとさっき聞こえてきた妙な声もこれなのだろう。


「こんなとこで寝ていると風か邪ぜ引きますよ？」


「いやん……だからダメだってぇ……」


　再度揺するが覚かく醒せい反応はなし。


「どうしようか……」


　何にせよ、女の人をこのままこんなところで寝かせておくわけにもいかない。とりあえず近くにあるベンチにでも運ぼうと、弘司が女の人を抱だき起こそうとしたその瞬間。


　ぎゅっ。


「うわわっ!?」


　いきなり抱だきしめられた。


「ううん、さくら、今日もかわいいわね～……」


「ちょ、ちょっと……」


　どうも寝ぼけているみたいである。女の人は目を閉じたまま、さらに強く弘ひろ司しを抱だきしめてきた。


「ああ、うん、だから分かったって……これを一杯飲み終わったらちゃんと掃除するから、そんなに急かさないでよ～……」


「あ、あの、だから……」


　ぴったりと密着。アルコールの匂においに混じって大人おとなの女の人の甘あまい匂いが鼻先をくすぐる。おまけに……大きい（かなり）。腕のところに当たっている二つの感触の柔やわらかさに、何だか頭がくらくらとしてきた。──これはもしかしたらもしかして、奈な々なに占うらないを宣告されてから初めてのまともな幸運では？　ああ三度目の正直って本当なんだなあ……などとぼんやりと思っていると。


　女の人のマブタが、唐とう突とつに開いた。


　目が合った。


「……」


「……」


「……えっと、キミは」


　女の人がゆっくりと口を開いた。「……チカンくん？」


「ち、違います！」


　慌あわてて否定する。でも確かに、客観的に見れば状況は果てしなくそれに近い。


「そ、そうじゃなくて……」


「何ぃ！　チカンだと！」


　弘司が弁明しようとしていると、突然、背後から声が割り込んできた。


「聞こえたぞ！　そこのお前か、動くなよ！」


　振り返ると、警官らしき男がこちらに向かって大声を上げながら走ってくるのが見えた。え、え、何？


「あ、あの、僕が何か……」


　尋ねた弘司に、やって来た警官は薩さつ摩ま名物の黒豚ぶたみたいな身体からだを揺らして腕を組んだ。


「何か、じゃない。まったく、最近この公園でチカンが出没しているとは聞いていたが……まだ日も落ちきらん内にヤるとは、いい度胸だ！」


「え!?」


　もしかしてチカンの容よう疑ぎ者＝弘司になっている？


「ご、誤解です！」


「何が誤解だ！　だったらお前が抱きついているその女性は何なんだ！」


「い、いえこの人は、酔って気分が悪そうだったので介かい抱ほうを……」


「ウソ吐つくな！　平日のこんな時間に、しかも女性が酔いつぶれているなんてことは、普通あり得ないだろ！」


「う……」


　それはまさにその通りである。弘ひろ司しもさっきまったく同じようなことを思ったし。


「はっ、それともまさかお前がムリヤリ酔わせて……」


「え？　ち、ちが──」


　とんでもない誤解です。


「ええい、もう言い訳はいいから大人おとなしくしろ！　見たところまだ学生みたいだが、ヘタに手向かうようならこっちにも考えがあるぞ！」


　警官が厳しい目で睨にらんでくる。その後ろに、『チカンに注意！　変態は暗くら闇やみからねっとりと貴女あなたを狙ねらっています！』と書かれたカンバンがちらりと見えた。


　……状況は絶望的だった。


　これではもはや弘司の口から何を言っても信用してもらえないだろう。だったら、唯一の証人であるこの女の人に弘司の身の潔白を証明してもらうほかない。


　弘司は腕の中の女の人に目を落とし、


「あ、あの、すみません。お手数ですけれど、この人に僕がチカンじゃないってことを説明して──」


　言いかけて、途中で言葉が止まった。


　止めざるを得なくなった。


　だって。


「すーすー」


　女の人は寝ていた。


　弘司に抱だき起こされた状態のまま、気持ち良さそうに寝息を立てていた。


「ちょ、ちょっと！　起きてください！」


　弘司は焦った。


　ここで唯一の証人に意識不明になられたら、弘司のチカン冤えん罪ざいはほとんど確定（敗訴率九十八％）になってしまう。


　だが揺すっても頰ほおをぺしぺしと叩たたいても女の人は起きない。ぴくりとも反応しない。もう爆ばく睡すいだった。


「そ、そんな……」


　ほとんど泣きそうな弘司の肩を、後ろから警官の太い指が万まん力りきのごとくがっしりと摑つかんだ。


「それじゃあ近くの交番にまで来てもらおうか。任意同行及び職務質問……抵抗するようならこの場で緊急逮捕もあり得るからな。神妙にした方が身のためだぞ」








　　　４




　その夜。


　部屋でカップラーメン（スモールサイズ）にとぽとぽとお湯を注ぎながら、弘司は「はあ……」と心の底からため息を吐ついていた。


　いつにも増して、不運な一日だった。


　河川かせん敷じきで、小学生にいじめられていたネコを助けた。だけど小学生に罵ば声せいを浴びせられた。ネコには引っかかれて嚙かみ付かれてその挙句逃亡された。やるせない気分が残った。


　商店街で、募金をしているお姉さんを見た。千円募金するつもりが、間違って一万円を入れてしまった。おかげでＸデーはなかったことになり、夕飯がステーキ（松まつ坂ざか牛ぎゆう）→カレー（肉なし）となった。わびしい気持ちになった。


　公園で、御ご神しん木ぼくの周りを掃除した。チカンの容疑をかけられ、交番に連行されて取り調べを受けた。途中で女の人が目を覚まして逮捕こそ免れたものの、一連のドタバタでカレーの材料の入った袋をどこかになくしてしまい、結果として夕飯がカレー（肉なし）→カップラーメン（スモールサイズ）となった。かなりみじめな思いをした。


「何が幸運へのカギだよ……」


　全然当たっていない。それどころか今日の一連の出来事を見るに、むしろ不運へのカギもいいところである。占うらないというよりも呪のろいという言葉の方が当てはまるかもしれない。奈な々なの呪い。占いよりもそっちの方がしっくりくるのはなぜなんだろう。


　ともあれ明日学園で会ったら絶対に文句を言ってやろうと、ラーメンをかき混ぜながら心に決めたところで、


　ピンポーン。


　玄関のチャイムが鳴った。


　こんな時間にだれだろう？


　新聞は取っていないから集金はあり得ないし、ＮＨＫの聴取料は先日払ったばっかりである。だとすればまた管理人さんだろうか。湯ゆ気げの上がるラーメンにとりあえずフタをして、弘ひろ司しは玄関へと向かった。


　ドアノブに手をかける。


「はい、どちらさまで──」


「やっと会えた～！」


　ドアを開くなり、何かがイノシシのごとく勢いよく突進してきた。


　柔やわらかいがそれなりに重量のある物体。


　とっさのことで反応しきれず、その突進をもろに受けて弘ひろ司しは後頭部からブザマに玄関に倒れこんだ。


　ごん、と木ぼく刀とうでスイカを叩たたき割った時のような鈍い音が響き渡る。


「ぐあ……」


　弘司は悶もん絶ぜつした。……すごく痛い。


「あ、ごめんごめんっ」


　痛みを堪こらえていると、上から申し訳なさそうな声が降ってきた。


「ほんとごめんね？　おに～さんにまた会えたのが嬉うれしくって、つい。えへへ……」
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　たぶん、今のタックルの主ぬし。


　しかしごめんで済めば警察はいらないのである。ドアが開くなりいきなりタックルをかますような非常識は一体どこのだれだと視線を上に遣やると。


　見覚えのない少女が、弘司に馬乗りになっていた。


　弘司と同じか少し年下くらいのかわいらしい少女。オフホワイトのノースリーブにチェックのプリーツスカートという服装で、肩にかかるさらさらの髪を揺らしながら、お日様みたいなステキな笑顔を浮かべてにこにこと弘司をじっと見つめている。


　弘司はフリーズした。


　──ええと。


　このシチュエーションは。


　何？


「あのね、ここ探すのけっこう大変だったんだよ。匂においは残ってたけど、少し時間が経たっちゃってたから。でもちゃんと探しだせたんだからすごいよね。ね？　ね？」


　固まっている弘ひろ司しの上で、少女は早口でそんなことをまくしたてる。


「だけど無事に会えてほんとよかった～。わたしが逃げちゃったのが悪いんだけど……あのまま会えなかったら、何かそれもヤだったし──」


「……」


「でもでも、おに～さんも悪いんだよ？　心の準備ができてないうちにいきなりあんなことするから──って、あれ？」


「……」


「おに～さん？」


　と、そこでようやく少女は弘司の反応がないことに気付いたみたいだった。


「おに～さん、聞いてる？」


「……」


「おに～さん？」


「……」


「な、何か動かないんだけど……。ね、ねえ、頭、だいじょぶ？」


　聞きようによってはとてつもなく失礼な台詞せりふを吐はきながら顔を寄せてくる少女。その距離がほんの五センチほどにまで近づき、少女の髪から果実のような甘あまい香りがふわりと流れた。


　それでようやく弘司は正気に戻ることができた。


「……というか、きみ、だれ？」


「あ、動いた」


　少女が弘司の頰ほおをつんつんと突く。そしてにこっと笑った。


「よかった～。頸けい動どう脈みやくを嚙かまれたネズミみたいに突然動かなくなるからどうしようかと思っちゃった。打ち所が悪かったのかって。それでおに～さん。おに～さんの名前、何てゆうの？」


「僕？　僕は弘司──」


「弘司か～。じゃあ、ヒロって呼んでもいい？」


「あ、うん」


「やった～！　じゃこれからよろしくね、ヒロ」


「あ、ああよろしく……って、ちょっと待った！」


　危うく彼女のペースに巻き込まれそうになるのを、弘司は慌あわてて押しとどめた。


「？」


「だから……きみ、だれ？」


「えっ……」


　少女の顔に、この人何言ってんの？　という表情が浮かんだ。


「だれって……まさか、忘れちゃったの？」


「いや忘れるも何も、僕ら初対面だと思うんだけど……」


　首をひねりながら弘ひろ司しは答えた。


　少なくとも、これくらいかわいい子なら一度見たら忘れるとは思えない。本人のあずかり知らぬところで、弘司が記憶喪そう失しつにでもなっていない限り。


「え～、何それ？　ひどいよ～！」


　だけど弘司のその返答に、少女は不満そうにぷ～っと頰ほおを膨ふくらませた。弘司の言葉がよっぽど気に入らなかったらしい。そんな仕し草ぐさもかわいらしかったりするのだが……今はあんまりそれどころじゃない。


　少女が、頰を膨らませたままじいっと弘司の目を見た。


「ほんとに忘れちゃったの？　さっきはわたしのカラダを、隅から隅まで舐なめるように見たクセに……」


「……え？　か、身体からだ!?」


　突然の爆弾発言です。


「そうだよ！　嫌いやがるわたしを押さえつけてムリヤリにあんなところとかこんなところとかをじっくりじろじろぎらぎらと……。わたし、初めてだったのに。……もうお嫁よめに行けないかも、ぐすん」


「え、ええっ!?」


　いやそんなどこからどう見ても明らかな犯罪行為（しかも世間様から後ろ指をさされまくりそうな類たぐいの）をした覚えは弘司には全くもってないんだが。これでも生まれてから十六年、まっとうに生きてきたことだけが唯一の自慢なのである。


　しかし少女は続ける。


「そうゆうわけだから、ちゃんと責任取ってね。わたしの一族には、『異性に初めてその肌を見られし娘むすめは、その者と結ばれて永遠に添い遂げなければならない』っていう掟おきてがあるの。さっきはつい恥ずかしくて逃げちゃったけど……わたし、そのためにヒロのこと追っかけてきたんだもん。だから──」


　少女が頰を赤く染めながら、潤うるんだ瞳で弘司を見上げる。


　そして、こんなことをおっしゃいました。


「わたしを……ヒロのお嫁さんにして？」


「!?」


　突然の爆弾発言パートII。


「わたしは……ヒロなら、いいと思ったから」


「な、な……」


　お嫁よめさん。


　その単語の意味するところは、妻つまであり伴はん侶りよであり家か内ないであり奥方である（当たり前だ）。


「もちろん、ヒロもい～よね？」


　少女がずい、と詰め寄ってくる。整った顔立ちが間近に迫った。


「それとも、ヒロはわたしのこと……キライ？」


「そ、それは」


　弘ひろ司しはたじろいだ。


　上うわ目め遣づかいでこっちをじっと見つめる少女の姿はほとんど反則的なくらいにかわいくて……思わず深く考えずにこくりとうなずいてしまいそうになる自分を、弘司は何とか抑えた。


　スーハー。深呼吸をして、気持ちを落ち着かせる。


「えっと、あのさ」


「うん？　お嫁さんにしてくれるの？」


　少女の顔に無む邪じや気きな期待が浮かぶ。弘司がうなずいてくれると信じて疑わない表情だ。それを裏切るのは少し胸が痛い。でも──


「お嫁さんとかいう以前に、やっぱり僕ら初対面だと思うんだけど……」


　ここははっきりとさせておかなくてはいけないところである。だって本当に身に覚えがないのだから。


　少女の表情が曇った。


「も～、まだそうゆうこと言うの？　助けてくれた上にゴハンまでくれた優しい人だからヒロのことは気に入ってたのに～」


「そ、そんなこと言われても……」


　思い出せないものは思い出せないのだから仕方ない。


　少女が難しい顔をして腕を組んだ。


「う～、どうして分かってくれないんだろ……あ、そっか。もしかして──」


「？」


「だったら──」


　何やら納得したようにうなずくと少女はその場でくるりと一回転した。短いスカートがいっしょにひらり。そして、ぽん、というかわいらしい音とともに、少女の頭に何かが突然現れた。


「これならどう？」


「……」


　弘司は再びフリーズした。


　〇・五秒の急速冷凍だった。


　だってそう尋ねてきた少女の頭には──なんかネコミミみたいなものが生はえていたのだから。


「まだ分かんない？　じゃ、こっちは？」


　少女がくるんと後ろを向いた。そこには──スカートの下でかわいらしくふりふりと動く、真っ白なシッポのようなものがあった。


「ま、まさか……」


　一つだけ、思い当たる可能性があった。


　ネコミミ、シッポ、身体からだを見た、助けた。それらの言葉に符ふ号ごうすることを、確かに今日弘ひろ司しはやっている。だけどそれは目の前のかわいらしい女の子に対してじゃなくて──


　呆ぼう然ぜんとする弘司をヨソに、少女はあっけらかんとこう言ったのだった。


「わたしはネコマタの美み亜あ。掟おきてに従い、ヒロのお嫁よめさんになって添い遂げるためにやって来ました。よろしくねっ♪」








「うーん……」


　弘司はうなっていた。


　便秘が一週間続いた時のような声で、深くうなっていた。


　にこにこ。


　目の前では、ネコマタ娘むすめ（自称）の美亜が肘ひじをついた手の上に顔を置きながら、上機嫌でオレンジジュースを飲んでいる。その頭にはネコミミがぱたぱたと揺れ、スカートの下ではネコシッポがぴこぴこと別の生き物のように動いている。


「ぷは～、この飲み物おいし～ね。何てゆうの？　お代わりちょ～だい！」


　二杯目のジュースを空けさらに機嫌が良くなる美亜。それとは反対に、弘司の心境はかなり複雑だった。


　果たしてこの状況をどう判断すべきなのだろうか。


　さかのぼること十五分。


　とりあえず玄関先でするような話でもないということで美亜には部屋の中に上がってもらったのだったが……彼女の口から出てきた言葉は、そのどれもがとんでもないものだった。


『わたし、さっきヒロに助けてもらったネコなんだよっ』


　の一言から始まった美亜の説明を総合すると以下のようになる。


　[image: ]美亜はネコマタという妖よう怪かい（!?）である。


　[image: ]ネコマタ一族の掟に従って、初めて自分の肌を見た異性である弘司のお嫁さんになるため（!?）にやって来た。


　[image: ]そのために、弘司の隣の部屋である二〇二号室に住む（!?）らしい。


「うーん……」


　弘ひろ司しは再度唸うなった。


　どこをとっても信じがたい話である。


　もしかしたらからかわれているんじゃないかとも思ったが、美み亜あの瞳にはそういった雰囲気は全くといっていいほどなかった。無邪気というか天てん真しん爛らん漫まんというか……とにかく、あれは人を騙だまそうとしている目じゃない。それくらいはトカゲ並みに鈍い弘司にも分かる。


　しかしだからといって、美亜の話をそのまま信じられるのかといえばそれもまたノーだったりした。この科学万能のご時世では、妖よう怪かいなんてものの存在は幼稚園児だって信じていない。まだ未来からタイムマシンに乗ってやって来たネコ型ロボットだって言われた方がよほど納得できる。


（でもあのネコミミとシッポ、とても作り物には見えないんだよな……）


　それが問題であった。


　頼んで触さわらせてもらったのだが、その質感といい動きといい、紛まぎれもなく本物のネコミミとシッポそのものだった。


「うーん……」


　どう結論付けるべきか非常に難しい命題である。


　ロダン作『考える人』のごとく悩んでいると、


　ピンポーン。


　再度、チャイムの鳴る音がした。


　こんな時にだれだろう。


　可能性として一番高いのはやはり管理人さん。またいつかのように酒盛りにでも誘いに来たのだろうか。だとすると、今の状況（部屋の中に女の子と二人きり）を知られるのはいささか……いやかなり都合が悪い。


「ね、だれか来たよ？」


　美亜が窺うかがうように弘司の顔を見る。


「……ちょっとここで待ってて。あんまり音を立てないように」


「は～い」


　そう美亜に念を押し、弘司は玄関へ向かった。


「はいどちらさま──」


　ドアを開けると、


　ごんっ。


　鈍器で人の頭を殴なぐったような、鈍い衝しよう撃げきが手元にはしった。


「!?」


　驚いてドアの外を見てみると……女の人が倒れていた。どうやら開けたはずみに、ドアがこの人の頭にダイレクトに激突したらしい。


「だ、大丈夫ですか!?」


　慌あわてて抱だき起こしてみるが、女の人はぴくりとも動かない。


　弘ひろ司しの顔から血の気が引いた。


　ま、まずい……これって殺人罪!?


　一瞬、手て錠じようをかけられてパトカーに乗せられる自分の姿が頭をよぎる。いや殺意はなかったんです。ただドアを開けたらその先に女の人がいて……


　だれに言い訳をしているんだろう。


　弘司は混乱していた。


　かなり混乱していた。


　混乱しやすい性格なのである。


「と、とりあえずここは救急車を……いやそうじゃなくて霊れい柩きゆう車しや!?　ああ、で、でももしかしたらまだ助かるかもしれないんだし心臓マッサージか人工呼吸を──」


　慌あわてふためく弘司の足首を、その時、何かがぐっと摑つかんだ。


「ひっ！」


　摑んでいたのは、女の人の真っ白な手。


「ぞ、ぞんびっ!?」


「違いますよ～」


　むくりと上体を起こしながら、女の人がふるふると首を振る。「私は、ぞんびなんかじゃありません～」


「い、生きてたんですか？」


「ええ、はい～。ちゃんと生きていますよ～」


　女の人が立ち上がり、ぱたぱたと服に付いたホコリを払った。


「すみません～。昨日今日と夜を通して街頭で募金活動をしていましたので、どうやら寝不足だったようなのです～」


「ね、寝不足？」


「はい～。まだ眠ねむいです～。ふあ～」


　大きなアクビ。


　……もしかして今、寝てたのかこの人。


　安心したような呆あきれたような、複雑な気分に弘司はなった。


　で、この人はいったい弘司の部屋に何の用なのだろう。


「えっと、それはそうとあなたは──」


　どなたですか？　と言いかけて、目の前の女の人に見覚えがあることに弘司は気付く。


（……募金のお姉さん？）


「ああ、申し遅れました。私は千ち鶴づるといいます」


　女の人がのんびりとそう名乗る。それは、確かに商店街で見かけたあの募金のお姉さんだった。何でこの人がここに？


「ええと～、あなたのお名前は、何というのでしょうか？」


「え、弘ひろ司しですけど……」


「そうですか～。それでは弘司さまとお呼びしてもよろしいでしょうか？」


「あ、はい」


　何かちょっと前にやったやり取りと似ている気がするが、とりあえずうなずいておいた。


「ありがとうございます～」


　お姉さんがにこにこと感謝の言葉を述べる。商店街で見た時の印象通り、とてものんびりとした雰囲気の持ち主みたいだ。それに……かなりの美人さんでもある。


　ちょっとどきどきしながら、弘司は答えた。


「い、いえ。そんなことより、ええと……千ち鶴づるさんっていいましたよね？　僕に何か用ですか？」


「あ、はい～。えっと私、弘司さまに〝恩返し〟をしたいと思いまして、ここまでやって来た次第であります～」


　お姉さんはいきなりそんなことを言った。


「はあ、恩返し……ですか」


　現代日本ではあまり使用されない単語トップ５くらいに入る言葉である。


「はい～。弘司さまには先ほどとてもお世話になりました。あの一万円のおかげで、一族は何とか生命を繫つなぐことができたのです～。そして私の一族には、『人間から恩を受けた時、それに対して必ず報むくいるべし』という宿命さだめがあります。昔話でもそう言い伝えられてきました～」


「昔話？」


「そうです～。私たちは、助けてくれた人に恩返しをすることに喜びを感じる星の下に生きているのです～」


「は、はあ」


「しかも、現代の恩返しは昔話よりも遥はるかにパワーアップしているのです～。昔話では反たん物ものを織るだけでしかも正体を見られたらそれでおしまいでしたが、現代ではそんなことはありません。何があろうとも、一生その人に憑ついて恩をお返しいたします。その効能は当社比で十二・五倍。いわゆる恩返しレボリューションというやつですね～」


　どことなく得意げにそう説明するお姉さん。


　何やら子供の頃に聞いたことがある話である。その昔話ってもしかしてあの有名な……


「……まるで、鶴つるみたいですね」


　なので弘司としては実に何気なく口にした一言のつもりだったのだが。


「はい～。その通りですが」


「……は？」


　いきなりカウンターパンチを食らった。


「私、実は鶴つるなのです～」


　今日のお天気は晴れです、って言うのと同じくらい軽い口調で、お姉さんは言った。


　えーと。


　これは何かのレトリックなんだろうか。昔話の鶴のように献けん身しん的に恩返しをするってこと？　それとも何かのウイット？　だとしたら何か気の利いた返答をするべきだよな。うーん……


　と、悩みに悩んでいると。


「……ん？」


　そこで気が付いた。


　お姉さんの背中。


　そこに、生はえているモノ。


「そ、それ……」


　弘ひろ司しは自分の目を疑った。商店街にいた時には、絶対にそんなものはなかったはずなのに。


「あら～、いつの間にか出ちゃってました。油断大敵ですね～」


　お姉さんが笑った。その背にある白いツバサをぱたぱたとさせながら。


「な、な……」


「ええとですね～」


　目をシロクロさせる弘司に、お姉さんはあくまでマイペースのまま、こう告げたのだった。


「ご覧になった通り、私は鶴なのです～。あ、正確に言うと、鶴女つるめという、鶴を守護する霊れい鳥ちようなのですが～。この度は宿命に従って、弘司さまのお傍に一生かけて仕つかえさせていただくためにまかりこしました。というわけで、ただ今から『鶴の恩返し』を始めさせていただきます～。なにとぞよろしくお願いしますね、ご主人様～」








「うーん…………」


　弘司はうなっていた。


　便秘が二週間続いた時のような声で、深く深くうなっていた。


　目の前には三杯目のオレンジジュースをこくこく飲んでいるネコマタ娘むすめ（自称）と、その横でのんびりとお茶をすする霊れい鳥ちようお姉さん（自称）。


「ねね、ヒロ、もっとこの甘あまいの、飲んでいい？」


「はあ～、お茶はやっぱり日に本ほん茶にかぎりますね～」


　果たしてこの状況をどう判断すべきなのだろうか。


　さかのぼること十五分。


　とりあえず玄関先でするような話でもないということで募金のお姉さんこと千ち鶴づるには部屋の中に上がってもらったのだったが……彼女の口から出てきた言葉は、そのどれもがとんでもないものだった。


『私、実は鶴なのです～』


　の一言から始まった千鶴の説明を総合すると以下のようになる。


　[image: ]千鶴は鶴女つるめという霊れい鳥ちよう（!?）である。


　[image: ]初めて多額の募金をしてくれた弘ひろ司しに、恩返し（一生!?）をするためにやって来た。


　[image: ]そのために、隣の部屋である二〇四号室に住む（!?）らしい。


「うーん…………」


　美み亜あに引き続き、どこをとっても信じられない話である。


　鶴といえば恩返し。恩返しといえば鶴。確かに『鶴の恩返し』は日本における昔話のスタンダードである。あるのだが……


　しかし、妖よう怪かいに続き今度は霊鳥って。


　弘司にはどっちも同じような存在に思えたのだが、千鶴が言うには両者は全然違うモノらしい。


『妖怪は生まれた時から妖怪ですが、霊鳥は長い時を生きた普通の鳥が変化することでなるものなのです～。それに妖怪はその属性が〝魔〟であることも多いのですが、霊鳥は全すべて〝中立〟なのですよ～』


　はっきり言って弘司にとってはどうでもいい違いである。タヌキとムジナとの違いくらいにどうでもいい。何にせよどちらも、常識的に考えて胡散うさん臭くさい存在には違いないのだから。


（でもあのツバサ、とても作り物には見えないんだよな……）


　頼んで触らせてもらったのだが、その質感といい動きといい、紛まぎれもなく本物の鳥のツバサそのものだった。


「うーん…………」


　どう結論付けるべきか非常に難しい命題である。


　己の存在理由レゾン・デートルを見つめる哲学者のごとく悩みに悩んでいると。


　ピンポーン、と再び呼び鈴が鳴った。


　だれだろう。


　今度こそ管理人さんか。今の状況（部屋の中に美少女と美女が一人ずつ）ではかなり出たくないのだが、電気メーターは回っているだろうから居留守は使えない。そんなハンパな抵抗をしたら、管理人権限とか何とか言って、合鍵を使って乗り込んでくるに決まっている。


　しかたなく、弘司は玄関へと向かった。


「どちらさまで──」


　前二回の経験から今度は慎しん重ちようにドアを開ける。


　しかし今回はドアを開けるなり突撃してくる者も、ドアに頭を強打して昏こん倒とうする者もいなかった。


「おお、やはりここにおったのか。探したぞ」


　代わりにドアの向こうにいたのは、小学生くらいの小さな女の子。なぜかハカマ姿で、通路の真ん中で腕組みをして立っている。勝気そうな大きな瞳に整った鼻筋。ちっこい背せ丈たけに頭の横でちょこんと二つに結んだ髪がかわいらしい。


　女の子は弘ひろ司しの姿を確認すると、じろりと睨にらんだ。


「お主ぬし」


「は、はい？」


「先ほどは災さい難なんじゃったな。よりにもよってあんな不ぶ細さい工くな官憲に引っ立てられるとは……同情するぞ。まったく、そもそも瑞葉みずはのやつが仕事を怠なまけて酒など飲んでおるからあんなことになるのじゃ。……近い内に、性しよう根ねを叩たたき直さんといかん」


　不機嫌そうにつぶやく。その古風かつ尊大な口調には、どことなく聞き覚えがあった。


「まあ過ぎてしまったことをとやかく言っても始まらん。──してお主、名前は何という？」


「あ、え……弘司だけど。水みな上かみ弘司」


　迫力に負けてつい答えてしまった。これで本日三度目の名乗りである。


「ふむ、弘司か。良い名だ。儂わしはさくらじゃ。しかと胸に刻んでおくがいい」


「は、はあ……」


　女の子が平へい坦たんな胸を反そらす。ちんまい背丈とかわいらしい容姿にはおよそ似つかわしくない、やたらと偉そうな態度だ。


「──で、そのさくらちゃんが、僕に何の用かな？」


「む、子供扱いするな。さくらでよい」


　女の子が再び不機嫌そうな顔になる。


　扱いも何もまんま子供じゃ……という突っ込みは抑えて、弘司が曖あい昧まいにうなずくと。


「何か含みのある表情が気になるが……まあいい。それより喜ぶがいいぞ。お主は儂わしの婿むことして認められた」


　何か突然、女の子がとんでもないことを言い出しました。


「……ムコ？」


　あまりに突然なことで、脳内で漢字変換がなされない。


「そうじゃ」女の子──さくらが大きくうなずき、ぱちりと指を鳴らす。「儂の、婿じゃ」


　するとそれに呼応するかのように、何もなかった空間から突然ピンク色の桜の花びらが現れ、ひらひらと辺りを舞い始めた。


「な……」


　手品などとはとても思えない。まるで魔法のように、一瞬にして、弘司の周囲は無数の花びらに包まれた。


「これはとても光栄なことなのだぞ。いかに高い霊れい力りよくを秘めた御み子こであっても、儂わしが気に入った者でなければ、婿むこにはなれんのだからな」


　幻想的な景色の中、さくらが歌うように言う。


　思わず、弘ひろ司しは訊きいていた。


「きみは……だれ？」


　その問いに、さくらはゆっくりとこう答えたのだった。


「儂はお主ぬしが汚お物ぶつを片付けたあの桜さくらの木に宿る神しん霊れい──まあ平たく言えば神様じゃ。この地域一帯の霊的守護を担になっておる。以後、覚えておくがよい」








「うーん………………」


　弘司はうなっていた。


　便秘が三週間続き腸内の機能がもはや限界閾いき値ちに達した時のような声で、深く深く深くうなっていた。


　目の前には四杯目のオレンジジュースをこくこくと飲んでいるネコマタ娘むすめ（自称）と、その横でのんびりとお茶をすする霊れい鳥ちようお姉さん（自称）、さらにその横でミルク片手にむっつりと座り込む神様幼女（自称）。


「やっぱりこの甘あまいの、おいし～ねっ！」


「いえ～、お茶が一番です～」


「牛乳の味が分かってこそ通つうというものじゃ」


　果たしてこの状況をどう判断すべきなのだろうか。


　さかのぼること十五分。


　とりあえず玄関先でするような話でもないということでさくらには部屋の中に上がってもらったのだったが……彼女の口から出てきた言葉は、そのどれもがとんでもないものだった。


『儂は神様なのじゃ、えへん』


　の一言から始まったさくらの説明を総合すると以下のようになる。


　[image: ]さくらは神霊──神様の一種（!?）である。


　[image: ]ゴミにまみれていたところを掃除してくれた弘司のことを気に入り、婿（!?）として迎えるためにやって来た。


　[image: ]そのために、向かいの部屋である二〇八号室に住む（!?）らしい。


「うーん………………」


　もう、何が何だか分からなかった。


　妖よう怪かい、霊鳥に続き今度は神様である。


　弘ひろ司しの生きるこの世界は、一体いつからそんなオカルトチックな存在が幅はばを利かせるような場所になってしまったのだろう。


　いやもちろん美み亜あたちの話を全面的に信じたわけではない。


　だけど美亜のネコミミやシッポ、千ち鶴づるのツバサは作り物には見えないし、さくらの見せた芸当が何かのトリックだとも思えない。妖よう怪かい霊れい鳥ちよう神様かはさておき、彼女ら三人がまっとうな存在でないことだけはどうも間違いなさそうである。


　とはいえ、もうそのことについてはそれ以上深く考えることはやめた。考えても仕方がないし、分かることでもないだろう。もうなんか……どうでもいい。この広い世の中にはそういった存在もいるんだなと、素直に納得することにした。いわゆる思考放ほう棄きというやつである。


　まあだからそれはいいとして（実はあまりよくなかったりするけれど）。


　問題はこれからどうするかである。


　三人とも悪い人物には見えないが、どう対応していけばいいのかは大いに悩むところだった。


　何せこの三人、見た目は美少女と美女と美幼女なのだ。それもかなーり高レベルの。そんな三人が〝お嫁よめさん〟だとか〝一生傍そばに仕つかえての恩返し〟だとか〝婿むこ〟だとか言っているのだから、思春期真まっ只ただ中の弘司にはいささか刺激が強かったりする。


　だいたい〝お嫁さん〟だ〝恩返し〟だ〝婿〟だ、とはいうが、具体的には何をするつもりなんだろう。


　弘司はまだ法律的に結婚ができる年ねん齢れいではない。学生という立場もあり、そうなるまでには最低あと二年は必要なのだ。三人が本当にそういったことを望んでいるのならば、それまで待ってもらわなければならないということになる。


「うーん……………………」


　いやいや、でもこれは法律で可能なら結婚してもいいってわけじゃなく、あくまでも仮定の話である。弘司にだって相手を選ぶ権利はあるし、そもそも結婚自体をするかどうかも未定なのだ。というかこれまでそんなことを考えたこともなかった。……相手もいなかったし。


「うーん…………………………」


　しかしだからといって美亜たちのことがイヤだってわけでもない。彼女たちは少なくとも何か良からぬことを企んでいるようには見えないし、理由はともあれ弘司のことを好いてくれているのも分かる。それに何といってもかわいい。彼女たちがそういった存在（お嫁さんとか）になってくれるのならそれはそれでけっこうオイシイ話……なのかも？　いやでも──


　あー、もうワケが分からないって！


　頭をぶんぶんと振る。


　思考が完全にループ状態に陥っていた。ぐるぐるぐるぐる。終わりのないメビウスの輪である。


　だがこの時、弘ひろ司しは大事なことを忘れていた。


　忘れていたというより、気付いていなかった。


　美み亜あの目的であるお嫁よめさん。


　千ち鶴づるの目的である一生かけての恩返し。


　さくらの目的であるお婿むこさん。


　それらは三つ全すべてが相容れないものであり、どれかを立てればどれかが立たないという性質のものであるということを。


　そして。


　この場に、そういった相容れない目的を持った三人が、今まさに一堂に会してしまっているということを。


　ふいにがたん、と隣から音がした。


　それまでにこにことオレンジジュースを飲んでいた美亜が、コップを握ったまま、何やら険けわしい顔で千鶴たちを見ていた。


「ね、ヒロ。さっきから疑問だったんだけどさ」


　いぶかしむような声。


「……この人たち、だれなの？」


　それは血で血を洗う第一次妖よう怪かい霊れい鳥ちよう神様大戦の、始まりを告げる声だった。








　　　５




　部屋の中は討ち入り前の組事務所みたいな、ものすごく緊迫した雰囲気に包まれていた。


　美亜が千鶴とさくらを敵でも見るみたいな目で牽けん制せいし、さくらもまた美亜と千鶴のことを険しい視線で睨にらみつけていて、千鶴は……まあなんかいまいち分かり辛づらいが、やっぱり美亜とさくらを見るその表情に微妙な変化が表れている。


　唐とう辛子がらしみたいに、ぴりぴりとした空気。


　何というか……居づらいことこの上ない。弘司としては、できるものなら今すぐにこの場からこっそりと逃げ出してしまいたかった。


「……てゆ～か、あなたたち、だれなの？　──その霊れい気きからして、人間じゃないよね？」


　沈黙を破って、美亜が再びそう尋ねた。


「はい～。私は、鶴女つるめの千鶴と申します。お隣の二〇四号室に本日から住むことになりまして～。あなたはネコマタさんですね～」


　のんびりと答えたのは千鶴。


「鶴女っ!?」だが千鶴のその言葉に、美亜の目の色が変わった。


「鶴女つるめって……恩返し霊れい鳥ちようがヒロに何の用なのっ。ヒロはわたしをお嫁よめさんにしてくれるんだもん！　だから忙しくて、おね～さんに構ってるヒマなんてないんだからねっ！」


　にゃ～っと叫ぶ。


「え？」


　ちょっと待ってください。


　それって、決定事項でしょうか？


「あらあら～……それは困りましたね」


　おっとりと、千ち鶴づるが目を細める。


「だって弘ひろ司しさまには、私が一生かけて恩返しをすると決まっているのですから～。弘司さまもそれを強く望んでいましたし～。ゆえに他ほかの方は、ええと……無用の長物？　ですよ～」


「え？　え？」


　そっちも決定事項ですか？


　当惑する弘司に追い討ちをかけるかのように、さらなる混乱が襲った。


「何を言っておる！　弘司は儂わしのモノじゃ！」


　どん、とテーブルを叩たたく音。


「弘司にはこの儂、神しん霊れいであるさくらの婿むことして白しら羽はの矢が立っておるのじゃ！　弘司に最も似つかわしいのはこの儂よ。ネコやツルごとき下げ賤せんの輩やからの出る幕ではない。引っ込んでおれ！」


　美み亜あと千鶴の声を押しのけるようにして、さくらがずいっと身を乗り出した。


　いや……だからそれも決定事項なんですか？


「神霊!?　な、何で神霊までこんなところにいるのっ!?」


「あらあら～」


　慌あわてた様子の美亜と、やっぱりあまり動じた様子のない千鶴。


「で、でもダメだもん。いくら神様だからって、ヒロはわたしが最初に目を付けたんだから！」


「そうですね～。私のことも忘れてもらっては困ります～」


　ネコマタと霊鳥が二人して神霊に抗議をする。


「困ると言われてもそこまで儂は知らん。まあ、ネコとツルごときに弘司は不ふ釣つり合あいということじゃ。儂のような高貴かつ大人おとなの色香あふれる〝れでぃ〟にこそ相応ふさわしい」


　ふ、とさくらが笑う。……れでぃ？


「主ぬしらネコやツルごときには、同じ下賤の妖よう怪かい──ネズミ男やカラス天てん狗ぐなどがお似合いじゃ。身の程をわきまえて、大人しくツガイでカツオブシでも食しよくしているがよい」


　そのあからさまにバカにした口調に、とうとう美亜がキれた。


「む～、さっきから聞いてれば何よ～。ネコごときネコごときって失礼なっ。ネコだって、ちゃんと役に立つもん。〝ネコの手も借りたい〟とか〝ネコに小こ判ばん〟っていうコトワザだってあるくらいなんだからねっ！」


　いやそれはあまりフォローになっていないかと思われます。


「……何さ、そっちこそ、見た目はお子様のクセに」


「なんじゃと？」


　美み亜あがぼそりと言った一言に、さくらのこめかみがぴくりと動いた。


「ふんだ。背は低いし、体型だって大したことないし……どこが〝れでぃ〟なのかさっぱり分かんないもん。それに若作りしてるけど、中身は〝こっとうひん〟だってことも分かってるんだからっ」


「こ、骨こつ董とう品ひん」


「そ～だよ。だって神しん霊れいって何百年も生きないとなれないんでしょ？　だったらそういうことじゃない！　そんなのといっしょになったら、ヒロがかわいそうだもん！」


「……」


　さくらの肩が、小刻みにぷるぷると震えていた。貧乏ゆすり……なわけはない。


「……ふ、ふふふ。よく言うた、小こ娘むすめ。遺い書しよは書いたな？」


　人間だれしも心の中に触れられたくない部分というものは存在する。そしてそれは神様であってもあまり変わらないものであるらしく、どうも美亜の一言はさくらのそういったところにダイレクトに触れてしまったようだった。


「ネコめ……ギタギタにしてそのまま三しや味み線せんにしてくれるわ」


　さくらの周囲にぱちりと蒼あお白い火花が舞った。


「な、何よっ。ホントのこと言われたからってすぐ怒るなんて、いい歳としして年とし甲が斐いがないんだもん！」


　よせばいいのに美亜も美亜でまだ挑発を続ける。


「……もう、言葉はいらぬな」


「ふぎゃあ……」


　さくらの周りを舞う火花の数がさらに増し、美亜も威い嚇かくの声を上げながらすっかり臨戦態勢に入っている。


　妖よう怪かいVS神様。


　完全に一いつ触しよく即そく発はつの空気である。このまま放っておいたらとんでもないことになりそうな予感がした。例えば器物損そん壊かいとか器物損壊とか器物損壊とか。


　それは困る。ものすごく困る。


　ただでさえ手痛い出費（一万円）があったばかりだっていうのに、ここで修しゆう繕ぜん費なんかを支払うハメになってしまったら、今月の弘ひろ司しの生活は相当に悲ひ惨さんなものになることは請け合いである。


（何か、何か二人を止める手段は……）


　必死に考える弘司の頭に浮かんだのは、妖怪霊れい鳥ちよう神様の最後の一人だった。


（そ、そうだ、千ち鶴づるさんなら……）


　少なくともこの三人の中では一番常識がありそうな霊れい鳥ちようお姉さん。


　もしかしたら彼女なら何とかこの泥沼の事態を良い方向に持っていってくれるのではないか。鶴つるは昔から、融和と親しん睦ぼくの象徴としても扱われているわけだし。うん、そうだ。そうに違いない。というかそうであってください──


「弘ひろ司しさま～」


　とか考えていると、向こうから声をかけられた。


　ああ、これはもしかして願いが天に通じたのかと感激しつつ声のした方を見てみると……いつの間にかダイニングに移動していた霊鳥お姉さん（ついさっきまで隣にいたはずなのに）は、テーブルの上で何やらお店を広げていた。


「……え？」


　ロクでもない予感がした。


「お忙しそうなお二人は放っておいて～、私たちはこちらでご飯でも食べませんか～？　弘司さまもお腹なかが空すいた頃ですよね～」


　千鶴がのほほんと笑う。


　テーブルの上に並んでいるのは、いい具合に焼けた鮭さけの切り身とその他ほかいくつかの海の幸。ちなみに全すべて弘司の部屋には存在しなかった食材である。


「故郷から送られてきた北海鮭です～。とっても美お味いしそうなので、弘司さまにも食べていただきたいと思って、お部屋から持ってきたんですよ～。ちょうど私もお腹が空いていましたし～」


　──どうやら今の僅わずかな時間でわざわざ自室から取ってきたらしい。おっとりとした外見に似合わず手て際ぎわ良しである。それにしてもいつ取りに出たのか全然気付かなかった。……忍にん者じや？


「ささ、どうぞこちらへ～。冷めない内にいただいちゃいましょう～」


　ぱたぱたと手招きする霊鳥お姉さん。


　弘司は困惑した。


　この人……状況（美み亜あVSさくら）が見えてないんだろうか？　まあどんな時でも常にマイペースというのはある意味長所といえば長所ではある。けれどこの場においてそれは──


「ちょ、ちょっと～、何やってるのっ！」


　案の定じよう、美亜が反応した。


「何と言われましても～……弘司さまのためにお食事の準備を──」


「む～、それって要するに抜け駆がけでしょ！　そんなのずるいずるいずるいずるい！　だったらわたしもヒロといっしょするっ！　ヒロとチヅルを二人きりにできないもん！」


　弘司の首にがばっと抱だきつく。


「う、うわっ」


　一瞬バランスを崩くずすが何とか持ち直す。


「み、美み亜あ。危ないだろ……っ!?」


　……って、気付けば美亜の顔がものすごく間近に迫っていた。つぶらな瞳がまつ毛の見える距離まで近づき、さらさらの髪が微妙に頰ほおに触れたりして──ちょっとドキドキの弘ひろ司しである。


「こ、こら、ネコ！　どさくさに紛まぎれて何をやっておる！」


　と、今度はさくらが吼ほえた。


「何よ～、さくらには関係ないでしょ！」


「関係あるわ！　弘司は儂わしのモノだから気安く触れるなとさっきからあれほど言って……ええい、ともかくお前らと弘司をいっしょにはしておけん。儂も食事にする！」


「わたしのマネしないでよっ！」


「だれがネコの真ま似ねなどするか。たまたま儂の行動がお主ぬしのそれと重なっただけじゃ。それより、とっとと弘司から離れい！」


　さくらが美亜を強引に引き剝はがす。……それはそれで、弘司としてはちょっと残念だったり。


「む～」


「おのれ……」


　そして再び火花を散らし合う美亜とさくら。


　ああ、また不ふ毛もうないがみ合いの再燃か……と弘司は途方に暮れかけたのだが。


　そんな二人を見て、千ち鶴づるはおっとりとこう感想を述べたのだった。


「あらあら～、お二人もそんなにお腹なかが空すいていたのですか～？　すみません、気が付きませんで。それではお二人の分もお作りしますね～」


「……」


「……」


　シーン。


　沈黙と静寂。


　ぴよぴよと、デフォルメされた黄色いヒヨコたちが部屋の中（特に千鶴の頭の辺り）をのんびりと闊かつ歩ぽしているのが見える。


　そして……美亜がつぶやいた。


「……なんか、チヅル見てたらバカらしくなってきちゃった」


「……その点に関してのみは同感じゃ。──食事に、するか」


「……そだね」


　毒どつ気けを抜かれたかのようにダイニングへと移動する二人。


「??」


　一方、本当に何だか分からないという風に首を傾げる霊れい鳥ちようお姉さん。


　もしかしたら、この三人の中で一番計り知れないのは、ある意味千ち鶴づるなのかもしれない。弘ひろ司しは本気でそう思った。








　そして夕食が始まった。


　微妙に緊張感の漂ただよう（特に美み亜あ・さくら間で）食卓を、四人（正確には一いつ匹ぴきと一いち羽わと一ひと柱はしらと一人であるが）で囲む。


　横に長い長方形のテーブルの、長辺部分に弘司。その対面に千鶴。両脇を固めているのは美亜とさくらの二人である。弘司としては、紛争状態にある隣接二国の国境付近に住む一般市民の気分だった。


「ささ、いただきましょう～」


　左右からの無言の圧力で萎い縮しゆくする弘司を知ってか知らずか（たぶん、絶対に分かってない）、千鶴が真夏の草原に響くような、とっても明るい声で「いただきます」を言った。


　千鶴の作ってくれた料理は美お味いしかった、


　塩加減もダシの取り方も絶妙で、はっきりいってどこぞの料亭並みに美味しかったのだが……残念なことに、それをゆっくりと味わうだけの余よ裕ゆうは弘司には残されていなかった。


　なぜなら──


「ヒロ、ヒロ、これ美味しいよ♪　ヒロも食べてみて」


「ん？」


「ほらほら、あ～ん」


　美亜が身を寄せながら、箸はしでアジを差し出してくる。


「あ、あーん」


　反射的に口を開くと。


「む、ネコ、何をやっておる！　ほれ弘司、ネコの箸が触れたモノなどより、こっちの鮭さけを食べるがよい」


　ぐいと腕を引っ張られ、反対側からさくらの箸が突き出された。


「む～、さくら、何するのよっ」


「ネコの毒どく牙がからヒロを救っておるのじゃ」


「わたし、毒なんてないもん！」


「ふん、どうだか」


「む～」


「ふん……」


　睨にらみ合い。


　その傍かたわらで口を開けたまま、弘司がお預け状態で動けずにいると。


「あらあら～、お口を開けたまま何も食べられないのでは弘司さまがかわいそうです～。弘ひろ司しさま、よろしかったらこれをどうぞ～」


「だから、抜け駆がけダメ～!!」


「こら、ツルっ！」
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　──とまあそういうことである。


　さながら気分は道徳の教科書とかに出てくる母親を主張する二人の女性に腕を引っ張られる子供。料理を味わう余よ裕ゆうなどあるはずもない。


「はあ……」


　ともあれ。


　そんな感じで食事は進んでいった。


　それは世間一般でいえば、にぎやかというよりもむしろさわがしいという形容がぴったりとくるものであったが……不思議と弘司は、それがそんなにイヤではなかった。


　大勢で囲む食卓。


　家族がまだ日本にいた頃も、父親と姉は仕事が忙しくて、食事はほとんど弘司と絢あやの二人きりでするのが普通だった。もちろんそれに不満があったわけではなかったけれど（絢の料理は美お味いしかったし）、でもやっぱり大人数でわいわいがやがやと囲む食卓というものに、どこか憧れのようなものを持っていたのかもしれない。


　こういうのも悪くないかな……と弘ひろ司しは思った。


　ワケの分からない三人が突然引っ越してきて、あまつさえいがみ合いを始めた時は心の底からどうしようかと思ったけど、今では少しだけそのことを良かったと感じる自分がいる。もう少しだけこんな楽しい時間が続いてほしい。


　そんなことをそこはかとなく思っていると。


「じ～っ……」


　美み亜あが何やら弘司の方を見つめていることに気付いた。


「ん、何？」


「う～ん……。ね、ヒロ。初めて会った時から気になってたんだけどさ」


「うん」


「ソレって、わざと憑つけてるの？」


　弘司の肩の辺りを見ながら、うにゃっと首をひねる。


「ソレ？」


「ん～、かわいいからわたし的にはアリだと思うんだけど、ヒロにはいいことないんじゃないかな、その子が憑いてると」


「そうですね～。あまりお勧めはできません」


「お主ぬしが使役しとるのではなかったのか？」


　千ち鶴づるとさくらもそんなことを言う。


「……何か、いるの？」


　まるで弘司の肩のところに何かがいるような口ぶりである。


「まさか、見えとらんのか？　ほれ」


　さくらが弘司の肩にふっと息を吹きかける。すると何か小さなネズミみたいな生き物が、ぽとりと床に落ちた。


「……ハムスター？」


　それとも今流は行やりのクマネズミ？


「疫えき鼠そじゃな。疫やく病びよう神がみの一種で、宿主の運気を糧かてに生きておる下級妖よう怪かいじゃ。こやつに憑かれると、宿主には不幸が起こる。妖よう気きの大きさからして……そうじゃな、一月前くらいからお主に憑いていたのではないか？」


　ハムスターっぽいモノのシッポを摘つまみ上げて、さくらがそう説明する。


「一月前……」


　それは、弘司の身の回りに不運が起こり始めた時期と一致する。まさか……コレが原因？


「お主は今時の者にしては珍しく、人外のモノと波長を合わせ易やすい体質なのだろう。物の怪けの類たぐいに好かれ易い性質とでも言おうか。……こうして現に、ネコやツルどもを引き寄せておるし」


　複雑そうな顔で、さくらは美み亜あと千ち鶴づるを見た。


「け、けど、これまでそんなことなかったのに」


　今まで生きてきて、何かに取り憑つかれたとかそういったホラーな経験をしたことは、今回を除いて弘ひろ司しにはない。


「さあのう。儂わしにもそこまでは分からん。近くに、強い破は魔まの力を持つ者でもおったのではないか？　──そんなことより」


　さくらが、指の先で暴れている小動物を見た。


「こやつをどうする？　地に還かえしてしまうか？」


「地に還すって、もしかして」


「……簡単に言えば、殺すということじゃな」


「殺す!?」


「そうじゃ」さくらがうなずく。「それが古いにしえからの儂の役目でもあるわけだしな」


「ちゅ～！　ちゅ～！」


　さくらの言葉に、止めてくださいと言わんばかりに、ハムスターっぽいモノがぱたぱたと身をよじった。そんな姿を見ると、いかにここ最近の不運の原因となったモノとはいえ、かわいそうになってきてしまう。


「……そこまですることないんじゃないかな」


　なので弘司はそう言った。


「それで良いのか？」


　さくらの瞳の中の光が、一瞬氷のように冷たくなる。


「こやつを生かしておけば、お主ぬしはまた狙ねらわれるかもしれんぞ。一度取り憑いた相手とは縁ができるため波長が合いやすい。妖よう怪かいには懲こりるという言葉を知らんバカ共が多いからの。これ幸いと再憑ひよう依いしてくるやもしれん」


　隣で、「む～、わたしはバカじゃないもん！」と不満の声を上げる美亜を盛大に無視して、さくらは続けた。


「それを踏まえた上でもう一度訊きくぞ？　──こやつをどうする？」


「ちゅう……」


　ハムスターっぽいモノがすがるような視線を弘司に送ってくる。


「……助ける」


　少し考えて弘司は答えた。「だって、かわいそうだ。──こいつだって、生きてるんだし」


　生きている物を殺すのは後あと味あじが悪い。それがたとえ自分に不運をもたらした妖怪でも。


「……本当に、良いのか？」


「いいよ。また狙ってきたらその時はその時だ。それにこいつ、そんな悪いヤツにも見えないし」


「ふむ……」さくらが口元に手を当て、ゆっくりとうなずく。「まあお主ぬしがそう言うならよかろう。どの道、儂わしがいる限りもうこやつは弘ひろ司しには手を出せんのだしな」


「うんっ、ヒロにはわたしが指一本触れさせないもん」


「はい～。弘司さまに害をなすなら、皮を剝はいで串くし焼きにして露店で売っちゃいますよ～」


　美み亜あと、さらりと怖いことを口にする千ち鶴づる。


「ということで、貴様は無罪放免じゃ。どこへなりとも行くがいい」


　さくらがシッポを放す。ころん、とハムスターっぽいモノが床に転がった。


「ちゅ、ちゅう～……」


　ハムスターっぽいモノは起き上がると、ぺこりと弘司に向かって器用に一礼して、そのままぽてぽてと天井へと走り去っていった。
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　こうして思わぬカタチで弘司の不運は解決されることとなり、これにて全すべては一件落着かとも思われたのだが……どうやら、世の中はそんなに甘あまいものではなかったらしい。


　最大の波乱は……むしろこれからだったのだ。


　それは、ハムスターが天井に消えた直後のさくらの一言から始まった。


「さて、弘司に憑ついていた下等妖よう怪かいも退治できたことであるし……ついでじゃ、主らも去れ」


　しっしっ、と犬を追い払うように（実際はネコと鶴つるだが）、箸はしを持った手を振るさくら。


「む～、何よそれ～。どうゆうこと？」


　その言葉に、当然のごとく美亜はむっとした表情を見せた。


「弘司の周りに主らのような憑つきモノはいらん。神である儂わしだけがおればよい。……要するに、儂らの〝らぶらぶたいむ〟に主らは邪じや魔まなのでさっさと消えろと言うておる」


「む～」美亜が顔をしかめた。「さくら、何言ってるの？　ヒロのお嫁よめさんはわたしだもん！　消えるのはさくらの方だよっ！」


　さらに千ち鶴づるも反論する。


「それは困ります～。弘司さまには私が一生連れ添うのですよ～。そして連れ添うということは、常に一番お傍そばにお仕つかえして、いついかなる時もお助けするのです～。ゆえにさくらさんを残して弘司さまのお傍を離れるわけにはいきません～」


　だがさくらも負けていない。


「ふん、ネコとツル風情ふぜいが生意気な口を！　弘司は儂のモノだと言っておるだろうが！」


　手を振りかざし、二人を牽けん制せいする。


「む～！」


「……ふんっ！」


「あらあら～……」


　美み亜あとさくらがばちばちと火花（それもラフレシア級）を散らし、それを千ち鶴づるが困ったような顔で見つめる。


　夕食により一時先送りにされていた根本的な問題……すなわち三人の目的の抵てい触しよくからくるいがみ合いが、ここにきて再びピナトゥボ火山のごとく火を噴ふいていた。


　第二次妖よう怪かい霊れい鳥ちよう神様大戦の勃ぼつ発ぱつである。


（またか……）


　発生し始めた剣けん呑のんな空気に弘ひろ司しは頭を抱かかえた。


　これをそのまま放置しておくと、とんでもなくカタストロフィかつデストロイな事態（備品損そん壊かいとか家具破壊とか家屋倒とう壊かいとか）が生ずる可能性がとてつもなく高い。それは……シャレにならなすぎる。


「あの……キミたち？」


　ゆえに弘司は止めに入ろうとしたのだが、


「ヒロは黙っててっ！」


「お主ぬしは引っ込んでおれ！」


「これは私たちの問題です～」


「……はい」


　一いつ蹴しゆうされた。


　速攻だった。


　いや僕は思いっきり当事者のような気がするんですけど……


　しかしそんなことを言えるような雰囲気では全くもってないので、弘司はキングコブラにガンを飛ばされたアマガエルのごとくすごすごと引き下がるしかなかった。


　とりあえずここは状況を見守ることにする。というか無力なアマガエルである弘司には、それしかできることはない。


　部屋や備品が破壊されそうになったら即座に飛び出せるように、三人のすぐ傍そばに弘司は腰を下ろした。


「とにかく弘司は儂の婿むこじゃ！　主らは儂よりも遥はるかに格下なのじゃぞ、控えよ！」


「やだやだやだやだ～！　わたしはヒロといっしょにいる～！　それにヒロと一番初めに会ったのはわたしだもん！　だからわたしがヒロのお嫁さんになるのっ！」


「弘司さまには私が一番お世話になりました～。ゆえに、私が一生をかけて恩返しすることが最も道理に適かなっていると思うのですが～」


　三者の主張はアミダクジの縦たて線のようにどこまでも平行線を辿たどる。


　対たい峙じしたまま大きな動きを見せない三人。


　互いにそれ以上は攻めもしないが退しりぞきもしない。


　弘ひろ司しを中心に、実に緊張感あふれるトライアングルが形成されていた。ある意味で地獄のトライアングル。


「──しかし実際のところ、これではラチがあきませんね～」


　均きん衡こうを破ったのは千ち鶴づるだった。


「う～ん、そうですね～、それではこういうのはどうでしょうか？」


　首を傾けながら提案する。


「お二人のおっしゃることも分かるのですけど～、やっぱりこういったことには弘司さまの意思も重要ですし、霊れい格かくや出会った順番だけで決めるというのもヘンだと思います～」


「む～」「ぬう……」


　もっともな意見である。美み亜あとさくらも黙り込んだ。


「なので～、ここは最初に既成事実を作った人が弘司さまを手に入れられるというのはどうでしょうか？」


「ん～……きせ～じじつ？」


「む、むう……」


「まあ簡単に言ってしまえば～、初めに弘司さまのハートと肉体カラダをカマキリのごとくがっちりとキャッチした人に、弘司さまの永久占有権及び所有権が与えられるということですね～」


　のんびりとした口調で、千鶴はとんでもないことを言っていた。


　占有権とか所有権とかカマキリとかカラダとか、当の弘司を置いてきぼりにしたまま話がどんどんおかしな方向に転がっていっている。何だかすっかり弘司がモノ扱いのような。……いや好意を持ってくれるのは嬉うれしいけど、正直この扱いはどうかと思います。


　しかしそんな弘司の内心をヨソに、話はなおも進んでいく。


「ん～、そうゆうことか。うん、それならいいよっ。ちょっと恥ずかしいけど……わたし、ヒロにだったら──」


　弘司の方をちらりと見て、ぽっとトマトみたいに頰ほおを赤らめる美亜。……何を想像しているんでしょうか。その微妙に恥じらいを含んだプリティーな表情に、思わず心臓が活いきのいいトノサマバッタのようにどくりと跳はね上がる。


「もちろん、私も全すべてを捧ささげさせてもらいます～。鶴女として持てる能力の全すべてを駆く使しして、弘司さまのために尽くしますよ～」


　千鶴はちょっと得意げに胸を反そらしつつ、弘司に向かって微笑ほほえんだ。その拍子に二つの豊かな膨ふくらみが堂々と自己主張をして……それに思わず目が行ってしまうのは健全な十六歳さい男子としては自然なことだと思います。……自然なんです。


「い、いかん！」


　意外にも、千鶴の提案に難色を示したのはさくらだった。


「そ、その、あれだ。そういったことはちゃんと手順を踏んでだな。いきなり、そ、その、ソレはまずかろう。儂わしにだって、こ、心の準備というものが、ごにょごにょ──だ、だが、弘ひろ司しが相手なら良いと思っているぞ」


　もじもじと、指を絡からませなが耳まで真まっ赤かにする。うーん、とてもさっきまで〝らぶらぶたいむ〟だとか真顔で言っていた人の反応とは思えないな。……でもそういう意外性も、個人的にはかわいいと思ったり思わなかったり。


　さっきのいがみ合いから一転、弘司を見つめて三者三様にはにかんでいる三人。……今度は、はにかみトライアングル？


「それでは決まりですね～」


　千ち鶴づるが笑顔でぽん、と手を打つ。


「では以上のように、最初に既成事実を作った人が弘司さまを手に入れられるということに決定しました。みなさんの合意のもと、円満に解決して何よりです～」


　そしてのんびりとそう宣言した。


「……」


　……いや、僕の意思は？


　そこの〝みなさん〟の中には、弘司は入っていないような気がするんだが。というか確実に入っていないだろう。だけど、何だかもう完全に納得しきっている三人の顔を見ると、今さらそんなことは言い出せない雰囲気だったりする。民主主義とは、一歩間違えれば単なる数の暴力なのだ。


「はあ……」


　弘司は深々とため息を吐ついた。


　まあでもしかし。


　何にせよ、とりあえずこれでようやく長かった妖よう怪かい霊れい鳥ちよう神様戦争も一段落するだろう。美み亜あたち三人の間ではいちおう話し合いが済んだようだし、弘司さえ現状（所有権、既成事実うんぬん）を受け入れれば、少なくとも今日のところはもうこれ以上のトラブルは起きないはずだ、うん。そう思ったのだが。


　しかしその期待は、あっという間に（それこそ瞬時に）叩たたき潰つぶされることになった。


　──どうもつくづく、弘司は先に対する見込みが甘あまいらしい。


「それでは弘司さま～、さっそく私との夜よ伽とぎの準備をいたしましょう～」


　霊鳥お姉さんがそんなことを言い出しました。


「よ、よとぎっ!?」


「はい～。夜ももう遅いですし～、弘司さまももうお疲れになったことだと思います～。ですので、私といっしょに一夜を明かしましょう～」


「つ、ツルっ！　いきなり何を言い出しおる！　そ、そそそそんな、よ、夜伽などと！」


「そうだよっ！　ヨトギだかオトギだか知らないけど、ヒロはわたしといっしょに添い寝するんだもん！」


　興奮するさくらとおそらくあんまり意味を分かっていない美み亜あ。


「あらあら～……しかしさくらさんや美亜さんでは不適格では～。ええと～、こういうことにおいて男の方は成熟した大人おとなの肉体を好むと本に書いてありました～。それからするとお二人は～……」


　美亜とさくらをちらりと見て、おっとりと千ち鶴づるが首をひねる。


「わ、儂わしが未成熟だとでも言うのか！」


「う～、わたし、もう子供じゃないもん！　ほらっほらっ、ヒロもそう思うよね？」


「う、うわっ！」


　弘司の腕を取り自分の胸に押し当てる。い、いきなり何を!?　や、やわらかい!?


「ね、ね、子供じゃないでしょ？」


「な、何をしておる！　この阿あ呆ほネコが！」


　なおも強く弘ひろ司しの腕を引っ張ろうとする美亜の手を、さくらがぴしりと叩き落した。


「いたっ、何するのっ！」


「ネコごときの乳ちち臭くさい胸などを、いつまでも弘司に触さわらせておくわけにはいかん！」


「む～、何よ～。自分がないからってひがまないでよっ！」


「なっ……き、貴様、よほど死にたいらしいな」


　そしてまた睨にらみ合う美亜とさくら。


「あらあら～、これでは騒がしくて弘司さまも落ち着いて眠ねむれませんね～。なのでお二人は放っておいて、私の部屋に行きましょう～」


　その横でのんびりとそんなことを言う千鶴。


　……まあ結局、根本的な問題は何にも解決なんてしていなかったということである。それどころかより混迷の度合いを深めているように感じられるのは……気のせいだって思いたい。


　──もうなるようになれ、だ。


　嬉うれしいんだか嬉しくないんだがよく分からない複雑な心境で、弘司は心の中でそうつぶやいていた。流されること大海に浮かぶ木の葉のごとし。うう、何だか諦あきらめばかりがよくなっている気がする。


　そんな弘司をバカにするかのように、どこからか、あおーんと犬の遠吠えが聞こえてきたのだった。


　夜はまだ長い。
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　マブタを通して光が射し込んできた。


　ぼんやりとした意識の中、チュンチュンとスズメの鳴く声が遠くに聞こえる。


　何だか今朝はやけに眠ねむい。まとわりつくような妙な疲労が全身を包んでいる。身体からだが重いというか、起きる気力が全くといっていいほど湧わいてこない。


「うーん……」


　弘ひろ司しが身じろぎすると、ベッドのスプリングがぎしりと音を立てた。


　そういえば、昨夜は何かヘンな夢を見ていたような気がする。


　ハチミツのように甘あまく、ひっくり返したオモチャ箱のように騒がしくも楽しい夢。


　あんなに楽しい夢を見たのはずいぶん久しぶりだった。前に見たのがいつだったかよく思い出せないくらいに。けれど楽しかった分だけ、それが夢であったことが少しだけ寂しい。できることならば、もっとあの雰囲気に触れていたかった気がする。


「……起きよう」


　まあ朝からそんなネガティブなことばかり考えているのもいい若者としてどうかと思う。今日もこれから学園もあることだし……と気分を切り替えて、弘司がのっそりとベッドから身体を起こしかけたその時。


　むにゅっ。


　何か柔やわらかいモノが左腕に当たる感触がした。まるで抱だきマクラみたいにふんわりとした感触。おまけにいい匂においがする。気持ちよかったのでそのまま抱きしめてみると、その何かは「うにゃっ」と妙な声を上げた。


「……？」


　何だろこれ……と寝ぼけまなこでそっちを見た弘司の目に映ったモノは──


「んにゅ……ヒロ。おはよ」


　ネコマタ娘むすめだった。


　触さわり心地の良さそうなミミとシッポをぴこぴこと動かしながら、眠そうな顔で挨あい拶さつをする。


「──!?」


　一気に目が覚めました。


　それまで半覚かく醒せいにすぎなかった弘司の脳ミソが、全自動食器洗い機のごとくフルスピードで回転を始める。


　とするとこの左手の先にあるふにふにと柔やわらかいものは……


「ヒ、ヒロ……そんなところ触っちゃダメ。や……」


「わ、わあっ！　ご、ごめん！」


　悩ましげなネコマタ娘むすめの声に、慌あわてて反対側に身体からだを引くと、


　もにょっ。


　今度は右腕に、さらに弾力があるモノが触れた。


「!?!?」


「ん～……もう朝なんですか～。まだ眠ねむいです～」


　霊れい鳥ちようお姉さんだった。


　肌着一枚（それも帯が取れて胸元が大きくはだけている）という青少年にはあまりに刺激的すぎる格好で、ぼけぼけとした視線を宙に漂ただよわせている。


「す、すすすいませんっ」


　慌あわてて離れようとするが、しかし反対方向……すなわち左手方向にはすでにネコマタ娘がいる。よく見るとこっちもこっちで、大きめのＴシャツ一枚をパジャマ代わりに着ているのみという、思わず心臓がリンボーダンスでも始めてしまいそうなきわどい姿だったりする。


「○△％★♯!?」


　弘ひろ司しは焦あせった。


　浮気現場をパトロンに発見されたヒモ男のように、超焦りまくった。


　左も右もダメ。


　こうなったらもう残るは上しかない。


　そんな意味不明かつ錯さく乱らんした判断を下した弘司はベッドの上に起き上がろうとして。


　ぷにゃっ。


　毛布の下、腰の辺りに、何か柔やわらかい感触を感じた。


「!?!?!?」


「むう……五う月る蠅さいぞ。落ち着いて眠っていられんではないか……」


　毛布をめくってみると、そこには髪をほどいた神様幼女が、コアラのように弘司の身体にしがみついていた。桜色のかわいらしいパジャマ姿で、眠そうに目を擦こすっている。


「な、ななな……」


　なに、この状況？　さっぱり分からない。「え、えーと……」大いに混乱しつつも必死に考えること二十秒。


「そ、そういえば……」


　そこらへんでようやく昨日の記憶がよみがえってきた。


　美み亜あ、千ち鶴づる、さくら。


　それぞれが〝お嫁よめさん〟、〝恩返し〟、〝婿むこ〟という、ある意味で時代錯さく誤ごな目的の下に夕ゆう凪なぎ荘そうへと引っ越してきた、ネコマタ娘、霊鳥お姉さん、神様幼女である。すでに三人は三人とも（良くも悪くも）顔見知りであり、昨晩は弘司といっしょに夕飯を食べたりもした。ゆえにこの三人がひとところにいても、まあ不思議ではなかったりもする。


　なので、そこまではいい。


　問題は……どうしてその三人がここ（弘ひろ司しの部屋。しかもよりにもよってベッドの中）にいるのだろうか、の一点に尽きる。昨夜、何だかんだの押し問答の末、確かに三人とも自分たちの部屋へと帰っていったはずなのに……


「……どうやって、部屋に入ってきたんだ？」


　当然のことながら、玄関には侵入者を防ぐ鍵というものが存在している。


「……まさか」


　なんかヤな予感がして、ダッシュで玄関まで走ってみると案の定。


　──玄関の鍵が、壊こわされていた。


　というかドア自体が半分くらい、この世からきれいさっぱり消滅していた。ぽっかりと空あいた穴から外の通路がよく見える。備品損そん壊かい、敷金充当という不吉な言葉が弘司の頭をよぎった。


「むぅ……弘司よ、どうかしたか？」


「いや、ドアが……」


　ふらふらと眠ねむそうな顔でやって来たさくら（容疑者[image: ]）に、ドアの惨さん状じようを指差す。


「ふむ、儂わしがやって来た時にはすでにもうこの状態じゃったぞ」


　さくらはそう証言した。


「さくらじゃないってことは……」


　ちらりと横を見る。


「ん？　わたしも違うよ。わたしはドアが開かなくて、開いてた窓から入ったから」


　美み亜あ（容疑者[image: ]）が、オレンジジュース──弘司の冷蔵庫から勝手に取り出した──を飲みながらふるふると首を振った。……いやこっちもこっちで十分に問題発言だったりするんだけれど、今はとりあえず置いておこう。


「ということは……」


　消去法でいくと、もう犯人は一人しかいないってことになる。


「あれ～、みなさんどうかされましたか～？」


　遅れてやって来た千ち鶴づる（容疑者[image: ]）にみんなの視線が集中する。ドアのことを尋ねると、彼女はあっさりとこう認めた。


「あ、はい～。眠っている弘司さまのご様子をうかがいにお部屋の前に行ったところ、中から強い妖よう気きを感じました～。もしや凶きよう悪あくな妖よう怪かいでも進入したのではと思いまして、緊急措置ということで霊れい力りよくを用いて通らせていただきましたが～」


　犯人発見だった。しかも自覚なし。


「ちなみに妖気の正体は美亜さんでした～。弘司さまに大事がなくて安心しましたです～」


　千鶴がそう付け加える。いやそれは分かっています。


「はあ……」ひどく疲れた気分になって、弘ひろ司しはため息を吐ついた。「心配してくれるのは嬉うれしいんですが、もうちょっと穏おん当とうな手段を採ってください……」


「はあ、穏当ですか～？」


「ええ」


「分かりました～。次からは扉ではなく、壁を通ることにしますね～」


「……」


　分かっていない。絶対にこれっぽっちも分かっていない。


　弘司がうなだれていると、横では何やら剣けん呑のんな雰囲気が漂ただよい始めていた。


「──それにしてもネコ。貴様、抜け駆がけをしようとしたな」


「え～、違うよ～。わたしはただ一人じゃ寂しかったからヒロといっしょに寝ようと思っただけだもん」


「それを抜け駆けというのじゃ！」


「む～」美み亜あが唇くちびるをとがらせた。「何よ、それを言ったらさくらだって結局ヒロのところに来てるんだから、同じじゃない！」


「それは違うな。儂わしは妻として常に婿むこである弘司の傍そばにいる義務が──」


「だったらわたしだって、お嫁よめさんだもん！　いつもヒロといっしょにいるのが当たり前なんだもんっ！」


「く、ネコがいっぱしの口を……」


「何よっ！」


　にらみ合いを始めた美亜とさくら。こちらも昨日と同じような展開である。ほんとにこの二人、とことん相あい性しようが悪いらしい。


　そんなちょっとした一いつ触しよく即そく発はつの空気の中、ノンキな笑顔の霊れい鳥ちようお姉さんがまたとてつもなくとんでもないことを口にした。


「それにしても弘司さま～、昨晩は激しかったですね～」


「ぶびっ!?」


　思わず飲んでいた麦茶を口から吹き出しそうになりました。


「な、な……」


「そんなに恥ずかしがらなくても～。だれでも最初は恥ずかしいものです～。おかげで私、昨晩は全然寝かせてもらえなくて～。──でも弘司さま、かわいかったですよ～、うふふ」


　頰ほおに手を当てて、にこやかに笑う千ち鶴づる。


「まさかツル……貴様、すでに既成事実を──」


「!?」


　さくらのその一言で、部屋の空気が変わった。


「ヒロ……それホント!?」


「お、おのれ、ツルの分際で神たる儂わしを出し抜きおって……」


　それだけで子供を泣かせそうなものすごい視線を美み亜あとさくらの両名から浴びせられる。コンクリートプレッサーみたいな強烈な圧力を受けて、ああ、そういえばこの三人、『最初に〝既成事実〟を作った者が弘ひろ司しの永久所有権を手に入れられる』とかいう人権無視のトンデモ協定を、（弘司の意向を聞かずに）勝手に結んでいたんだっけ……と、今さらながらに思い出した。……思い出したところで、事態は少しも好転してくれなかったけれど。


「ヒ、ヒロのうわきものっ!!」


「お主ぬしもお主じゃ！　儂というものがありながらツルなどと……」


「え？　え？」


　責められる。責められまくる。


　いや別に弘司はまだ美み亜あやさくらと、その、そういう関係じゃないんだからそこまで責められるいわれもないんだが、なぜか反論が許されない妙な雰囲気がある。


「ヒロっ！」


「弘司！」


「う、うう……」


　な、何で僕がこんな目に……


　追い詰められた弘司は災わざわいの元げん凶きようである霊れい鳥ちようお姉さんに向かって叫んだ。


「ち、千ち鶴づるさん！」


「はい～？」


「それ、本当なんですか!?　僕が千鶴さんと、あの、そういう激しいコトを……」


　千鶴はあんなことを言っているが、昨晩にそんなことがあったとは思えない。思えないったら思えない。だって弘司は三人がベッドに入ってきたことが分からないくらいに熟睡していたんだし。


　すると千鶴はおっとり笑ってこう言ってのけたのだった。


「ええ、本当ですよ～。弘司さまの寝言と寝相、とっても激しかったんですから～」


「……へ？」


　今、何と？


「それが気になって、私、眠ねむれなかったのですよ～。弘司さまの寝顔はとってもかわいかったですけれど～」


「……」「……」「……」


　沈黙の妖よう精せいがぱたぱたと舞い降りて、フラダンスを踊っていた。弘司は当然として、美亜やさくらすらも鳩はとが機関銃の一いつ斉せい射撃を食らった時みたいな何ともいえない表情をしている。


「？　みなさん、そんな疲れた顔をなさって、どうかされたのですか～？」


　そんな中、一人おっとり笑顔の千鶴。こ、この人って……


「……頼むから、わざわざ誤解を招くような言い方はやめてください」


「誤解、ですか～？」


　さっぱり分かっていない顔である。それどころかこの霊れい鳥ちようお姉さん、さらにこんなとんでもない台詞せりふを口にした。


「でも～、私は弘ひろ司しさまがお求めになるのでしたらいつでもオッケーですよ～」


「え？」


「何なら今からでも～」


　肌はだ着ぎ一枚のしどけない姿のまま近づいてくる千ち鶴づる。
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「む～、そんなのわたしだって同じだもん！」


「わ、わわ儂わしもそうじゃぞ。は、恥ずかしいが弘司が望むというのなら……」


　それに反応して、負けじと美み亜あとさくらまでもがにじり寄ってくる。じりじり。


「ちょ、ちょっと待って……」


　あっという間に壁際に追い詰められる弘司。


　逃れるように三人から顔を背そむけたその時、壁にかかっている時計がちらりと目に入った。


「……え？」


　そこに表示されていた時間に、弘司は思わず自分の目を疑った。「は、八時……十分!?」


　まだ寝ぼけているのかと目をごしごしと擦こすってみるも、そこにある現実は変わらない。


「ん、どしたの、ヒロ？　なんか死んじゃったお魚さんみたいな顔してるよ」


「ま、まずい、遅刻する！」


　弘ひろ司しは真まっ青さおになった。


　学園の始業時刻は八時半。そしてここから学園まではどんなに急いでも十分弱はかかる。支し度たくやら何やらを計算に入れると、もうほとんどギリギリ崖がけっぷちの時間なのである。


「け、けど何でこんな時間まで……」


　目が覚めなかったのか。目覚まし時計はちゃんと昨夜のうちに七時半にセットしておいたはずである。なのにどうして──


　その謎なぞはすぐに明かされた。


「ん？　あのやかましい機械なら儂わしが静かにさせておいたぞ。お主ぬしも疲れておるじゃろうに、無ぶ粋すいにもじりんじりんじりんじりん鳴り響いていたからの」


「!?」


「なに、感謝の言葉などいらん。妻として、これくらいは当然の義務じゃからな。ふっ」


　な、何てことを!?


　得意げにそう言う神様幼女に絶望的な思いに捕らわれたが、今はもうやってしまった行為についてとやかく言っている時間はない。


　弘司は急いで学園の準備を始めた。うう、もう朝ご飯を食べている時間はなさそうだ。


「ね、ね、ヒロ。そんなに慌あわててどしたの？　どっか行くの？」


　一分一秒が惜しいっていうのに、ネコマタ娘むすめが好奇心あふれる瞳でうにゃうにゃとくっ付いてきた。


「どこって、学園！」


　三秒でシャツを着てネクタイをしめ、カバンに教科書を詰め込む。


「がくえん？」美み亜あが斜め四十五度に首を捻ひねる。「それって、美お味いしいの？」


　食べ物じゃありません。


「学園は、簡単に言えばみんなで勉強をするとこ！」


「へ～、そうなんだ。ふ～ん、なんか面白そうだね～」


「ああ、うん、面白い面白い！」


　時間がなかったため、弘司はものすごく適当にそう答えた。


「そっか～、学園って面白いのか～」


　何やら考え込んでいる様子のネコマタ娘むすめ。それが少し気になったが何はともあれとりあえず静かになってくれたようなので、弘司としては深く考えず支し度たくを続行した。


「よし、終わり！」


　鏡の前で寝グセを五秒で直して、二秒で制服を着こんだ。これでようやく支度が完了である。再度時計を見ると八時十五分。うわ、もうほんとに時間がない。


「それじゃ行ってくるから！　美み亜あたちは自分の部屋に戻ってるんだぞ」


「あ、いってらっしゃい」


「いってらっしゃいませ～」


「気を付けるのじゃぞ」


　三人の声を背中に受けて、ほとんど転がるように弘ひろ司しは玄関（ドアが半分ない）を出た。
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　弘司の通う私立旭あさひヶが丘おか学園は、夕ゆう凪なぎ市の郊外に建つ小中高大一貫のエスカレーター校である。


　全校生徒の数は実に八千人ほど。教職員を含めるとさらにプラス五百人。学園としてはかなりの大おお所じよ帯たいである。


　ヘタすれば小さな町を形成できそうなその大人数を収容するキャンパスは、やはりちょっとした自然公園並みに広いことで有名だった。端はしから端まで、ざっと東京ドーム四個分。まともに歩いて横断（あるいは縦じゆう断だん）しようとすると軽く三十分以上はかかる。


　そして弘司の通う高等部は、そのムダにだだっ広いキャンパスの中でも、かなり奥まった場所にあった。ほとんど山の上と言ってもいい。別名、旭ヶ丘学園の知しれ床とこ半島である。


　で、その知床半島に向かって、現在弘司は走っていた。


　ただでさえ時間が押していた上に、アパートを出たところで弘司が出て来るのを見計らっていたかのような管理人さんに捕まってしまい「昨日の夜は弘司くんの部屋から女の子の声がいっぱい聞こえてきたわねー。楽しかった？　うふふ」などという疲れる会話にムリヤリ付き合わされてさらに時間を取られ、結果、駆かけ足というかほとんど全力疾走で登校することを余よ儀ぎなくされた。さらに四月にあるまじきほとんどケンカをふっかけているような太陽光線の効果もあいまって、ここに至るまでに弘司の体力はそのかなりの部分が削けずり取られていたのだった。さしずめ限りなく赤に近い黄色ゲージといったところである。


「つ、疲れた……」


　運動不足の身にはかなり堪こたえる重労働であった。


　しかしその甲か斐いあって何とか遅刻は避けられそうである。もうこれなら走らなくても平気だろう、と少しペースを落として歩いていると。


「よ、冴さえない顔してどうしたのよ？」


　ぽん、と後ろから肩を叩たたかれた。


　振り返るとそこには、いつものように生き生きとした目にイタズラっぽい光をちらつかせる幼おさな馴な染じみの姿。「おはよ、弘司」


「なんだ、奈な々なか……」


「あ、何よその言い方、失礼ねえ……」


　奈な々なが不満そうな顔をする。


「朝からかわいい奈々ちゃんに会えたんだから、もっと喜んでもバチは当たらないと思うわよ。というかむしろ泣いて喜びなさい」


「……」


　突っ込みどころが多すぎて、もはや何も言う気が起きなかった。


　黙っている弘ひろ司しに、奈々が訊きいてくる。


「で、その顔、なんかあったの？　また例の不運？」


「いやそれは解決したみたいなんだけど……」


「え、そうなの？」


「まあ、たぶん」


「へ～。感謝しなさいよね。きっとあたしのイワシ占うらないのおかげよ、それ」


　奈々が、摩ま周しゆう湖このさざ波のようにささやかな胸（Ｂ）を大きく反そらした。


「……」


　それは確かにその通りなのかもしれないけど、その分不幸もたくさんあったような。そもそもあの三人、そんな単純に奈々の占いに出てきた通りの幸運へのカギといえるかは、かなり微妙なところである。


「でもそれなら何でそんな顔してるのよ？　不運がなくなったならもっと明るい顔してもいいはずでしょ。……あ、もしかして、また舞まい崎ざき先せん輩ぱい（♂）に誘われたとか？」


「……シャレにならないこと言わないでくれ」


　あはは、と奈々が明るく笑う。


「いいじゃん、別に。あんたもそろそろ覚かく悟ごを決めちゃったら？　あの人、顔はかわいいんだし、そっちの道も案外悪くないかもよ？」


「ん、他人事ひとごとだと思って……」


「だって他人事だし」


　ミもフタもない言い草である。弘司が憮ぶ然ぜんとした顔をしていると。


「なーんてウソウソ、冗じよう談だんだって。で、ホントにどしたの？　すごく疲れた顔してるけど」


「ああ、それは朝から美み亜あたちが……」


「みあ？」


「!?　あ、いや」


　言いかけて、危うく言葉を止めることに成功した。


　深く考えるまでもなく、この歩く広告塔兼トラブルメーカーに美亜たちのことがバレるのは、非常に都合がよろしくない。ネコマタ、霊れい鳥ちよう、神様がどうのこうのという以前に、同じアパートに美少女、美女、美幼女の三人が住んでいることを知られようものなら、それは尾ひれどころか背びれや胸びれ、果てはツノまでついたカタチで、光よりも速く学園中に伝達されることだろう。それは避けたい事態である。絶対に避けたい事態である。


「そうじゃなくて……その、あれだ、出掛けにネコがみゃ～みゃ～ワガママを言って大変だったんだよ」


「ネコ？　あんたネコなんて飼かってたっけ？」


「う……」失言でした。


「い、いや、ウチで飼ってるんじゃなくて……近所のネコ。そう、近所に住んでるネコなんだ」


　慌あわてて付け加える。いちおう……ウソではない。


「ふうん……」


　奈な々なは状況証拠の固まった容疑者に対する検察官みたいな疑わしげな目で弘ひろ司しを見たが、幸いなことにそれ以上は追及してこなかった。


「ま、いいや。よく分かんないけど今はそういうことにしといてあげる」


「……なんだか、すごく引っかかる言い方に聞こえるんだけど」


「それはあんたの心に何かやましいことがあるからじゃないの？」


　それはまさにその通りだったので、弘司は言葉に詰まった。


「あはは、図ず星ぼし突かれると黙り込むクセ、相変わらずね。ほんと、ウソの吐つけないやつー」


「ほっといてくれよ……」


　なんかもう、自分はこの幼おさな馴な染じみに絶対に勝てないみたいだってことを、弘司は身に染しみて感じた。


「ま、それはそれとして、とりあえずさっさと学園に行きましょ。遅刻するとマウンテンゴリラが怒って暴れるわよ」


「……そだね」


　何ともいえない敗北感を嚙かみ締めて、弘司は幼馴染みの後を追った。








「ほらお前ら、席に着けー」


　野太い声が教室中に響き渡り、それまであちこちで談笑などをしていた生徒たちが席へと着く。全すべての生徒が着席したのを見計らって、二年三組担任の岩いわ村むら剛ごう三ぞう（科目：日本史。三十九歳さい独身。通称マウンテンゴリラ）は、山男みたいに濃こいヒゲに覆おおわれたその口を開いた。


「あー、これから朝のホームルームを始めるが……その前に、まずは皆にお知らせがある」


　こほんと咳せき払ばらいをする。


「今日から、このクラスに新しい仲間が加わることになった」


　おー！　と周囲から歓声が上がった。


「せんせー、それって転校生ってことですよね？」


「男？　女？」


「かわいい？」


「名前は何て言うんですかー？」


「こら、静かにしろ！」


　マウンテンゴリラが注意するが、クラスの中はもう蜂はちの巣（それもスズメバチ）をつついたような大騒ぎである。


「はい、せんせ、せんせ！　転校生は男子ですか女子ですか美男ですか美女ですかメガネはかけてますかかけてませんか髪は長いですか短いですか染めてますか染めてませんか──」


　そしてその中心にいるのは奈な々なだったりする。


　昔からそうだが、この幼おさな馴な染じみはこういうお祭り事が何よりも大好きなのである。まるで水を得た河童かつぱのように、目を輝かせてぴちぴちと元気に跳はね回っていた。


「趣味はなんですか好きな食べ物は得意な教科は苦手な教科は好みの異性のタイプはどんなのですか──」


「だからお前ら……ええい、特に白しら瀬せ、少し静かにせい！　やかましい！」


　だがマウンテンゴリラの一いつ喝かつにも関わらず、教室内の騒がしさは増すばかりである。わいわいがやがやきゃあきゃあ。


　さながら動物園のように、すっかり喧けん騒そうの渦うずに飲み込まれた教室。


　とってもノリのいいクラスなのである。


　それらをぼんやりと眺めながら、弘ひろ司しは「へーこんな時期に転校生なんて珍しいなあ」と実にひねりのないことをノンキに考えていた。


「……それでは、入りなさい」


　マウンテンゴリラの声とともに、がらりと開かれる扉。


　一瞬だけ教室がシンと静かになり、続いて「おー！」という歓声が（主に男子から）上がる。どれどれ、転校生はどんな顔なんだろ──


「……」


　だが扉の向こうから現れた人物に、弘司の思考は停止した。


　できるものなら、このまま何も見なかったことにして、一人ひっそりと教室を出て早退したい気分になった。


　だって。


「さ、自己紹介して」


「鈴すず鳴なり美み亜あです。よろしくお願いしますっ」


　マウンテンゴリラに促うながされ、うにゃっとかわいらしく頭を下げるネコマタ娘むすめがそこにいた。


「あー、そういうことだから、みんな仲良くするように」


『はーい!!』


　クラス中（特に男子）が繁はん殖しよく期のサル山のような嬌きよう声せいに包まれる中、弘ひろ司しだけは決闘に負けて妻も子供も奪われた挙句に群れを追われたボスザルのごとく呆ぼう然ぜんとしていた。


　──な、何で、美み亜あがここに……？


　ようやく少しばかり動き始めた頭で考える。


　確か弘司の記憶が間違っていなければ美亜は自分の部屋で留守番をしているはずだし、そもそも学園の場所を教えた覚えもない。どこから学園指定の制服を入手してきたのかも謎なぞだし、ちゃんとした転入手続きを踏んでいるのかどうかも相当に怪しいところである（だいたいネコマタに戸こ籍せきはあるのか？）。


　ワケの分からないことばかりで、弘司はすっかり混乱していた。


「さて、鈴すず鳴なりの席だが……」


「せんせー、あたしの後ろが空あいてますよ」


　奈な々なが笑顔で手を上げる。「日当たりもいいし、ここがいいんじゃないですかー？」


「……ふむ」マウンテンゴリラがうなずく。「そうだな。だったら鈴鳴は白しら瀬せの後ろに──」


「わたし、席はヒロの隣がいい！」


　マウンテンゴリラの言葉を遮さえぎり、美亜がいきなりそんなことをのたまった。


「えっとヒロは……あ、いたっ！　わ～い！」


　そしてたたたっと弘司のところに駆かけよってくると、いきなり腕に抱だきつくという暴挙に出た。「ここここ、わたし、ここがいい！」


　短いスカートの裾すそも気にせずにぴょんぴょんと跳はねる美亜。


「!?」


　その問題発言＆行動にクラスはざわめき立ち、数人の男子生徒から、何だこいつ美亜ちゃんとどういう関係だこらぁ!?　という殺意のこもった視線が弘司に向けられた。奈々も手を上げた状態のまま、信じられないものを見るような目をしている。「な、何なの？」


「ん、何だ水みな上かみ、鈴鳴と知り合いなのか？」


「え、ええ、まあ」


　いじめられているところを助けたネコマタです、とはとても言えないので、曖あい昧まいに答えた。そんなことを言ったら黄色い救急車を呼ばれることはもう確実である。


「ふむ、なるほど……」


　マウンテンゴリラが再びうなずく。


「だったら水上の隣の方が何かと都合がいいかもしれんな。本人も望んどることだし……佐さ藤とう、悪いが席を少しずれてくれんか？」


「はーい。いいですよー」


　隣の席の佐藤さん（明めい朗ろう快活。ショートカット。陸上部）は快く了承した。即答だった。


「お幸せにねー」


　意味ありげな笑みを残して、佐さ藤とうさんは荷物をまとめて後ろの席へと移っていった。


「わ～い、ヒロの隣だっ。えへへ～」


　複雑な弘ひろ司しの気持ちとは裏うら腹はらに、無む邪じや気きに喜ぶ美み亜あ。


「それではホームルームを続けるぞー」


　というわけで、めでたくネコマタ娘むすめは弘司の隣の席へと納まることとなったのだった。








「あのさ、美亜ちゃん。水みな上かみとはどういう関係？」


　ホームルーム終了後、物見高いクラスメイトたちが、死肉に集まるハイエナのごとくわらわらと、さっそく美亜のもとへと群がってきた。


「いきなり『ヒロ』なんて呼ぶくらいだから、やっぱりそれなりの関係なのかな？」


「もしかして、付き合ってんの？」


「告白したのはどっちから？」


　質問のハリケーンである。


　美亜はしばしその勢いに目をぱちくりさせていたが、すぐに気を取り直して（順応性高し）、小こ首くびを傾げた。


「え、ヒロとわたしの関係？　え～とね──」


　ちらりと意味ありげに弘司の方を見る美亜。


　その少し恥らうような仕し草ぐさに、弘司は瞬間的に思った。なんかマズイ！


「ちょ、美亜、待って──」


　何とか止めようとするも、しかし時すでに遅し。


　集まってきたクラスメイトたちの質問に、美亜はにっこりと笑ってこう答えたのだった。


「わたしは、ヒロのお嫁よめさんだよっ！」


「!?」


　うおおおおおおっ！　クラス内が地鳴りのように大きくどよめく。


「聞いた聞いた？」


「うん、お嫁さんだって」


「なに、なに、もしかして婚約とかしちゃってるの？」


「挙式はいつなんだよ？　入にゆう籍せきはもうしたのか？」


「子供は何人の予定？」


　一瞬にして飛び交う流りゆう言げん飛ひ語ご。二年三組はちょっとした混乱状態に陥っていた。


「み、美亜っ!?」


　慌あわてて混乱の源となったネコマタ娘に詰め寄るが、美亜には全然悪びれた様子はない。というか実際、マズイことを言ったとは思っていないんだろう。不思議そうな顔で弘ひろ司しのことをぽかんと見つめている。うう、これじゃあ怒るに怒れない。


「ふうん……ネコってそういうことだったのね」


　その時、それまで（奇妙なほどに）静かだった奈な々なが唐とう突とつに口を開いた。


「ネコがワガママ言って大変だったねえ……。それってつまり〝僕の仔こ猫ねこちゃん〟ってこと？　へえ……。でもそれ、比ひ喩ゆ表現としてはあんまりウマくないんじゃないかしら」


「な、奈々……？」


　微妙に真実を突きつつも、何か根本的なところで致命的な誤解をしているご様子の幼おさな馴な染じみ。というか、なんか怒ってる……？


「これは、その、あの……」


「……さ、大人おとなしく吐はいちゃいなさいな」


　奈々が弘司の肩に手を置いた。「はい？」


「あたしには全部分かってるんだから。さあ、言いなさい。どんなウソや戯ざれ言ごとでこの子をたぶらかしたの？　それとも脅きよう迫はく？　見たところとっても純粋そうな子だから、弘司の適当な言葉にも騙だまされちゃったのね。かわいそうに……」


　犯罪者を見るような目でキッと弘司を睨にらみつけ、そして打って変わって優しく美み亜あに語りかける。


「だいじょうぶ？　何かヘンなこととかされてない？　あたしたちが付いてるから、もう安心よ。だからムリして弘司のお嫁よめさんだなんて言わなくてもいいの。ね？」


　何だか、話の流れが非常におかしな方向に変わっていっているような気がします。


「え～と……」


　奈々の問いに、美亜はハテナマークを頭の上に浮かべてこう答えた。


「なんか言ってることはよく分かんないけど……わたし、ヒロのこと好きだよ？」


　ぴきり。


　奈々の笑顔が石せつ膏こう像のように固まった。


「ヒロはとっても優しいし、わたしのこと助けてくれたし、ご飯だって食べさせてくれたんだもん。だからヒロのことは大好きっ！　それに──」


　そこで美亜がぽっと頰ほおを赤らめる。あ──なんか、ものすごく不ふ吉きつな予感。


　弘司は身を乗り出して止めようとするものの──


「わたしの身も心も、もう全部ヒロのものだもん。……だってヒロには、恥ずかしいところまで見られちゃったから」


「!?」


　──遅かった。


　クリティカルヒット、いや痛つう恨こんの一撃である。


　教室内の時が止まっていた。


　奈な々なは完全に言葉を失って、酸欠の金魚みたいに口をぱくぱくさせていた。


「み、身も心も……」


「恥ずかしいところって……」


「それって……やっぱ、そういうことだよな──？」


「くそう……お前だけは仲間だと思ってたのに」


　ごごごごごご。


　クラス内に、殺意の渦うずが怒ど濤とうのごとく巻き上がった。


「……水みな上かみ、少しいいかな」


「……え？」


　がしっ。


　普段は温厚なクラス委員の山やま岡おかが、血走った目でがっちりと弘ひろ司しの肩を摑つかむ。


　いつの間にか、弘司の周囲を殺気立ったクラスメイトたち（全すべて男子）が取り囲んでいた。


「これから俺おれたちといっしょにトイレまで行こうか？　何、まだ一時間目開始まで時間はあるし、それに……時間は取らせないよ」


　とっても殺意に溢あふれた声。


「大丈夫、痛いのは一瞬だけだって。……すぐに痛みなんか感じなくなるからな」


　山やま岡おかの腕にさらに力が込められる。い、痛い……


「無む垢くな美み亜あちゃんに外げ道どうなことをしている鬼き畜ちくな弘司くんをボコボコに……もとい、真ま人間に戻すために教育的指導をしてあげよう」


「ちょ、ちょっと待って……」


　キミたち目が怖すぎ。それはもう、殺人鬼とか通り魔とかの目です。


　そんなやり取りを傍そばから眺めていた美亜が、平和そうに一言。


「みんなでおトイレか～。ヒロ、人気者だねっ」


「それは絶対に違う！」


　というか見てないで助けて！


　血を吐はくような心の叫びも虚むなしく。


「ほら、歩け！」


　にこにこと笑う美亜に見送られて、そのまま弘司はトイレしよけいじようへと連行されたのだった。








　一時間目が終わって休み時間。


　隣では再び美亜がクラスメイトたちに十重二十重とえはたえに囲まれてにゃ～にゃ～言っている中、ぼろぼろになった弘司は海岸に打ち上げられたクラゲみたいに机に突っ伏していた。


　クラスメイトたちは、もう弘ひろ司しには見向きもしない。


　殺人鬼たちは弘司をボコボコにしたことでおおむね満足したらしく、今は弘司との関係などどうでもいいと言わんばかりに、美亜へのパーソナルな質問に終始していた。


「ねえねえ、美み亜あちゃん、趣味は何？」


「ん～、お散歩かな」


「特技とかあるの？」


「木登りは得意だよっ」


「部活、何入るか決めた？」


「ぶかつってな～に？」


　屈くつ託たくなく答える美亜。


　いちおう美亜が問題のありそうな返答（ネコマタ関連）をした場合はフォローしようと思って会話の内容に耳を傾けていると、ちらりとこんな言葉が耳に舞い込んできた。


「そういや転校生つながりなんだけど、知ってる？　隣の二組にも転校生が来たらしいぜ」


「えー、そうなの？　男の子、女の子？」


「女子だってさ。背が高くて黒髪で、めちゃくちゃ美人だって話。何ていうか……死語だけど、大和やまと撫子なでしこみたいだって友達が言ってた」


「大和撫子ねえ……」


「おまけに、ものすごくのんびりした雰囲気の人らしい」


「へー、美亜ちゃんとどっちがかわいいのかなあ？」


　わいわいと、そういったことを語るクラスメイトたち。──ふんふん、ナルホド。二組の転校生は背が高い黒髪の大和撫子風の美人で、のんびりとした雰囲気の女の子なのか……


「……」


　何だか、ひどーくヤな予感がするのは気のせいでしょうか？


　机に突っ伏した状態のまま、弘司がそこはかとない不安を覚えていると、がらりと教室のドアが開かれた。「弘司さま～～」


　聞き覚えのあるやたらと間延びした声。


「弘司さま～、どこですか～」


　……とりあえず、幻聴だということにして寝たフリをした。


「あ、いました～。弘司さま～」


　だけどさらに声は続く。「私ですよ～。お忘れですか～、あなたの千ち鶴づるです～」


　クラスメイトの視線が、一いつ斉せいに弘司に集まった。


「お、おいあれって……」


「ウワサの二組の転校生？」


「ほんと美人だな……」


「水みな上かみのこと知ってるみたいだけど……」


　ひそひそ。遠巻きにクラスメイトたちがそんなことをささやく。


「弘ひろ司しさま～。え～と、ひょっとして私の声が聞こえないのでしょうか～」


　ざわめきの中、主あるじの性格を反映したようなの～んびりとした足音が近づいてくる。とてとてとて。足音は弘司の傍そばで止まると、


「弘司さま～、何か不自由をしてらっしゃらないでしょうか～。ございましたら、いつでも私にお言いつけくださいませ～」


「……」


「あら～、もしかして眠ねむっていらっしゃるのですか～？　でしたら私が添い寝を……」


　そう言って、制服のスカーフにしゅるりと手をかけ──


「うわあっ！」


　教室でいきなり何を始める気ですか、この人は!?


「あ、お目覚めですか～。おはようございます」


　顔を上げると、やっぱりというか何というか、にこにこ顔の霊れい鳥ちようお姉さん（制服姿）がそこにいた。


「千ち鶴づるさん……何でここに？」


「何でと言われましても～……恩返しのためですが～」


　にっこりと笑う千鶴。いやだから訊ききたいのはそういうことじゃなくて……


「あのー、水上の知り合い、なんですか？」


　弘司が説明に困っていると、クラスメイトの一人が千鶴に話しかけた。


「はい～。弘司さまには大変お世話になりまして～、その恩返しのために一生をかけてお傍にお仕つかえさせていただいているのです～」


「恩返し……」


「一生かけて……」


「お傍で……」


　何だか話がまたややこしくなってきているような……。


「──つまりそれって」


　突然横から首を出してきた奈な々なが、何やら難しい顔で弘司を見る。


「弘司がこの人の何らかの弱みを握って、それをタテに一生かけてのご奉仕を強制させているってことでいいのかしら？」


「全然違う！」


　何で今の話からそういう結論が出てくるのか。弘司にはさっぱりである。


「違わないわよ。だっていくら恩返しだからって、こんなキレイな人が弘司の傍に一生仕えるなんて、間違ってもあり得ない話でしょ。そう、それこそ太陽が西から昇るくらいに」


「……」


　十年来の付き合いの幼おさな馴な染じみの、実に心温まる言葉だった。


「ま、でもコトの真しん偽ぎは本人に訊きくのが一番早いわね。千ち鶴づるさん……だっけ？　千鶴さんは弘ひろ司しとどういう関係なの？」


「関係、ですか～。それはですね～」


　ちらりと意味ありげに弘司の方を見る千鶴。


　その微妙に恥らうような表情から先に続く言葉を想像し、直感的に弘司は思った。マズイ！


「ちょ、千鶴さん、待って──」


　何とか止めようとするも、しかし時すでに遅し。


「弘司さまは、私のご主人様ですよ～」


　ぴしり。空気にヒビが入った。


「朝から晩まで、常にお傍そばで、弘司さまが求められたコトに全すべて応じるのが私の宿命です～。ええと～、こういうのを何と言いましたっけ～。……据すえ膳ぜん、だったでしょうか～？」


　おまけに日に本ほん語の使い方を激しく間違っています。


　しかしクラスメイトたちはそんなの知ったことじゃない。


「ご、ご主人様……」


「しかも朝から晩までって……」


「フトンの中までいっしょってこと？」


「据すえ膳ぜん……」


　ぎらり。


　突き刺さる周囲からの視線。


「変態ね……ええ、これはもう完全に変態だわ。このスケベヤロウ」


　なんか奈な々なまでものすごく冷たい目を向けてくる。逃げたい……と心から弘司は思った。


「……つーか、さっき美み亜あちゃん、こいつのお嫁よめさんだって言ってなかったか？」


「ああ、言ってた。……どういうことだ？」


「お嫁さんとご主人様……」


「まさかフタマタ──」


「このクズ野や郎ろうが……」


　……教室の雰囲気が、一気に地じ獄ごくみたいになりました……。


「……水みな上かみ、少しいいかな」


「え……？」


　がしっ。


　普段は柔にゆう和わな文芸部の木き村むらが、髪を逆立ててがっちりと弘司の肩を摑つかむ。


　いつの間にか、弘司の周囲を殺気立ったクラスメイトたち（全すべて男子）が取り囲んでいた。


「僕たちといっしょに図書倉庫まで行こうか？　何、まだ二時間目開始まで時間はあるし、それに……時間は取らせないよ」


　とっても殺意に溢あふれた声。


「百科事典って重いんだよね。……それこそ一撃で人を殺せるくらいにな」


　木き村むらの腕にさらに力が込められる。か、かなり痛い……


「無む垢くな美み亜あちゃんを弄もてあそび、かつ清せい楚そな千ち鶴づるさんに隷れい従じゆうを強いている性しよう根ねの腐った水みな上かみを僕たちでメタメタに……もとい人としての最低限のモラルを取り戻すための矯きよう正せいをしてあげよう」


「い、いや待って……」


　キミたち目が怖すぎ。それはもう、人斬ぎりとか肉食動物とかの目です。


　そんなやり取りを傍そばから眺めていた美亜と千鶴が、平和そうに一言。


「今度はみんなでお散歩か～。ヒロ、ほんと～に人気者だねっ」


「仲良きことは素晴らしきかな、です～」


「だからそれは絶対に違うって！」


　というか見てないで助けて！


　血を吐はくような心の叫びも虚むなしく。


「ほら、行くぞ！」


　にこにこと笑う美亜と千鶴に見送られて、そのまま弘ひろ司しは図書倉庫しよけいじようへと連行されたのだった。








　二時間目が終わった。


　弘司は海岸に打ち上げられた挙句に紫外線たっぷりの太陽光線を浴びてからからに乾ききったクラゲのカスみたいに机に突っ伏していた。


　隣では美亜に加え、再度やって来た千鶴に対して、クラスメイトたちが次々に質問を浴びせている。


　そんな中、こんな声が耳に舞い込んできた。


「そういえばさっき聞いたんだけどさ、四組にも転校生が来たんだって」


「えー、そうなの？　こんな時期に三人も来るなんて珍しいね。男の子、女の子？」


「女子だってさ。背はちっこくてぱっと見みは小学生みたいだけど、かなりかわいいって話。ただちょっと口が悪いっていうか、変わった喋しやべり方をするって友達が言ってた」


「ふーん、そうなんだー」


「ちなみに、髪型はツインテールだって」


「へー、美亜ちゃんと千鶴さんと、どっちがかわいいのかなあ？」


　わいわいと、そういったことを語るクラスメイトたち。──うーん、ナルホド。四組の転校生は背が小さいけれどかわいくて、髪を二つに結んだ変わった喋り方の女の子なのか……


「……」


　何だか、とてつもなーくヤな予感がするのは気のせいでしょうか？


　机に突っ伏した状態のまま、弘ひろ司しが胸の奥からマグマのように湧わき上がってくる不安を覚えていると、がらりと教室のドアが開かれた。「弘司よ、おるか」


　聞き覚えのある、ちょっと偉えらそうな声。


　──予感は、再び的中してくれやがりました。


「弘司、どこじゃ……おお、そこか。おるなら返事くらいはせい」


　顔を上げると、神様幼女（やっぱり制服姿）がそこにいた。腰に手を当てて威圧感たっぷりに教室内をじろりと見渡すと、とことこと弘司の席の方へと歩いてきた。


「弘司よ、元気にしていたか？　本当はもっと早く来ようと思っていたのだが……〝たいいく〟だの〝かがいじゅぎょう〟だのが重なってしまい、なかなか来られなかった。儂わしがおらぬ間、さぞかし寂しい思いをしたことだろう。すまんな」


　そう言って、さくらは当然のように弘司のヒザの上にすとんと腰を下ろした。必然、弘司がさくらを後ろから抱だきかかえるようなカタチになる。


「!?」


　周りから、どよめきが起こった。


「む、む～！」


「あらあら～……」


　美み亜あと千ち鶴づるもものすごく不満そうな顔をしていたが、周囲を石いし垣がきのようにクラスメイトに囲まれているため、その場から動けずにいた。


「……あのさ、弘司」


　弘司の上でくつろいでいるさくらを見て、なんか奈な々なが微妙な表情になる。「その子、もしかして──」


　一度言葉を切る。そして、ひどく遠い目をしてこう言った。


「……誘ゆう拐かい？」


　さっきの反応といい、何となくこの幼おさな馴な染じみが自分のことをどう考えているのかがよく分かったような気がしました。


「……違うって。えっと、さくらはたぶん四組の転校生で──」


「何であんた、その子の名前、知ってるのよ？」


「う、いやそれは──」


　鋭い突っ込みである。弘司が答えられずにいると。


「ん、なんじゃ娘むすめ。儂わしと弘司との関係を聞きたいのか？」


　さくらが腕の中からそう言って奈な々なを見上げた。


「あ、うん」


　奈な々なが真剣な顔でうなずく。「教えて」


「ふむ、ならば教えてやろう。弘ひろ司しはの──」


　ちらりと意味ありげに弘司の方を見る。


　その微妙に恥らうような表情から先に続く言葉を想像し、本能的に弘司は思った。マズイ！


「さくら、待って──」


　何とか止めようとするも、しかし時すでに遅し。


「弘司はの、儂わしの……婿むこじゃ」
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　頰ほおを完熟トマトみたいにぽっと赤らめるさくら。


　教室内にざわり、と戦せん慄りつがはしった。


「お、おい、今の。どういうことだよ？」


「ムコって……婿だろ？」


「つまり、さくらちゃんは水みな上かみと結婚するってことか？」


「!!」


　ぎろり！


　ジャベリンのように飛んでくる周囲からの視線。


「……いや、いくら何でもこれは犯罪でしょ。──外観的に」


　なんか奈々まで人間のクズを見るような目を向けてくる。もうやだ……と心の底から弘司は嘆いた。


「つーか、美み亜あちゃんがお嫁よめさんになる相手が水みな上かみで、千ち鶴づるさんのご主人様も水上で、さくらちゃんのお婿むこさんも水上だぁ!?」


「それってどういうことよ？」


　クラス中の視線が美亜たちに集中する。そしてこの三人、その注目を何と勘かん違いしたのか、そろいもそろって恥ずかしそうにはにかんだ。「えへ♪」「うふふ～」「ふっ」


「!?　まさかサンマタ──」


「夢の三人同時攻略──」


「はにかみトライアングル……？」だれかがつぶやく。「それだ！」


「水上、キサマ……」


「なんて羨うらやましい……」


　周囲から溢あふれ出る強烈な殺意で、弘司は陸に上がった半魚人みたいに酸欠状態に陥った。


「……水上くん、少しいいかな」


「……え？」


　がしっ。


　普段は虫も殺さないような園芸部の青あお木きが、こめかみに青筋を浮かべてがっちりと弘司の肩を摑つかむ。


　いつの間にか、弘ひろ司しの周囲を殺気立ったクラスメイトたち（全すべて男子）が取り囲んでいた。


「僕らといっしょに校舎裏の花壇まで行こうか？　だいじょうぶ、まだ三時間目開始まで時間はあるし、それに……すぐ済むよ」


　とっても殺意に溢れた声。


「校舎裏は非常に静かだからね。……それこそ人を一人埋めてもだれも気付かないくらいにな」


　青木の腕にさらに力が込められる。す、すごく痛い……


「無む垢くな美亜ちゃんを弄もてあそび、かつ清せい楚そな千鶴さんに隷れい従じゆうを強いて、さらに可か憐れんなさくらちゃんにまで手を出してハーレムを築こうとしている変態妄もう想そう野や郎ろうの水上くんを僕らでギタギタに……もとい世の中における公こう序じよ良りよう俗ぞくってモノを、身をもって分からせてあげよう」


「だ、だから待って……」


　キミたち目が怖すぎ。それはもう、切り裂さきジャックとか暴ぼう帝ていネロとかの目です。


　そんなやり取りを傍そばから眺めていた美亜と千鶴とさくらが、平和そうに一言。


「ほんとに大人気だねっ。ちょっと妬やけちゃうな～」


「弘司さま、すごいですね～」


「儂わしも妻つまとして誇らしいぞ」


「それは絶対に違う！」


　というかお願いだから助けて！


　血を吐はくような心の叫びも虚むなしく。


「おら、さっさと来い！」


　にこにこと笑う美み亜あと千ち鶴づるとさくらに見送られて、そのまま弘ひろ司しは校舎裏しよけいじようへと連行されたのだった。





　こうして、弘司にとって悪夢のような大受難の午前中は過ぎていった。
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　さて昼休み。


　弘司は申し開き（何で学園にまで来やがったのですか!?）を聞くために、授業が終わるや否や美亜たち三人を電光のごとき素早さで回収し、人目を避けて屋上までやって来ていたのだったが。


「それではいただきましょう～」


「わ～い、いただきま～す」


「もらうぞ」


　なぜだか、和なごやかなことこの上ない昼食会となっていた。


　コンクリートタイルに敷かれたビニールシート。


　その上に並べられた、四つのお弁当。


　そしてそれらを笑顔で突付く、ネコマタ娘むすめと霊れい鳥ちようお姉さんと神様幼女。


「どしたの？　ヒロも食べたら？」


「え？　いや」


「この玉子焼き、すごくおいし～んだよ。軍鶏シヤモ亭ていってところの〝げんていせいさんひん〟なんだって。ほら、あ～ん」


　美亜が口にしたのはお昼時には行列ができることで有名な弁当屋の名前だった。どうやって入手してきたのかは知らないが、思わず弘司の食指が動く。


「ん、どれどれ……」


　口に入れるとふんわりと自然に玉子の繊維がほどけて、それが舌の上ですーっと溶けていく感じである。うん、ほんとにおいしいなあ……


「──じゃなくて！」


　危うく本題を忘れそうになって、弘司は声を上げた。


「何じゃ、弘司。食事中に大声を出すのは無ぶ粋すいじゃぞ」


「え、あ、ごめん」


「そ～だよ、それって〝まな～いはん〟なんだよ？」


「あ、ああ。今度から気を付けるよ────って、だからそうじゃなくて！」


　横道に逸それた挙句に脱輪して横転しそうになった話題を元に戻す。


「どうして美み亜あたちが学園にいるんだ？　ここの場所は教えてないはずなのに……」


　それが本題にして、目下の大問題である。だが美み亜あはさらりとこう答えた。


「え？　それはヒロの匂においを辿たどってだよ。ヒロの匂いならわたし、どんなに離れてたって分かるんだもん。すごいでしょ？　えへん」


「匂い……」


　そうだった。


　さすがにネコマタだけはあって、美亜の嗅きゆう覚かくは人間のそれとは比較にならないほど発達しているのだ。思えば昨日も、会ったばかりの弘ひろ司しの匂いだけを頼りに夕ゆう凪なぎ荘までやって来たくらいである。だとすれば、一晩中傍そばにあった弘司の匂い（かなり誤解を招きそうな表現だが）を追って、夕凪荘からさほど遠くないこの学園まで追ってくるくらい簡単なことだろう。


「ま、ネコの鼻がなくとも、地脈を利用した儂わしの探知能力ならここまで辿り着くのは容易たやすかったがな」


「右に同じく、ですね～。弘司さまの霊れい力りよくは特徴的ですので、こういう時にはとっても便利です～」


　さくらと千ち鶴づるがそう付け加える。それって、弘司がどこにいてもこの三人には簡単に探し当てられてしまうということだろうか。つまりは被ひストーカー機能を標準装備？　……ヤだな、それも。


　弘司がちょっと複雑な気分になっていると、さくらがさらに続けた。


「──で、まあ儂らがなぜここに来たのかだが、それにはちゃんと理由があるのだぞ」


「理由？」


　そんなもん、あったのか。


「そうじゃ。心して聞くがよい。儂がここに来たのは……」


「うん」


　真剣なさくらの表情に、思わず弘司も身構える。もしかしてさくらたちの行動には何か深刻なワケがあるのでは──


「妻として、弘司が普段どんな生活をしているか知りたくての。それでガクエンとやらを見てみようと思ったのじゃ」


「……はい？」


　思わず間の抜けた声が出た。


「恩返しは、常に傍そばに控えていないとできませんからね～」


「お嫁よめさんは、いつでもいっしょにいるものなんだもん」


「ちなみに、〝くらす〟とやらの割り当ては、〝じゃんけん〟で決めた。──ああ、手続きなどに関しては心配はいらんぞ。儂わしの神じん力りきで〝がくえんちょう〟とかいう偉えらそうな禿はげ爺じじいに直接やらせたからのう」


「……」


　……いや。


　ちょっと待ってください。


　それはまったくもって理由といえないような。というかただの要望？　美み亜あはともかく、さくらと千ち鶴づるはそういう軽けい率そつな行動に出る人じゃないと思っていたのに……


　ジト目になった弘ひろ司しに、さくらは続けた。


「もちろんそれだけではないぞ。こういう人が多く集まる場所には良くない霊れいや下級妖よう怪かいの類たぐいなども寄って来やすい。ここはどうも森や山を切り開いて作った場所のようじゃから、精せい霊れいなども多くおるしな。霊力のない普通の人間にはそれでもさほど害のない場合がほとんどじゃが……お主ぬしはそうではなかろう？　ゆえに、弘司をそういった物の怪けから守るために儂らは来たのじゃ」


　意外にも、こちらはまともな理由だった。


「わたしたちがいれば安心だよっ」


「おかしな悪あく霊りようなど、弘司さまに指一本触れさせません～」


　美亜と千鶴も口をそろえてそんなことを言う。


　確かに、それが本当ならこちらは理由になり得る。だけど──


「──でも、そういう霊だか妖よう怪かいだかがそんなにいるもんなの？」


　弘司は思いついた疑問を口にした。


　学園に通うようになってずいぶん経たつが、よくあるトイレの花はな子こさんなどの七不思議の他ほかには、そういった怪かい奇き現象の類いのウワサを弘司は聞いたことがない。


　するとさくらは大きくうなずいた。


「うむ。先ほどから見ておるが、やはりそこかしこに雑ざつ霊れいがおる。ここに来るまでも、軽く三十体を超える霊れい体たいが、あちこちを浮遊していたのう。そうだ、弘司の席の近くにもおったぞ。髪を刈り上げた筋きん骨こつたくましい男の浮遊霊じゃったが、何やら恋する乙女おとめのような熱い瞳でお主ぬしのことをじいっと見つめていたな。実害はなさそうなので放置しておいたが」


　それはかなりいやーな光景です。……狙ねらわれてる？


「霊ってそんなにたくさんいるもんなんだ……」


　弘司が（色々な意味で）しみじみとつぶやくと。


「うむ。そういうものじゃ。現に──」さくらが、ゆっくりと弘司の背後を指し示した。「ほれ、今もお主の後ろに、恋に破れて屋上から飛び降りた女生徒の霊が！」


「え？」


　反射的に振り返る。


　そこには、制服を着たショートカットの女子生徒が、腰に両手を当てて恨うらめしそうな顔をして立っていた。


「ぎゃああああああああっ！」


　絶叫する弘ひろ司しに、女子生徒が詰め寄った。


「ちょっとあんた、人の顔を見て何を絶叫してるのよ！」


「え!?」


　聞き慣れた声。よく見てみるとその女子生徒は──


「まったく、失礼ね！　こんな美少女相手に。ほんとどういう神経してんのかしら」


　奈な々なだった。


　腰に手を当てて、般はん若にやのようなすごい目で弘司のことを睨にらみつけている。


　……いやまあ、確かにコレもコレである意味では妖よう怪かいの一種のような気がしなくもないけれど。


「さ、さくら！」


「ふふ、すまん。冗じよう談だんじゃ」


　神様幼女が笑う。


（あれ？）


　それはいつものどこか皮肉めいた笑い方と違う、外見相応のあどけない笑顔だった。何というか、非常にかわいらしい。いつもそっちの方がいいのになあ……とからかわれたことも忘れて弘司は思う。


　だけどすぐにさくらはいつもの無ぶ愛想あいそな表情に戻ってしまった。


「まあ今のはともかく、この地に霊れいや妖怪の類たぐいが多いのは本当のことじゃ。事実、今ここにも何体か霊が存在しておる。儂わしらがおるせいで、向こうから近づいてくることはないが」


「うーん……」


　昨日のハムスターの一件もあることから、さくらの話にはある程度の信しん憑ぴよう性せいがある。


「ちょっとあんたたち、何の話をしてるの。レイがどうこうって、また０点でも取ったの？」


　と、奈々が話に割り込んできた。


「そういえば奈々はどうしてここに？」


「え、あたし？」


　奈々が珍しく、少し慌あわてたような素振りを見せた。


「それはその……あんたがいきなり美み亜あちゃんたちを連れて消えるから気になって──」


「気になる？」それは弘司のことを心配してくれたってことだろうか？


「うん。あんたが人ひと気けのないところに彼女たちを連れ込んで、あんなこととかこんなこととか、ヘンなことしやしないかって。警察沙ざ汰たになったら絢あやちゃんとか悲しむだろうし」


「……」


　そっちの心配ですか。


　なんかもう、さんざんな評価である。


「そんなことしないって……」


「じゃあ、こんなところでこそこそといったい何をしてたのよ？」


「何って、別にいっしょに昼ご飯を食べてただけで……」


「ふうん……」疑わしそうな目をする奈な々な。「だいたい、あんたこの三人を知ってるみたいだけど、どこで知り合ったの？　見るからにあんたなんかとは接点がなさそうな人たちばっかりなんだけど」


「う、それは……」


　弘ひろ司しは困った。


　正直に言うわけにはいかないし、言ったところで信じてくれるとも思えない。何せ妖よう怪かいに霊れい鳥ちように神様である。弘司自身、いまだにマユツバなところがあるくらいなのだ。


「え～とね、わたしがおでこに『犬』って書かれそうだったところをヒロが助けてくれたんだよ」


　悩んでいると、フォローのつもりなのか、美み亜あが横からそう言った。


「弘司さまは、初めて多額の募金をしてくださったのです～」


「ふむ、儂わしの膝ひざ元もとに散乱していた汚お物ぶつを片付けた感心な者が弘司じゃ」


「??」


　奈々がワケ分かりませんって顔になった。……当然である。


　ここはもう……とりあえず何とかそれらしいことを言って切り抜けるしかない。そう考えた弘司は、今この場で考え付いた理由（所要時間十三秒）をでっちあげた。


「え、えーと、美亜たちとは……奈々の言ってた占うらないの〝困っているもの〟を助けようとして──ボランティア、そう、ボランティアをしていて知り合ったんだよ」


「ボランティア？」


「そ、そう。動物愛護と募金と清掃」


　ウソではない、たぶん。


「ふうん、ボランティア、ねえ……」


「ぼらんてぃあってな～に？」


　いらんことを言おうとした美亜の口を慌あわててふさぐ。


「と、とにかくそういうわけなんだよ」


「どっちかといえばあんたの方がボランティアされる側だと思うんだけど……ま、とりあえずそういうことにしとくわ」


　相変わらず失礼極まりないが、いちおうは納得してくれたみたいだった。


「──それより、そろそろ戻らないとマズイんじゃない？」


「え？」


「時間。もうあんまないわよ」


　時計を見る。奈な々なの言葉通り、いつの間にか昼休みは残りあと五分にまで迫っていた。


「でもまだ昼ご飯が……」


　弘ひろ司しはまだ玉子焼きを一切れ食べただけである。朝食抜きに引き続きこれでは、育ち盛りのお腹なかにはあまりにも心許ない。


「しょうがないでしょ。だいたい四時間目が終わるなり消えたクセに、何で食べ終わってないのよ。しかもあんただけ。ミノタウロスじゃあるまいし」


「うう……」


　よく見てみると、確かに弘司以外の三人はお弁当を完食している。色々と説明したりしながらも、しっかり箸はしだけは動かしていたらしい。


「ほら、行くわよ」


　奈々にぐいと腕を引っ張られる。


　その瞬間、あまりの空腹から世界が満員電車の中心部のようにぐらりと揺れた。


「とと……」


　バランスを取るため近くのフェンスに手を伸ばす。するとさくらがそれを止めた。


「弘司、そっちには近づかん方がいいぞ」


「……どうして？」


　本気で倒れそうなんですが。


「うむ。そこにはちょっとした霊れいがおるのじゃ。特に害はないが……精神衛生上、あまり見ない方がいいのではないかと思うぞ」


　難しい顔をするさくら。


「またそうやって脅おどかそうとして……」


「いや今回はそうでなくてな……」


　と、背後から肩をぽんぽんと叩たたかれる感触。いかに弘司が単純とはいえ、そうそう何度も同じような手口には引っかからない。


「だからさすがにさっきの今じゃ騙だまされないって。また奈々だろ？」


「あたしはここだけど？」


　さくらの横で、奈々が不思議そうに首をひねっている。あれ？　だったら──


「美み亜あ？　千ち鶴づるさん？」


「な～に」「はい～」


　美亜と千鶴も、さくらのすぐ隣にいた。あれれ？


「というより……あんた、だれと話してるの？」


　いぶかしむように奈な々なが眉まゆをひそめる。


「……」


　奈々ではない。


　美み亜あでもなければ千ち鶴づるでもなく、もちろんさくらでもない。


　──ということは。


　恐る恐る後ろを振り返ると。


「あのー、すみません。そこは私が憑ついている場所なので、できればどいていただけるとありがたいのですが……」


　そこには、頭からトマトジュースを被かぶったみたいに血まみれの女子生徒が、困ったような笑みを浮かべて立っていた。


「……」


「あなたみたいに霊れい力りよくが強い方にいられると、私みたいな低級霊は近づけなくなるのですよね……」


「……」


「あ、すみません。申し遅れました。私は自じ縛ばく霊れいの雛ひな子こと申します。十年ほど前に誤ってここから下に落ちてしまった時から自縛霊をやっております」


「……」


「その、よろしければあなたのお名前もお聞かせ願えますか？」


「ぎ……」


「ぎ？　魏ぎさんですか？」


「ぎゃあああああああああああああっ!!」


　マンドラゴラの断だん末まつ魔まみたいな弘ひろ司しの絶叫が、青空の下に大きく木霊こだました。


「ほら見るがよい。だから儂わしらがおらんと弘司は……と、聞いておるのか？」


「あらあら～、完全に白目を剝むいていますね～」


「ヒロ、こんなとこで寝ちゃダメだよ～」


　薄れゆく意識の中で、そんなさくらたちの声が聞こえたような気がした。








　　　３




　そして放課後になった。


　帰りのホームルームが終わるや否や、教室の前と後ろのドアが同時にがらりと開かれる。


「弘司さま～、帰りましょう～」


「帰るぞ、弘ひろ司し」


　千ち鶴づるとさくらである。二人とも自分たちのクラスのホームルームにちゃんと出ていますか？　ってくらいの素早さだった。


「ヒロ、帰ろっ。わたし、早く帰っておれんじじゅ～すが飲みたいな」


　と、隣で美み亜あも急せかしてくるのだが。


「ごめん。今日は掃除があるから、まだ帰れないんだ」


　美亜が首をちょこんとひねる。「そ～じ？」


「そうよ、お掃除」


　奈な々なが横から割り込んできた。


「美化デーのね。あたしと弘司は美化委員なのよ」


　旭あさひヶが丘おか学園では、毎月の第三水曜日は美化デーと決まっており、その日はいつもよりも念入りに掃除が行われることになっているのだ。その内容は、教室の天井の掃除、床のワックスがけ、資料室の整理、トイレのカビ取り、ｅｔｃ　ｅｔｃ……。ほとんど年末の大掃除に近いノリである。


　そしてその中心に立つのが美化委員であり、属する班に関係なく毎回強制参加を義務付けられている。つまり月に一回は必ず居残り＆重労働。弘司としてはそんなヘタすれば本職である清掃のおじちゃんよりも大変な委員（全校アンケートで、仕事がきつい委員会ランキング堂々の第一位）はやりたくなかったのだが、奈々の推すい薦せんで半ばムリヤリいっしょにやるハメになってしまった。「どうせ部活もやってないんだから、あんたヒマでしょ。だったらあたしといっしょに少しはみんなに奉仕しなさい。うん、決定」……だそうである。正論ではあるが、あの時は奈々をちょっとばかり恨うらんだりもした。


　というわけで、これから美化委員の仕事がある弘司は、大事な得意先の接待に付き合わされるサラリーマンのごとく、帰りたくても帰れないのである。


「だから美亜たちは先に帰って──」


「じゃあ、わたしもそのびかで～、手伝うっ！」


　美亜がうにゃっと、元気良く手を上げた。え？


「そうじゃな。弘司が残るというのに妻の儂わしが帰っても仕方がない」


「私の役目は常に弘司さまのお傍そばに付いて、その全すべてのお仕事をお助けすることです～。それに炊すい事じ洗せん濯たく掃除は鶴女つるめ一族の最も得意とするところですし～」


　さくらと千鶴もそんなことを言い出した。


「忙しいなら、たくさん人がいた方がい～よね？」


「人じん海かい戦術じゃな」


「三人寄れば文もん殊じゆの知恵です～」


「うーん……」


　一人微妙に言っていることがズレているが、確かに人手が多いに越したことはないという意見には一理ある。


　美化デーはとにかく年末の決算期のデパートのごとく忙しい。文字通りネコの手も（鶴つると桜さくらもいるが）借りたいくらいなのである。


「──じゃあ、お願いするかな。人手はあった方が助かるし。問題はないよな？」


「……別に、平気なんじゃない？」


　隣の奈な々なに尋ねると、なぜか微妙に不機嫌そうなそんな返事が戻ってきた。


「？」


　何か気に障さわること言ったかなーと奈々の顔を見ると。


「何よ？」


「いや、なんか機嫌悪そうに見えるから」


「……そんなことないわ」


「でも……」


　と言うワリには、獲物を目の前で横取りされたメスライオンみたいな険けわしい顔をしているんですが。


「何でもないって言ってるでしょ。──それより、さっさと始めるわよ。うちのクラスの割り当ては教室と廊下とトイレと階段だから美み亜あちゃんたちには……」


「わたし、ヒロとおんなじところがいいっ！」


「弘ひろ司しさまのすぐお傍そばでなければ、務めを果たせません～」


「妻つまとして、常に弘司と同じ場にいることは当然じゃ」


　三人が即座にそう要よう請せいした。


「…………じゃあ三人とも教室で。美亜ちゃんは雑ぞう巾きんがけをやってくれる？」


「うんっ！」


「千ち鶴づるさんは窓吹きをお願い」


「はい～」


「さくらちゃんはモップがけ。モップはそこの掃除用具入れに入ってるから」


「うむ、よかろう」


「弘司はホウキで床を掃はいておいて。あたしはその間、職員室からワックスを取ってくるから」


「分かった」


「それで佐さ藤とうさんと山やま崎ざきさんは──」


　奈々がてきぱきと指示を飛ばす。普段は色々と問題のある（ありすぎる）幼おさな馴な染じみだが、こういう時にはとっても頼りになるのだ。


「じゃヒロ、早く終わらせて早く帰ろ～ねっ」


「うふふ～、鶴女つるめの本ほん領りよう発はつ揮きです～」


「やれやれ、これも弘ひろ司しのためじゃ」








　で、そういういきさつでネコマタ娘むすめ、霊れい鳥ちようお姉さん、神様幼女の三人が掃除を手伝ってくれることとなったのだが。


「行くぞ～、うりゃ～」


　まあ当然のことながら、この三人──その中でも特に落ち着きのないことこの上ないネコマタ娘──が真面目に掃除などやるはずもなく。


「それ～、ほ～むらんだ～」


　開始五分で、何人かのクラスメイトを巻き込んで、雑ぞう巾きん野球に興じていた。


「……」


　天高く舞い上がった雑巾が、弘司の頭にぱさりと落ちる。美み亜あといっしょに遊んでいたクラスメイトたちが気まずそうにそそくさと目を逸そらした。


「あ、ヒロ！　ヒロもいっしょにこれやろ～よ。ぞ～きんやきゅう？　面白いんだよ～」


　いや掃除をしてください。


「そうじ？　……あ、そっか」


　どうやら自分が何でここにいるのかを、すっかりさっぱりきれいに忘れていたらしい。果てしなく能天気である。


「えっと、わたしは何だっけ？　ぞ～きんがけ？」


「そう。ちなみに雑巾がけのやり方は分かって──」


「？」うにゃん？　とした顔で雑巾をくるくると回す美亜。


「──分かってない、みたいだね」


　弘司はイチから雑巾がけのやり方をレクチャーした。


「なるほど、ぞ～きんがけってそうゆう風にやるのか～」


「分かった？」


「うん、もうばっちり！　見てて見ててっ！」


　ブイサインとともに、美亜は勢いよく滑すべるように雑巾がけを開始した。やり方さえ知っていれば幼稚園児でもできることなのだが、ものすごく得意満面である。


「ご～、ご～！」


　ご機嫌な様子で雑ぞう巾きんがけを行う美亜。何がそんなに面白いのだろう。でも何であれやる気があるのはいいことだ。


「さてと、それじゃ……」


　美亜はもう大丈夫そうなので自分の分担に戻ろうと、弘司がホウキに手を伸ばそうとした矢先。


「あ、あれ？　なんかこれって……わわわ、ヒ、ヒロ～!?」


「え!?」


　背後から絶叫が聞こえてきた。


　慌あわてて振り向いたが、その時はすでに手遅れだった。


　ドンガラガッシャーン！


　ビルの解体工事現場で火薬ハツパをぶっぱなしたみたいな音が教室に響き渡る。


「う、う～ん……」


　──美み亜あが、雑ぞう巾きんといっしょに教室の後ろに重ねて並べてあった机の山にハデに突っ込んでいた。


　どうも、勢いがつきすぎて止まれなかったらしい。


「み、美亜、大丈夫か!?」


「う、うん……ちょっとヒザをすりむいちゃったけど、だいじょぶみたい」


　駆かけ寄ると、見た目よりも遥はるかに頑がん丈じようなネコマタ娘むすめは頭をぷるぷると振りながら身体からだを起こした。というか転んだ拍ひよう子しにスカートがまくれて、その下にあるもの及び生足が丸見えです。


「み、美亜、スカート！」


「んにゃ？」


　美亜が無む邪じや気きに首をかしげる。「すか～とが、どうかしたの？」本当に不思議そうな顔。


　自分の現在の微妙に刺激的な格好について、まったくといっていいほど無自覚である。弘ひろ司しはなるべくそっちを見ないようにして、ささっとスカートの裾すそを直してやった。


「──で、立てる？」


「あ、うん。だいじょぶっ！」


　とっても元気な返事とともに、立ち上がろうとした美亜が崩くずれかけている机の一つに手をかけた瞬間──


　ぐらり。


　美亜のすぐ隣にあった机の山が三つほど、ピサの斜しや塔とうのごとく傾いた。


「！」


　ゆっくりと倒れかかってくる机。


「美亜っ！」


　それに気付いていない美亜の手を摑つかんで、急いで机の間から引っ張り出した。直後、美亜のいた場所には積み重ねてあった机が雪崩なだれのごとく降り注いだ。ガタガタガンガンゴトリボトボト！


「危なかった……」


　間かん一いつ髪ぱつだった。あと三秒動くのが遅かったら、これらの机は美亜の頭を直撃していたと思う。いくら美亜がプラスチックのように頑だん丈じようだからって、それで無傷というわけにはいかなかったはずだ。


　ほっと胸を撫なで下ろしていると、腕の中では美み亜あがきらきらした目で弘ひろ司しを見上げていた。


「あ、ありがと。ヒロってやっぱり頼りになるねっ」


　ぎゅうううっと抱だきついてくる。


「こ、こら」


「えへへ。ごろにゃ～」


　甘あまえた声を上げながら、頰ほおを寄せてくる美亜。ごろごろうにゃうにゃなあなあ。その柔やわらかい感触といい匂においに、一瞬何が何だか分からなくなっていると。


「……お二人だけの世界に浸るのはいいんですけど」


「!?」


　南極に生はえるアイスフラワーのような、ものすごく冷ややかな声が背後から浴びせられた。


　いつの間にか、両手を腰に当てた奈な々なが弘司と美亜の横に立っていた。顔は笑っているが、目が全くもって笑っていない。


「……でもこれ、どうすんの？」


　くい、と奈々が顔を向けた先には……なんかもう、形容するのもイヤなくらいに崩くずれきった机のカタマリがあった。


「……あー」


　えっと。


　どうしよう？


　呆ぼう然ぜんとする弘司の肩に、ぽんと奈々の手が置かれた。


「十分以内に、きれいに元通りにするように。ちなみに拒否権はなし。りょうかい？」








　まるで前衛芸術みたいになった机の山を二十分ほどかけて何とか片付け終わり。


「……今度いちゃついて掃除の邪じや魔まをしたら、さくっと殺やるからね？（にっこり）」


　とのとっても温かい励ましの言葉を奈々から（弘司にだけ）かけられて、かなーりブルーになったところでようやく掃除が再開された。


　先ほどの一件で雑ぞう巾きんがけ係を解任された美亜は、新たに雑巾しぼり係に任命（降格）されて、今は教室の隅っこで一人、雑巾をバケツに浸つけてはしぼっている。それは客観的にはなんかちょっとかわいそうな絵であるような気もしたが、


「雑巾しぼり～♪」


　美亜自身は、にこにこ顔で雑巾を一枚一枚丁てい寧ねいにしぼっていた。とっても楽しげな様子である。どうも、ハシが転がっても雑巾をしぼってもおかしいお年頃であるようだ。


「……ま、本人が楽しんでるならいいか」


　なので美み亜あは置いておいて──さすがに雑ぞう巾きんしぼりくらいは普通にできるだろう──残りの二人の様子を見てみることにした。美亜ほどではないにしろ、あの二人も放っておくと何をしでかすかどうにも心配な存在である。


「まずは千ち鶴づるさん…………いた」


　教室後ろの窓際に、動き易やすいように髪を後ろで一つに束ねた千鶴がいた。


「らんらんら～♪」


　ご機嫌に鼻歌を歌いながらまるで踊おどるように一連の掃除作業をこなしている。さすがに得意だと言うだけあって、ホウキを動かす動作一つとってみても、実に熟練した動きであった。


　これは千鶴に関してはあんまり心配する必要はなかったかな……と安心しかけたりもしたのだが。


「……ん？」


　そんなものはこのマイペースなことこの上ない霊れい鳥ちようお姉さんの前では、ほんの一瞬の気の迷いにすぎなかったと、すぐに思い知らされることとなった。「……あれ？」


　千鶴は確かによく働いていた。


　窓を拭ふき、床をホウキで掃はき雑巾がけをした後に、モップをかけワックスを塗る。机のキズを埋めイスの脚のゴミを取り、ついでに錆さびてもろくなった留めネジを交換する。


　それだけ見れば実に完かん璧ぺきな作業である。まったくもって非の打ち所がない。


「……」


　……ただし、それが行われている範囲が弘ひろ司しの机とその周囲半径一メートルに限られているということを除けば。


「……千鶴さん、これは？」


　不審に思って尋ねると、千鶴はおっとりとこう答えた。


「弘司さまはご主人様ですから～。ご主人様がいらっしゃる場所は他ほかの場所よりも念入りにキレイにしてないといけないと思いまして～。こういうのを何でしたっけ～、掃き溜だめに鶴つる、ですか～？」


　また微妙にズれた例えを口にする。


「どうです～、キレイになりましたよね～。鶴女つるめの面めん目もく躍やく如じよです～、えへん」


「確かにキレイはキレイだけど……」


　他ほかのところもちゃんとやってください。


　それにこれは少々やりすぎじゃないかと思う。何せ床は鏡と見み紛まごうばかりにぴかぴかであるし、窓も弘司の机が面している部分だけ明らかに他とは輝きが違っている。きらきら。朝礼時に日光を反射した学園長の頭くらいにまぶしい。


　くわえて、一つ弊へい害がいが生じていた。


　滑すべる。


　とにかく滑すべる。


　ワックスをかけにかけまくってペルセウスの盾たてのごとく光り輝く床は、その光こう沢たくに比例して摩ま擦さつ係数が極限までゼロに近づいていた。


「きゃっ」


「うわっ」


「何だ、これ!?」


　おかげで近くを通りかかるクラスメイトたちがみんな、次々に滑ってつるりと転ぶ。それらを助け起こそうと近づく者たちもさらに転ぶ。ミイラ取りがミイラ。悪循環である。


「あらあら～？　みなさん、大丈夫ですか～？」


　というかこの半ばトラップみたいな床の上を普通に歩けるあの霊れい鳥ちようお姉さんは一体何者なんだろうなーと少しばかり疑問に思ってしまう。


　そんな中。


「ちょっと弘ひろ司し。こっちの床、ちゃんとワックスがかかってないわよ！」


　奈な々なが弘司たちの方に向かって一直線にずんずんと歩いてきた。


「こっち側はあんたの担当なんだから、しっかりやってくれないと困るじゃない！　……あっ、しかもあんた、またいちゃついて！」


　奈々の足が勢いよく危険領域に踏み入る。


「奈々、こっちは──」


「えっ？」


　もともとが猪ちよ突とつ猛もう進しん系で、行く道を遮さえぎるモノがあればそれをなぎ倒して前に進む超前向きな性格である。そんなイノシシのごとき性格を象徴するかのように、奈々の歩みは通常の女子のおよそ四・八倍のムダな力強さと速度とを誇ることで有名であり。


「えっ、えええ！　ちょ、ちょっと何よこれ!?　滑──」


　そして歩みに勢いがあればあるほど、それに比例して滑った時の飛距離は伸びるものである。


　結果。


　ドグシ！


　奈々が盛大に（頭から）、教室の隅にある掃除用具入れに突っ込んだ。


　シーン………………。


　イヤーな沈黙が辺りを漂ただよう。


　奈々の上半身は完全に用具入れの中に埋まり、下半身だけが浴よく槽そうで溺でき死しさせられた殺人事件の被害者のようにだらりと力なく出ていた。


「あ、あれ……平気なの？」


「すごい勢いだったよな？」


「いや白しら瀬せだから大丈夫じゃないか。──それより、問題は原因を作った水みな上かみの方だろ」


「ああ、あれは確実に殺やられるな。かわいそうに……」


「アーメン」


　ひそひそと、不ふ吉きつな言葉を口にするクラスメイトたち。


　ごとり。


　やがて墓場から這はい出てくるゾンビのような動きで、奈な々ながゆらりと起き上がった。


「な、奈々──」


「……選びなさい」


　近づいた弘ひろ司しに、奈々の口からぼそりと声が発せられた。地じ獄ごくの底で金かな棒ぼうを振りかざしている獄ごく卒そつ鬼きみたいな声だった。「え、選ぶって？」


「……今この場で黄よ泉み平坂をブレーキの壊こわれた自転車のように一直線に転げ落ちるか、あるいはこのあんたのノウミソよりもつるつるな床を元通りにしてついでに散らかった掃除用具入れを片付けて、そして後日あたしにハート・オブ・ハーツのグレートストロングヘルヘヴンパフェ（定価二五〇〇円（税込み））をおごるか。二つに一つ。いちおう選ばせてあげるわ」


「いやそれって……」


　もはや選択の余地なんてありやしない。デッド・オア・アライヴってやつである。おまけに後半は全然この件と関係ないような……


　でもぶちキレた奈々はそんなことはお構いなしに迫ってくる。


「──さあ、やるの？　殺やられるの？　あたしはどっちでもいいのよ」


　奈々の目にはちょっと危あぶない光が宿っていた。野生の肉食獣とかによく見られる殺さつ戮りくの光。幼おさな馴な染じみとして十五年の経験上、この目をした奈々には決して逆らってはいけないということを、弘司はだれよりも（身をもって）知っている。というか心の底からコワイ。


「……やります」


　なので、弘司はそううなずいた。うなずくしかなかった。だってまだ、生命いのちは惜しいし。


「よろしい。じゃ、あたしは顔を洗ってくるから、戻ってくるまでに完かん璧ぺきに終わらせておきなさい。分かった？」


　こくこく。壊こわれた自動人形のように弘司は首を振った。「……分かりました」


「まったく……ツイてないわ」


　そう言い残して奈々は教室を出て行った。


　……それはこっちの台詞せりふだったりします。








　さて散らかった掃除用具入れの片付け及び床のワックス取りに勤いそしむこと十五分。


　なんとか奈々が戻ってくるまでに作業を終えた弘司は（もう必死だった。傍そばで見ていたクラスメイト曰いわく、「あれは飼かい主のご機嫌を必死にうかがう小動物の顔だったな……」）、最後の一人である神様幼女の様子を見てみることにした。


「さくらー」


　神様幼女は、教室の隅っこで何やらきょろきょろと、モップを手に挙きよ動どう不ふ審しんに辺りを見回していた。


「!?　む、弘ひろ司しか……」


　声をかけると、さくらはほっとしたような表情で弘司を見上げた。


「確かさくらはモップを頼まれてたと思うけど……」


「う、うむ。その通りじゃ」


「？」


　しかしさくらはモップを持ったままもじもじとするだけである。あ、これってもしかして──


「さくら、モップの使い方、分かる？」


「!?　も、もちろん分かるぞ。こうじゃろ？」


　……そのギターでも弾くような持ち方は何でしょうか？


「ち、違ったか。うむ、こうじゃった」


　……いや、だからそのエサがなくて人里まで下りて来たクマに向けて麻ま酔すい銃じゆうを構える昨さつ今こんの猟りよう師しさんみたいな持ち方は？


「……」


「……」


「……すまぬ。実は分からん」


「……最初からそう言えばいいのに」


　真まっ赤かな顔になったさくらに、弘司はモップの使い方を教えた。


「な、なるほど。まずは水に浸つけて水分を染み込ませて、そしてその後にこのカラクリで絞しぼって調整するのじゃな？」


「うん。カラクリっていうか、ただのモップ絞りだけど」


　ローラーのようなモノに挟はさんで水を絞るアレである。


「よし、手順さえ分かればこっちのものじゃ。儂わしに任せるがよい」


　途端に気合の入った様子でばちゃばちゃとモップを水に浸つけるさくら。


「いやさくら、そんなに力を入れなくても……」


「わ、分かっておる。──いくぞ」


　そしてムダに力の入りまくった肩で、モップをローラーから引っこ抜こうとして──


「そりゃ！」


「ぶっ!?」


　ベキッ！


　勢いよく引き抜かれたモップは、作用反作用の法則でそのまま横にいた弘ひろ司しの顔面に直撃した。近くで見ていたクラスメイトの一人が思わず「おー」と声を上げて拍手をするくらいの、見事な直撃だった。


「ひ、弘司！　無事か!?」


「……（痛すぎて言葉にならない）」


「す、すまん、悪気はないのじゃ……」


　しばらくそのまま床にしゃがみこんだ状態で悶もだえながら、その傍かたわらで一いつ揆きを起こしたお百ひやく姓しようさんみたいな格好で力強くモップを構えているさくらの姿を見て、「これはムリだ！」と弘司は悟さとった。


「さ、さくら……モップはもういいからさ、他ほかの仕事を──」


　やってもらおうとしたのだが。


　意外と言おうか何と言おうか、さくらはどれも満足に行うことができなかった。


　窓拭ふき、黒板掃除、壁のシミ取り。色々と挑戦をしてはみたのだが、全すべてにおいてうまくいかない。


「ば、馬鹿な……」


　その身長の低さが災いして（計ってみたところ一三九・八センチ。惜しくも一四〇に届かず）、拭き掃除系は高いところに手が届かないのだった。デッキブラシやホウキなども、標準高校生の身長を想定して作られているため、柄えが長すぎてうまく使いこなせない。


　できたことといえば、美み亜あと同じ雑ぞう巾きんしぼりくらいである。


「く……こ、こんなはずが」


　雑巾をしぼりながら、さくらが悔くやしそうにぺちぺちと地じ団だん駄だを踏む。


「らんらんら～♪」


　その横を、千ち鶴づる（身長高し）が鼻歌混じりに悠ゆう々ゆうと仕事をこなしながら通り過ぎていった。


　それをさくらは、後こう輩はいに酒をおごってやろうとしたところ実はその後輩の方が自分よりも年収が高かったことに気付いた先せん輩ぱい社員みたいに、悔しげに睨にらみ付ける。


「おのれ、ツルにできて儂わしにできないなどそんなことが……。くそ、これは何者かの謀ぼう略りやくか、策さく略りやくか……」


「そんな掃除くらいで大げさな……」


「く……だいたいこんなモップなどでちまちまと床をこするのは神たる儂には不似合いなのじゃ。手間も時間もかかるし、非効率的なことこの上ない──ん、そうじゃ」


　さくらの頭の上にぴこーんと電球が浮かんだ。


「よいことを思いついたぞ！　床を水で濡ぬれたモップで拭ふくのならば、いっそひと思いに水で洗い流してしまった方が早いではないか。そっちの方が遥はるかに効率的であるし、時間もかからん。弘司も早く帰れるじゃろ？　儂の術をもってすればそれくらいは朝あさ飯めし前じゃ。うむうむ、それが良い。そうしよう」


　なにかとっても不ふ吉きつなことを言い出しました。


「見ておれよ。──天に在ありし数多あまたの龍りゆう巣そう……西より出いでて東の地に集つどう……」


　さくらがぶつぶつと呪じゆ文もんのようなものをつぶやく。すると、教室の天井付近にもくもくと何やら真っ黒なカタマリが出現した。まるで小さな雲みたいなそれはあっという間に教室の天井を覆おおい尽くしていく。これってまさか──


「行くぞ！　──下くだれ、水すい龍りゆうの子たちよ！」


　さくらの号令とともに、黒雲から大量の水が滝のように降り注いだ。


　まるでアマゾン奥地のスコールのような、とんでもない水量だった。あまりの水の勢いに、その場から動くことすら難しい。


　教室内が、太平洋でサメに追われる小魚の群れのようにパニックになる。


「わ、何だ!?」


「雨!?　でも外は晴れて──」


「わ～、雨だ雨だ～！　ぴちぴちじゃぶじゃぶにゃんにゃんにゃ～ん♪」


「スプリンクラーの故こ障しよう？」


「雨雲召しよう喚かんの術ですね～。本格的な術式もなしに詠えい唱しようのみでやってのけるなんて、さすがは神しん霊れいです～。腐くさっても鯛たいですね～」


「ちょっと弘ひろ司し！　何なのよこれ！」


　──若じやつ干かん二名ほど、やたらと緊張感のないのがいたが。


　その後雨は五分ほど降り続き。


　ようやく雨雲がその全すべての水分を吐はき出した時には、教室内は見るも無む惨ざんな状況になっていた。


　辺り一面水びたし。机やイスもそこかしこにごろごろと乱雑に転がっていて、黒板の上にかけられていた『一日一いち膳ぜん（マウンテンゴリラ筆。誤字）』の額がく縁ぶちがブザマに斜めに垂れ下がっている。


「何て迷惑な術なんだ……」


　台風一過を彷ほう彿ふつさせる目の前の惨状に、弘司はつぶやいた。……まあ、正確には術そのものよりも、時と場所と限度とをわきまえない使い手の性格に問題があるのかもしれないが。


「ふはははは！　どうじゃ、儂わしの術は！　ツルなど足元にも及ぶまい！　はははははは！」


　自分も頭から水をかぶりながら、教室の中央で得意げに高笑いをするさくら（←使い手）。


　その周りでは、美み亜あ、千ち鶴づる、奈な々な、その他ほかクラスメイトたちも、みんな池にでも飛び込んだみたいにびしょ濡ぬれになっている。あんな集中豪ごう雨うに巻き込まれたのだから、当然といえば当然の結果だった。


　しかし見れば見るほど悲ひ惨さんな状況である。はたしてこの惨状をどうしたものか──


「──ん？」


　と、そこで弘ひろ司しの視線が止まった。


　奈な々ながいぶかしげな顔をする。「どしたのよ？」


「……」


　突然であるが、今は四月である。


　四月といえば春真っ盛りの少しずつぽかぽかと温かくなり始める時期であり、学園内にいる時には生徒たちはブレザーを脱いで長なが袖そでのシャツ一枚になることも珍しくない。掃除などという身体からだを動かす時間ならばなおさらだったりする。そしてシャツというものは通常白いものであり、さらに白という色は水に濡ぬれると透すける性質を持つものであり──


「……あ」


　奈々（淡いグリーン）が慌あわてて胸元を手で隠した。恥ずかしそうに、真まっ赤かな顔で弘司を睨にらみつける。「あ、あんた──」
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「え、えーと」


　普段はそんな顔を絶対に見せない幼おさな馴な染じみの意外な反応に弘司が戸惑っていると。


「どうじゃ弘司、儂わしのことを見直したじゃろ？　ほれほれ、褒ほめるがよい。称たたえるがよい。頭を撫なでてもよいのだぞ」


「ヒロもいっしょに水遊びしよ～よっ！　ね、ね？」


「あらあら～、弘ひろ司しさま、濡ぬれてしまいしたね～。このままでは風か邪ぜをひいてしまいます～。わたしが人肌で温めてさしあげますのでこちらへ～」


　さくら（ピンク）と美み亜あ（白）、千ち鶴づる（黒!?）が口々に勝手なことを言って、ぽたぽたと滴しずくをたらしながら近づいてきた。


「ちょ、ちょっと、三人とも！」


　自覚の全くない三人を、奈な々なが慌あわてて弘司の視界から外に出す。「見るなっ！」


　すこーしばっかり残念だったけど、奈々のバーサーカーみたいな視線がほんとに怖かったので、弘司は大人おとなしく目を逸そらした。


「何じゃ、娘むすめ？」


「どしたの、ナナ」


「？　どうなさったのですか～？」


「ど、どうしたもこうしたも──」


　奈々が三人に耳打ちする。すると。


「あらあら～、そんなことですか～。別に私は弘司さまになら見られても構わないですよ～」


「う、うむ。妻として、その程度のことで動じていては始まらんな」


「ん～、ちょっと恥ずかしいけどヒロにならいいかなっ。てゆ～か、もう全部見られちゃってるんだし……」


　そんな答えが返ってきた。


「な……」


　奈々、絶句。


　三人の返答は、この色んな意味で規格外な幼おさな馴な染じみの思考の範はん疇ちゆうすら超えていたみたいだ。


　だがすぐに気を取り直して（切り替え早し）。


「だからあんたもいつまで見てんのよっ！」


「え？」


　怒り及びフラストレーションの矛ほこ先さきを、全すべて弘司に向けてくれた。


「このスケベ、変態、死ねっ！」


　何かを振りかぶる奈々の姿。


　直後、水をたっぷり吸って重くなったモップがすさまじい勢いで弘司の顔面に炸さく裂れつした。


　……もう見てないのに。








　　　４




　河川かせん敷じきの道は、夕日に照らされて採れたてのウニみたいな鮮あざやかなオレンジ色に染まっていた。


　アパートへと歩く弘ひろ司しの周りを、美み亜あ、千ち鶴づる、さくらの三人がそれぞれ寄り添うようにして歩いている。傍そばから見れば男一女三の幸せトライアングル状態。世の中の男子の実に九割を敵に回しそうな姿である。


　川の方から少し冷たい風がさらさらと吹き、それに合わせてさくらがかわいらしいくしゃみをした。「くちゅん！」


「さくら、大丈夫？」


「む？　ああ、これくらい平気じゃ。……それより、さっきは本当にすまなかったな。まとめて水で流せば、掃除が早く終わって弘司が助かると思ったのじゃが……」


　しょんぼりと頭を下げるさくらに笑いかける。「それはもういいって」


　──あの後、さくらの術によって水びたしになった教室を片付けることになった。


　原因は結局スプリンクラーの故こ障しようということで結論付けられたのだが、どういうわけかそれが「水みな上かみが雑ぞう巾きんゴルフをやろうとしてモップでスプリンクラーをぶっ叩たたいた」ことによるものだという風説が一瞬にして立ったのだった。


　まあさくらの術やらについて深く追及されるよりは弘司としてはそっちの方が都合がよかったので、あえてそれに反論はしなかったのだが、おかげで奈な々なの視線がひたすら痛かったりもした。


「雑巾ゴルフってあんたねえ……小学生じゃあるまいし」


　その言葉に、美亜といっしょに雑巾野球をやっていた何人かが目を逸そらした。「俺おれたち、小学生……？」おそらくは。


「はあ……まったく、ガキなんだから。とりあえずみんなはもう帰ってくれていいわ。後はあたしたちで何とかしとくから」


「え？　奈々、手伝ってくれるの？」


「しょうがないでしょ。あんたたちだけにやらせるわけにもいかないし。ただしグレートストロングヘルヘヴンパフェにウルトラデラックスハニースイートモンブラン（定価一八〇〇円（税込み））も付けてもらうから」


　……それはすなわち時給一八〇〇円ってことですか？


　ともあれ、奈々が協力してくれたのは大きかった。そのきびきびとした指示と行動のおかげで、後片付けは一時間程度で無事に終了してくれた。これで無む償しようだったら言うことはなかったんだけど。


　そしてこれから部活だという奈々＠おごる約束忘れるんじゃないわよ、と別れ。


　現在、こうしてアパートへと続く道を四人で並んで歩いているのだった。


「夕日がキレイです～」


「うん、なんかおまんじゅうみたいだね」


「たまにはこういうのも、風流じゃな」


　のんきにそんなことを言う三人。色々あったにもかかわらず、元気いっぱいである。


　一方の弘ひろ司しはというと、上じよう司しと部下との板ばさみにあった中間管理職のように、もう心身共にへとへとに疲れきっていた。


　昨日に始まり、ついには学園にまで飛び火してきたトラブル。夜、朝、昼、夕と、昨日からすでに二十四時間くらい連続して気の休まるヒマがない状態が続いている。しかも現在進行形。いくら美み亜あたちといっしょにいること自体は楽しいとはいえ、これでは身体からだが保もたない。弘司のなけなしの体力と精神力は、すでにレッドゲージぎりぎりだった。


　──早くゆっくり休みたい……


　これが弘司の今の一番の望み（切実）である。


　まあでももうすぐアパートに着く。アパートに着けば自分の部屋に戻れるわけで、自分の部屋に戻ればとりあえずは一息つける。夕飯を食べて風呂に入り、麦茶でも飲みながらのんびりごろごろとテレビでも見て英気を養おう──（ちなみに本人は気付いていないが、これらはまんま仕事に疲れたお父さんの、俗に粗大ゴミと呼ばれる行動である）。








　────────と思ったのだが。


「ヒロ、いっしょにオフロ入ろっ！　ほらほら、シャチのハンニバルくんもいるんだよ～」


「弘司さま～、お風呂でしたら、私がお背中を流させてもらいます～」


「む、むう、夫と湯ゆ浴あみを共にするのは妻の嗜たしなみというものじゃ」


　いきなり挫ざ折せつした。


　自分の部屋に戻り、まずは濡ぬれてすっかり冷えてしまった身体からだを温めるためにシャワーを浴びようと風呂場に向かった弘司を待っていたのは……いつの間に侵入（不法です）したのか、バスタオルをまとった美亜（ネコミミ＆シッポありモード。手にはビニール製の巨大なシャチ）、千ち鶴づる（一人だけバスタオルでなく薄い肌はだ襦じゆ袢ばんを装着）、さくら（髪下ろしバージョン）の姿だった。


「……」


　色んな意味で言葉を失う。


　というか冷静に考えてみれば、昨日の展開から、むしろアパートに戻ってからの方が大変だということは分かりきっていたはずなのに。それに気付かなかったのは今日一日の疲れからかそれとも心が現実から逃げていたのか。


　いずれにせよ確かなことは。


「ほら早く～。それでそれで、オフロ出たらわたしの部屋でいっしょに寝よ！」


「ご入浴が終わりましたら、夕食にいたしましょう～。準備は万ばん端たんに整っています～。そして夕食の後は夜よ伽とぎを～……」


「いや、ネコとツルなどは置いておいて儂わしと二人きりで〝らぶらぶたいむ〟を……」


　……まだまだ、この長い長い一日は終わりそうにないってことである。
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　その日もここ数日と同じく、何だか暑苦しい夜だった。


　五月も下旬にさしかかり、さわやかだった春の空気は次第にじめじめむしむしとした梅雨のそれへと変わり始め、昼間の日照時間と反比例して夜間の不快指数ばかりが留まるところを知らずに急上昇を続けている。そんな、夜。


「ふう……」


　毎日欠かさず行っているその日の家計簿記入（一人暮らしの身においてはけっこう重要であり、さぼると月末に泣くことになる）を終えた弘ひろ司しは、うーんと背伸びをしながらちらりと時計を見た。時刻はまもなく今日の終わりを告げようとしている。


「そろそろ来る頃かな……」


　つぶやく。


　その言葉に違たがうことなく、直後に玄関のドアが開く音がした。


「ヒロ～！」


　続いてたたたっという元気な足音。「ヒロ、今日はこのご本読んでっ！」


　ドアの向こうから真夜中だというのにとっても元気なネコマタ娘むすめが姿を現した。ばふっと、ベッドに腰かけていた弘司に飛びつく。


「これこれっ！」


　ミミをぴこぴこシッポをふりふり、一冊の絵本を差し出してくる。


「どれどれ、今日は……『桃もも太た郎ろう』か」


「うんっ。ももたろ～！」


　楽しそうに笑う美み亜あと並んでベッドにうつぶせになる。受け取った本を二人とも見える位置に置き、ハチマキ姿の男の子がイヌ・サル・キジといっしょに歩いている表紙を開いた。


「えっと、むかしむかし、あるところにおじいさんとおばあさんが……」


「どきどき、わくわく」


　ここのところ、美亜は毎晩のように絵本を持ってきては弘司に読むようにせがんでくる。どうも寝る前に何かお話をしてもらわないと眠ねむれない、お子様体質のようなのだ。正直言えばちょっとばかり面倒だけど、きらきらした目で嬉うれしそうに絵本を差し出してくる美亜を見ると、「ま、こういうのもいいかなー」と思ってしまう。


「ヒロ、続き早く早くっ」


「あ、うん。それでおばあさんが桃を割ると中からは──」


　そんな感じに、美亜と並んで『桃太郎』を読んでいると。


「弘ひろ司しさま～。こんばんは、です～」


　再び玄関が開く音がした。


「本日も夜よ伽とぎのために、あなたの千ち鶴づるが参上いたしましたですよ～」


　色々と問題のありまくる台詞せりふとともに現れたのは霊れい鳥ちようお姉さん。千鶴は本を読んでいた弘司の右隣に上がってくると、三つ指をついてぺこりと頭を下げた。


「それでは失礼させていただきますね～」


　そしてそのままぴったりと寄り添うように、弘司の隣で同じようにうつぶせとなる。


　ちなみに千鶴は〝夜伽〟の意味を実に忠実に理解していた。


　まあこの単語には、その、アレな意味もあるのだが、千鶴はそうではなく、本当に辞書通りの意味（夜通し傍そばに付き従うこと）で考えていたのだ。……残念というか一安心というかは微妙なところだけど。


「おや～、今夜もご本を読んでいらっしゃるのですね～」


　にこにこ笑顔で覗のぞき込んでくる千鶴。


「あらあら～、『桃もも太た郎ろう』ですね～。知っていますか～？　実はこのお話に出て来るキジは私と同じ霊鳥で──」


「チヅル、ジャマしないでよ～。今いいところなんだから」


　トリビアな知識を披ひ露ろうする千鶴に、美み亜あがぶ～ぶ～と文句を言う。


「あら～、そんなつもりは～。それとこれもいいですが、どうせご本をお読みになるのでしたら、私のご先祖さまが出て来る『鶴つるの恩返し』をお薦すすめするのですが──」


「だから、チヅル静かに～。それよりはやく続き続きっ」


「はいはい。えっと、お婆ばあさんは桃太郎にキビダンゴを持たせて──」


　美亜に促うながされて続きを読み始める。千鶴も大人おとなしくそれを聞いていた。


　そしてお話が中盤にさしかかったあたりで。


「弘司よ、入るぞ」


　三度、玄関が開く音がした。


「むう、またネコとツルが来ておるのか」


　不機嫌な声とともに、今度は神様幼女が部屋に入ってきた。


「まったく……いっそのこと対妖よう怪かい・対霊れい鳥ちようの結けつ界かいでも張ってやろうか。──む、今日は何を読んでおるのじゃ？」


　弘司の手元に絵本を発見したさくらが、目をきゅぴーんと輝かせる。


　実のところ、この絵本の朗読会を美亜よりも楽しみにしているのがこのさくらだったりするのである。本人は隠しているつもりらしいが、弘司にはバレバレだった。


「ほう、『桃太郎』か。なかなかの有名どころじゃな。ふむふむ、イヌ・サル・キジにキビダンゴを与えて自らの足下に跪ひざまずかせた上に永遠の忠誠を誓わせ下げ僕ぼくにするところか。良いな、儂わしのお気に入りな場面じゃ」


　絵本好きの神様幼女が、ちょっとばっかり誤った注釈を付け加えて、ぴょんと弘ひろ司しの背中に飛び乗った。そこが定位置なのである。


「ね、何でこのイヌさんとサルさんとキジさんは、きびだんごもらったくらいでももたろに大人おとなしく付いていったんだろ～ね？」


　美み亜あが素そ朴ぼくな疑問を口にした。


「きびだんごの中にお金が入ってたのかな？　えっと、そでのした、ってやつ？」


　……桃もも太た郎ろう、贈ぞう賄わい犯はん？　いったいどこでそんな知識を……


「だって、この前テレビでそうゆうのやってたんだもん」


　最近はテレビの前にいる時間が増え、すっかりテレビっ子になっている美亜が言う。


　どうも日に本ほんの色んな意味で過剰すぎるマスメディアは、このイノセントなネコマタ娘むすめにあんまりいい影響を与えていない模様です。


「桃太郎はそういう黒い話じゃなくて……」


　何と説明しようか困っていると、さくらが背中からこう言った。


「ふむ、これはあれじゃろう。おそらく桃太郎は『統ま神と者め』の一族なのじゃろう」


「『統ま神と者め』？」


「うむ、日本には古来よりそういった一族がいたのじゃ。動物や植物、神や魔などの全すべての人外のモノを惹ひきつける異い能のうの力を持った一族。ほれ、他ほかの昔話でも動物などをお供ともにする話は多かろう。それらはほとんどが『統ま神と者め』だろうて」


「へえ……」


　それは初耳である。いや当たり前だけど。


「ま、余談じゃがの。──ほれ、そんなことよりも続きじゃ、続き。これからがいいところなのじゃから」


「はいはい」


　やがてお話は後半に入っていき、クライマックスを迎える。鬼おにと桃太郎の戦い。桃太郎の勝利。宝物を差し出すことを条件に鬼の命を助け、鬼おにヶが島しまを後にする桃太郎たち。


「……というわけで、桃太郎たちは末永く幸せに暮らしましたとさ。おしまい」


　ぱたり、と絵本を閉じる。


　その周りでは。


「……にゃ……」


「あらあら～……す～す～……」


「むにゃむにゃ……」


　美亜たち三人が、気持ち良さそうに寝息を立てていた。


「やれやれ、今日もこのパターンか……」


　苦笑する。


　ここのところいつもこんな感じである。美み亜あが持ってきた絵本を、何だかんだの理由で弘ひろ司しの部屋に集まってくる千ち鶴づるとさくらとをまじえて、四人でいっしょに読む。時間にしてだいたい三十分くらいのことなのだが、読み終わる頃には三人ともぐっすりと眠ねむってしまっているのが常だった。


　弘司を囲むようにしてすやすやと眠る三人。


　その穏やかで安心しきった寝顔を見ていると、どことなく優しい気持ちになってくる。弘司は三人にそれぞれ毛布をかけてやり、電気を消して自分もベッドに横になった。


「おやすみ」


　だれに言うともなくそうつぶやき、そして弘司もまた三人と同じく穏やかな眠りについたのだった────────────────────────


　───────────────────とはいかなかった。


（……）


（……）


（……眠れない）


　弘司はベッドの上でカブトムシのサナギのように身み悶もだえた。


　理由はしごく単純。


　何せ周りを美少女、美女、美幼女に囲まれているのだ。思春期の健全な男子高校生に、これではマムシの生殺しもいいところである。それだけで充分に眠れない理由として成立する。


　加えて。


「う～ん……ヒロ……ダメだよ、そんなこと……」


「あん……お上じよう手ずですね～、弘司さま～……」


「そ、それはできん……いやそういうことはもっと手順を……」


　眠っている三人からは、寝息やら寝言やら衣擦きぬずれの音やら様々なものが聞こえてきて、その度に本人の意志に反して、想像力の翼がフェニックスのようにばたばたと羽ばたくのである。……というかこの三人、どんな夢を見ているんでしょうか？


（うう……）


　こんな状況で眠れるわけがない。


　どうやら明日もまた寝不足になるのは、確実のようだった。


　……ちなみに、これで一週間連続です。








「ふあ……」


　ダイニングのテーブルに腰掛けて、弘司は大きなアクビをした。


「あらあら～、弘ひろ司しさま、眠ねむたそうですね～」


　千ち鶴づるが朝食の準備の手を止めて、ちょこっと眉まゆをひそめる。先にテーブルに着いて一生懸けん命めいにオレンジジュースを飲んでいた美み亜あも、顔を上げて弘司を見た。


「ほんとだ～。なんか不健康なフクロウみたいな顔してるし。眠れなかったの？」


「うん、まあ……」


　眠れなかったというか眠らせてもらえなかったというか。


「ここのところ、ずっとそんな感じですよね～。心配です～。夢む魔まとかは憑ついてはいないみたいですが～……」


「わたしたちが近くにいるんだから、そんなの憑くわけないよ～？」


「そうですよね～。でしたらなぜでしょう……？」


　真剣に悩む千鶴と美亜。いや単純にキミたちのせい（無自覚テンプテーション）だし。


「う～ん、マクラを代えてみるのもいいかもしれませんね～。確か駅前のデパートで三九八〇円（税込み）の磁じ気き安眠マクラが──」


「マタタビとかを使うのもいいかもよ？　あれの匂においを嗅かぐといい気持ちになってリラックスできるから、きっとよく眠れるんじゃないかな──」


　しばらくそんな睡眠談義が続き。


「あ、そだ、そういえば今日のメニューはな～に？」


　美亜が思い出したようにそう言った。


「はい～。え～と、本日のメニューはサンドイッチとポテトサラダと紅茶です～」


　にこやかに答える千鶴。


　美亜たち三人がここ──夕ゆう凪なぎ荘そうにやって来てから早一ヶ月。なんかいつの間にか、食事は弘司の部屋で三人いっしょにするのが通常になってしまっていた。平日は朝と夜。休日は朝昼夜の全部。食事係は千鶴がかって出てくれたため（これも恩返しの一環だそうな）毎回美お味いしい料理を食べることができるのはいいんだが、何だかなし崩くずし的に弘司の生活にこの三人娘むすめが侵食してきているような気がして複雑なところである。


「わ～い。早く食べよ食べよ！」


「はいはい～。少し待っていてくださいね～」


「早く早く～」


　のんびりとテーブルに食器を並べていく千鶴を、美亜がにゃ～にゃ～と急せかす。


　やがて色とりどりのサンドイッチ及びポテトサラダがテーブルに並び、人数分の紅茶が淹いれられた。


「いただきま～すっ！」


「あ、美亜さん。待ってください～」


　目の前にあったハムサンドに電でん光こう石せつ火かのごとき速さで飛びつこうとした美亜を、しかし千鶴が止めた。


「……な～に？」


　すんでのところでお預けをくらってものすごく不満そうな美み亜あ。


「待ってください。まださくらさんが来ていません～」


「え～、さくら～……」美亜がとってもイヤそうな顔をした。「いいよ～。さくらなんか放っておいてわたしたちだけで食べちゃおうよ～」


「ダメです～。お食事は、ちゃんとみなさんがおそろいになってからでなくてはいけません～」


「う～、それはそうなんだけど」


　じたばた。美亜がもどかしそうに身体からだを動かした。「ヒロ～、起こしてきてよ～」


「え、僕？」


「うん」


　いきなり指名されて戸惑う。


「そんな……美亜が行ってくればいいだろ」


「だって、さくらの周りは神気が強いから、あんまり近づきたくないんだもん。……それにさくらもいぢわるだし」


「うーん」


　弘ひろ司しはためらった。何せさくらの寝起きの悪さは天下一品である。『凶きよう悪あく』と言ってもいい。前に一度起こそうとした時には、寝込みを襲った変質者の悪あく霊りようと間違えられて危うく天に還かえされそうになったというビターな記憶がある。


　そういうわけでさくらを起こすのはできれば──というかかなり遠慮したい。


「ヒロ～」


「いや、でも……」


　弘司がしぶっていると。


「う～ん、しょうがないですね～。それでは私が起こしてきます～」


　千鶴がそう名乗り出てくれた。エプロンを付けたまま、とことこと奥にある弘司の寝室へと向かう。


「さくらさん。起きてください。朝ですよ～」


　呼びかける声がかすかに聞こえてくる。


「うう……五う月る蠅さいのぉ」


「起きてください～」


「だからまだ眠ねむいと言っておるだろうが……」


「そんなこと言わずに～。お気持ちは分かりますが、みなさん待っていらっしゃいますよ～」


「ええい、五月蠅い！　そんなこと知らん。儂わしは眠いと言っておるんじゃ！　いいから下がれ！」


「どうしても速やかに起きていただけないんですか～？」


「くどい！　寝ると言ったら寝るんじゃ」


「でしたら、こちらにも考えがありますよ～」


「好きにせい！」


「そうですか～。では好きにさせてもらいます～、うふふ～」


　なにやらぽきぽき、と指を鳴らすような音が聞こえてきた。そして直後──


「う、うははははははは」


　さくらの笑い声が響いてきた。


「ツ、ツル、やめい、儂わしはそこは弱いのじゃ……うは、うははははは」


「あら～、それはよいことを聞きました。ではさらに～」


「あははははははははっ、や、やめ……」


「ほらほら～」


「い、息が、あ、あははははは──」


　しばらくそんなやりとりが続き。


　やがて千ち鶴づるとさくらが奥の部屋から出て来た。


「さくらさん、無事にお目覚めになりましたよ～」


「……（声を出す気力もないらしい）」


　いったい奥で何が行われていたのか、さくらの顔はげっそりとやつれている。髪もぐしゃぐしゃに乱れ、おまけにピンク色のパジャマのボタンが全部外されていてその下の雪のように真っ白な肌が露あらわに────って！


「さ、さくら！」


「……ん」


　慌あわてて指摘するが、なんか魂たましいが抜けてしまったような顔のさくらの反応は鈍い。


「パジャマ、パジャマ！」


「……う、む？」


　冬眠中のクマみたいなとろい動きでさくらの視線が自らの胸元に向けられる。


　そのままたっぷり三十秒は経過。


「………………………………………む？」


　さくらの顔が、ぼんっと真まっ赤かになった。「な、ななななななんじゃこれは!?」


　身体からだの前面を腕で抱かかえてうずくまる。


「み、見るなっ！　見るでないっ！」


　……反応、遅すぎ。





　こうして朝の時間は過ぎていく──








「あらー、弘ひろ司しくん、おはよー」


　朝食を終え、学園へ向かおうとアパートの階段を下りたところで、朝から妙みように明るい声に呼び止められた。


「美み亜あちゃんと千ち鶴づるちゃんとさくらちゃんもいっしょね。うふふ、この女殺し」


「おはよ～、アサヒ」


　美亜がぶんぶんと手を振る。


「うんうん、美亜ちゃんはいつも元気でいいわねえ。それに比べて弘司くん、いい若者がなに死んだ深海魚みたいな目をしてるのよー。お姉さん、ぎょっとしちゃったわよ？」


「……」


　寝不足の身にさらにステキに追い討ちをかけてくれたのは、この夕ゆう凪なぎ荘そうの管理人さんこと穂ほ村むら朝あさ陽ひさん。年ねん齢れい不ふ詳しよう、職業不詳、出身地不詳の謎なぞの人である。


「ほら弘司くん、挨あい拶さつされたらちゃんとお返事しなきゃダメよー」


「……おはようございます」


「ん、よろしい。よくできました」


　にこーと笑う管理人さん。


「で、僕に何か用ですか？」


「ん～、特にこれといった用はないんだけどね」


「はあ……」


　用事がないなら弘司としてはさっさとこの場を離れたかった。あんまり時間があるワケでもないし、そもそもこの人とだらだらと喋しやべっていると大たい抵ていロクなことがないというのは、ここに引っ越してきて一番初めに弘司が学んだことである。


「こらこら、そう焦あせんない。──早い男は嫌われちゃうぞ？」


「……」


　もうほんとカンベンしてください。弘司は泣きそうになった。


「ね～ね～、早いって何が？」


　無む邪じや気きに尋ねてくる美亜はとりあえずスルー。


「……一体、何の用ですか？」


「まあまあ、そんなに時間は取らせないって。ただ弘司くん、ここんとこなんかやけに疲れてるみたいだから。いちおう管理人さんをやってる身としては、ちょっと気になってね」


　真剣な表情になる管理人さん。


　もしかして、弘司の身を気にかけてくれているのだろうか。こう見えて管理人さん、実は気配りの人とか？　さりげない心遣い（推定）に弘司が少しだけジンとしていると。


「ほら、いくら若いからってあんまり夜の運動を激しくやられると近隣の住民に迷めい惑わく──」


「じゃあ、もう僕は行きますんで」


　見直しかけて、ものすごく損した気分だった。というかダメだ、この人。弘ひろ司しは絶望的な気分になった。


「ね～ね～、夜の運動ってな～に？」


　ピュアな瞳で尋ねてくる美み亜あを再度流して、弘司は早足で出た。美亜、千ち鶴づる、さくらもそれに続く。まだ管理人さんが何やら言っていたみたいだったが、キレイさっぱり流れる水のごとくムシさせてもらった。


　ゆえに。


「……ふむ。もうそろそろ、かな」


　最後に管理人さんがそうぼそりとつぶやいたことにも、全く気付かなかった。
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　五月もまもなく下旬に入ろうとするこの時期になると、降り注ぐ陽射しは朝といえでもそれなりにきつい。


　おまけに学園へと続く長い長い坂道は、そこを歩く者から体力を着実に奪い取り、遅刻ぎりぎりにやって来る者からは「何とか間に合わせよう！」とする気力すら奪い取ることで有名である。


　そんな地じ獄ごくの坂道を、左腕に美亜・右腕に千鶴・背中にさくら（おんぶ）という周囲の視線をこれでもかってくらいに集めるフォーメーションでえっちらおっちらと上っていき、下げ駄た箱ばこのところでいったん千鶴・さくらとは別れ、美亜が「んしょんしょ」と上うわ履ばきに履はき替えるのを待っていた弘司（午前中の体力配分の七十五パーセントをすでに消費）は、


「あんた、朝っぱらから死にかけたグールみたいな顔してるわねー」


　いきなりそんなとんでもなく失礼な言葉を投げかけられた。


　出所は、いちいち確認しなくとももう分かりきっている。こんなことを平気で言ってくるような知り合いは、弘司には一人しかいない。


「奈な々な……」


「おはよっ、ナナ！」


「おはよ、美亜ちゃん」


　元気な美亜の挨あい拶さつに、奈々が笑顔で返す。


「ほら、あんたも挨拶くらいちゃんとしなさいよ。朝からかわいい幼おさな馴な染じみに声をかけられて嬉うれしいでしょ？　ていうか、嬉しくなきゃ男としてなんか間違ってるわ」


「……オハヨウ」


　相変わらずの幼おさな馴な染じみに、適当に返事をする。


「もー、何よそのやる気のない、いかにもとってつけたような適当な挨あい拶さつは……って、なんか、ほんとに体調悪そうね」


　奈々の表情が微妙に曇った。


「体調悪いっていうか、ちょっと寝不足で。ふあ……」


「……寝不足？」


　なぜかそこでちらりと美み亜あの方を見る奈々。ちょうどいいタイミングで、美亜もふぁ～とアクビをした。


「……」


「……」


「……ほどほどにね」


　ぽん。肩に手が置かれる。


　いや、どうしてそんな全すべてを悟さとった聖人みたいな顔をするんですか。


「奈な々な、何かすごい勘かん違いしてない……？」


「してないわよ。……ただ、弘司もあたしの知らないうちに大人になってたんだなあ、って思っただけ」


　遠い目になる奈々。「こうして少年は男になっていくのね。時と間きの流れって残酷だわ……」


「……」


　勘違いしている。絶対に確実に間違いなく、勘違いしまくっている。


「そ、そうじゃなくてさ……」


　ここでしっかり訂正しておかないと、後々ものすごーく大変なことになりそうな気がするので、弘司は必死になって説明をしようとして。


「……ぷっ」


　と、奈々が吹きだした。「──な～んてね」


「へ？」


「冗じよう談だんだってば。あはは、弘司にそんな甲か斐い性しようがあるわけないじゃん。近くにこんなかわいい幼馴染みがいるのに十年以上も手一つ出せないやつなのに。あんたもそんな必死になって言い訳しなくてもいいのに。うんうん、だいじょぶよ。あんたのダメっぷりはあたしが一番よく分かってるから」


　……とてつもなくヤな信頼である。


「どうせお嫁よめさんとかご主人様とか妻とか言ったって、美亜ちゃんたちが何か勘違いしてるだけなんでしょ？」


　にっこりと美亜の方を向く。「美亜ちゃんも、弘司なんかが相手じゃイヤよね～？」


「にゃ？」


「──ま、何だかんだいってそんなことあり得ないか。美み亜あちゃんたちの傍そばに弘ひろ司しがいるだけで違和感があるのに、ましてやいっしょのベッドで寝てる光景なんて、世界が滅んでも想像できないわよね」


　ひどい言われようだった。ほんとこの幼おさな馴な染じみは人のことを何だと思っているのか……


　そのことについては言いたいことが山ほどあったけど、でもまあなんかいい具合に勝手に納得してくれているようなので、ここはとりあえず放っておくのが吉きちなんだろうなーと考えたのだが。


「ん～、ナナの言ってることはよく分かんないけど……」


　美亜は目をぱちくりさせて。


「わたし、ヒロといっしょに寝てるよ？」


　世界を滅ぼす一言を口にした。


「み、美亜っ!?」


「ヒロのベッドの中が一番落ち着くんだ～。えへへ」


　ごろごろと、頰ほおをすり寄せてくる美亜。


　ぴきり。


　奈な々なの笑顔がシベリアの永久凍とう土どみたいに凍こおりつく。


「い、いや奈々、これは……」


「…………何か、言い訳があるんならいちおう聞いてあげる。聞くだけだけど」


　奈々がこっちを見た。ものすごく蔑さげすんだ、カラスも食べない腐くさった生ゴミを見るような目だった。


「ち、違うんだよ。確かにそういうこともあったけど、それはその時たまたま美亜がウチに来てて……」


「たまたまって、何で美亜ちゃんがあんたの家に来るわけ？」


「え、だって美亜は隣に住んでるんだし……」


「隣に、住んでる？」


「──あ」


　ざっくりと、大きな墓穴を掘った音が聞こえた気がしました。


　奈々が鎌かま倉くらの仁に王おう像ぞうみたいに眉まゆを吊つり上げた。


「ちょっとそれどういうこと？　美亜ちゃんが隣に住んでるなんて話、あたし聞いたことないわよ！」


「あ、ええとそれは──」


　そりゃあ言ってないんだから当然である。


「あんた……隠してたわね」


「え、いや」


　バレバレだった。


「ちょっと前から毎朝必ず美み亜あちゃんといっしょに登校してくるからおかしいとは思ってたんだけど……。ん、待てよ。あんた、千ち鶴づるさんとさくらちゃんともいっしょに来てたわよね。それってもしかして……」


　とてつもない勘かんの良さ（もはや野生のそれである）を発揮して、奈な々なが迫る。


「あー、えー、それは……」


「うん、そだよ」


　目を逸そらしまくる弘ひろ司しに代わって、ネコマタ娘むすめがひじょーに余計なことを口走ってくれた。


「わたしだけじゃなくて、チヅルとさくらもおんなじところに住んでるよ。……ヒロの隣は、わたしだけでい～のに」


「──んなっ!?（絶句）」


「み、美亜！」


　倒れそうになった。


　恐る恐る奈々の顔を見る。


　こんな美お味いしいエサにこの飢うえたアオザメのような幼おさな馴な染じみがフィッシュオンしないはずがなく、またハーレムだなんだと騒ぎ出すのではないかと思ったのだが。


（……あれ？）


　奈々は黙ったままだった。


　それどころか、何か苦にが虫むしを嚙み潰つぶした挙句飲み込むのに失敗して奥歯に引っかかったような、複雑そうな顔をしていた。


「奈々、さん……？」


「え？　あ、うん」


　嵐の前の静けさなんだろうかと恐る恐る弘司が顔を上げると、奈々は気を取り直したようにいつものイタズラっぽい顔へと戻った。


「ま、まったく、あんたもやるわね。あたしに黙ってそんなハーレムもどきを作ってるなんて。隠してたのはちょーっと気に入らないけど、まあ相そう思し相そう愛あいってなら認めてあげるわ。せっかく来た春なんだから、せいぜい楽しくやんなさい。──おっと、そういえばあたしちょっとマウンテンゴリラに呼ばれてたんだったわ。んじゃ、お先」


　そう一気にまくしたてて、奈々は走って行ってしまった。なんか様子がヘンだなーとは思いつつもここで余計なことを言って美亜たちとのことを深く突っ込まれたくなかったので、弘司は黙ってその後ろ姿を見送った。


「ナナ、どしたんだろね？」


「うーん……」


　謎なぞである。奈な々なが理解不能or困難な行動をとること自体は珍しくないが、今日のアレはどこか違う気がした。


「……ま、大したことじゃないとは思うけど」


「そうなのかな～？」


　美み亜あは不思議そうに首をひねっていたが。


「……そういえばヒロ、そんなに具合悪いの？」


「え？」


「ナナも言ってたけど……なんかアメフラシみたいに青い顔してるよ？」


　少し心配そうに弘ひろ司しの顔を見上げる。


「そんなに具合悪そうに見えるかな……」


　確かに連日の寝不足のうえに、五月のクセに朝から異常に暑いこの気候、地じ獄ごくの坂道、さらには奈々の鋭い突っ込みまでもが加わって、弘司はかなーり疲れてはいたが（午前中の体力配分の八十九パーセントを消しよう耗もう。まだ一時間目も始まっていないのに）、それでもそこまで心配されるほどのものとは思えなかったのだが。


「本当です～、何だかさらに顔色が悪くなっています～」


「貧血か？」


　上うわ履ばきに履はき替えた千ち鶴づるとさくらも合流するなりそんなことを言う。


「大丈夫。暑くてちょっと疲れただけだと思うから──」


「いけません～」


　千鶴がちょっと厳しい声になった


「疲労をなめてはいけません～。疲労は蓄積すると過労になって、過労は放っておくと過労死につながるのです～」


「は、はあ」


　ちょっと顔色が悪いくらいでかなり飛躍しすぎな気もしますが。


「これは何とかしないといけませんね～」


「う～ん、疲れたんなら、休めばい～んじゃないのかな？」


　美亜が言う。


「ご休きゆう憩けいですか～、なるほど～」


「身体からだを休めるのならば、確か保健室というのがあったと思うのだが……」


「それです～」


　さくらの一言に千鶴がぽん、と胸の前で両の手のひら合わせ、そしてくるりと弘司の方を向いた。


「というわけで、今から保健室へ行きましょう～。先手必勝です～」


「え？」


「うむ、それが良いだろうな」


「決まりだねっ」


　何やら弘ひろ司しを置いてけぼりにしたまま、勝手に話がまとまってしまったようだった。


「はい、行きますよ～」


「ほら、大人おとなしくせい」


「保健室、ご～ご～！」


「ちょ、ちょっと……」


　半ば引きずられるようにして、弘司は保健室へと連れていかれることとなった。


　だ、だからそんな大おお事ごとにするようなことじゃないのに！





　その頃。


　弘司と美み亜あのもとから走り去った奈な々なは、人ひと気けのない非常階段で一人たたずんでいた。


「別に、マウンテンゴリラに呼ばれてなんかなかったのに……」


　胸に手を当てて、ぼそりとつぶやく。


「……何だろ。なんか、面白くない」








　というわけで連れて来られた保健室だったが。


　見事なまでに無人だった。


「だれもいないね～」


　潰つぶれた病院みたいにしーんと静まり返っている保健室を見渡して、美亜がつぶやく。


　ドアのところにかけられていた『準備中』のフダを見た時から予想はできていたが、やっぱり中にもだれもいなかった。生徒はともかくとして、基本的に始業の一時間前から常じよう駐ちゆうしていなければならないはずの養護教きよう諭ゆの姿すらない。


　とはいえ、これは別に驚くようなことでもなかった。養護教諭は名前を香こう咲さきというのだが、そのモットーが『独立独歩』『自分のことは自分で』『自由放任』『狼おおかみは生きろ！　豚ぶたは死ね！』というここの保健室では、これがデフォルトなのである。実際弘司も、ここに香咲がいたところをほとんど見たことがない。


　部屋の隅にある薬品棚とベッドには『ご自由にお使いください。ただし一つのベッドを特定の目的をもって二人以上で使用することは不可です。使用が判明した場合、痕こん跡せきからどこまでも追つい跡せきして私自ら必ず犯人を処刑しますのであしからず』の文字。その横にある壁には、『自分たちではどうにもできない重病人の場合はここにご連絡ください』と書かれた紙が貼はり付けられていた。ちなみに連絡先は一一九番。……なんかもう、全すべてにおいてダメダメである。


「ほんとにだれもいませんね～。まあいないのならしかたありません～。ご自由にと書いてありますから、ここは私たちだけで何とかしましょう～」


「そうじゃの。薬の類たぐいは揃そろっておるようじゃし、儂わしらで看かん病びようをするとしようぞ」


「看病か～。──あ、そ～いえばっ」


　美み亜あが何かを思い出したかのように声を上げた。


「ねね、チヅル、さくら、ちょっとちょっと──」


「はい～？」


「何じゃ？」


　美み亜あに手招きされて、千ち鶴づるとさくらが部屋の隅に集まる。どうも三人で何やらごにょごにょと相談しているようだ。


「……って、この前、アサヒから聞いたよ。ひそひそ──」


「そうですね～、そのお話は私も聞いたことがあります。ぼそぼそ──」


「……そういうものなのか？　まあそれが現代の規範だというのなら従うまでだが……。ごにょごにょ──」


　何やら、そんな声がかすかに聞こえてきた。


　やがて話がまとまったのか、美亜がくるりと弘ひろ司しの方を向く。


「ヒロ、ちょっと待っててね。わたしたちですぐに治してあげるからっ」


「治す？」


「うん、そ。ヒロはそこで横になってて。どっか行っちゃダメだよ？」


「ではまた後ほど～。私が戻るまでどうかご無事で～」


「安静にしているのじゃぞ」


　ベッドの一つに弘司を寝かせ、しゃっとカーテンが引かれる。


　いったい何する気なんだろ……。


　カーテンの向こうではごそごそと何かをやっている音。


　そこはかとない不安が胸をよぎる。何せあの三人（イノセントネコマタ娘むすめ、天然霊れい鳥ちようお姉さん、箱入り神様幼女）のやることだし……


　それから少しして、三人は戻ってきた。


　……その身に、ピンク色のナース服をまとって。


「……」


　言葉がなかった。


　いやもうこういう場合、何を突っ込めばいいんだか何から突っ込めばいいんだかそもそも突っ込んでもいいんだか、さっぱりである。


　啞あ然ぜんとする弘司に、だが美亜たちは真ま面じ目めな顔をしてこう言い放ったのだった。


「人間界では、病気の人を看病する時にはこ～ゆ～かっこをするって決まってるんだよね？」


「どうですか～、似合いますか～？」


「現代の看かん病びよう時の正装というのか？　しかしそれにしてはやけに裾すそが短いような気も……」


　看病と看護師に対する、明らかに誤った認識だった。というかある意味冒ぼう瀆とくですらある。情報の伝達元についてはさっきの会話からだいたい想像はつくのだが……でも、そんな派手なピンク色の看護服モドキ（しかもスカート丈たけムダに短し）をどこで入手してきたのかはかなり謎なぞである。


「え？　そこのロッカーにたくさん入ってたよ？」


　尋ねると、美み亜あはあっさりとそう答えた。……たくさん？


「さすがは保健室ですね～。こんなにたくさんの看護服が常備されているなんて～」


「きっとここの主あるじは優秀な人材なのだろうな」


　たぶん、間違いなくかなりのダメ人間です。


「さてさて～、そんなに時間もありませんので、それではさっそく看病を始めましょう～。ええと、まずは～」


「こういう場合は熱があるかないかを計るのが第一じゃな。どれ」


　さくらがその小さな手を弘ひろ司しの額ひたいに当てる。さくらの手はひんやりとしていて少し気持ちがいい。「ふむ、どうやら熱はないよう──」


「え～、そんな計り方じゃ分かんないよ～」


　言いかけたさくらに、美亜が異論を唱えた。「もっとちゃんと計らないとっ」


「む、ネコめ、儂わしのやり方に文句をつけるというのか？」


「そうじゃなくて～。手とおでこじゃ温度が違うでしょ？　それだと手が冷たかった場合、熱があるみたいに感じちゃうんじゃないかな？　やっぱりおんなじ温度のところで計らないと熱があるかって分かんないと思うよ」


「ふむ、なるほど……」


　よく考えれば胡散うさん臭くさいことこの上ない理屈なんだが、ぱっと聞いた分には何となく納得してしまいそうな内容である。そしてこの神様幼女は案外単純なのだった。


「……確かにそれも一理あるな」


「でしょ？　だから今度はわたしが計ってみるねっ」


　そう言うなり美亜は弘司の顔を両手で挟はさむと。


　ぴと。


　いきなりオデコとオデコをくっつけた。


「!?」


[image: ]


　美亜のあどけない顔が、吐と息いきが感じられるくらいの近距離まで迫る。


　顔の周りを中心として、一気に体温が滝たきを登る鯉こいのごとく上がっていくのが自分でも分かった。


「ほらやっぱり～。さくら、ちゃんと計った？　なんか熱いよ？」


「なに？　そんなはずは。さっきは確かに……」


　さくらが首をひねる。


「う～ん、でしたら私も計ってみますね～。弘ひろ司しさま、失礼します～」


　そう言って弘司の手を取る千ち鶴づる。安心させるかのようににっこりと笑う。そして何を考えているのか、おもむろにその手をナース服の隙すき間まから胸元に滑すべり込ませた。


「なっ!?」


　手の先に、マシュマロのような柔らかい感触。こ、これって!?


　そこにあるモノを認識して、瞬間的に全身の血がぼこぼこっと沸ふつ騰とうした。超急速強制沸ふつ騰とうだった。


「あら～」


　千鶴の表情が微妙に厳けわしいものになる。


「これは……だいぶ熱がありますね～。というか現在進行形でぐんぐんと上がっているような～。早く冷まさないと危ないかもしれないです～」


　い、いや、明らかに計り方に問題があるような気がしてならないのですが。


「ヒ、ヒロ、だいじょぶなのっ？」


「むう……いかんな。手っ取り早く熱を下げるには、とにかく身体からだを冷やすのがいいと聞くが……」


　さくらが難しい顔で腕を組む。


「身体からだを冷やす……」


「お洋服があったら、やっぱり体温が上がりますよね～」


「衣服には内部からの熱の放散を防ぎ外部からの冷気の侵入を防ぐ役割がある」


　ということは。


　じぃ～っ。


　三人の視線が弘ひろ司しの制服上下に集中した。……あ、なんかすっごくヤな予感。


　本能的にその場から逃げ出そうとした弘司の腕が、三人にがっちりと摑つかまれた。


「ヒロ」


「お洋服を～」


「脱ぐべきじゃ」


「や、やっぱり！」


　三人がムリヤリ服を脱がそうと迫ってくる。


「ヒロ、大人おとなしくして。ヒロのためなんだからっ」


「あの体温の上昇具合は普通じゃありません～。早く下げないと大変なことになります～」


「ほれ、いいから儂わしらの言う通りにせい」


　あれよという間にシャツを脱がされ上半身ハダカになり、とうとう三人の手がズボンのベルトにかかろうとするのを見て、弘司は悟さとった。この三人、本気だ！


「ちょ、ちょっと待って！」


　上はともかくとしても下だけは何としても死守しなければならない。弘司は迫ってくる三人の手を必死に振り払った。


「にゃっ！」


「あら～！」


「む、むう」


　振り払った反動で、美み亜あたちがベッドに倒れこんだ。しまった、あんまり必死だったのでちょっと力入れすぎたかな……


「ご、ごめん、ちょっと力が入りすぎ──」


　慌あわてて起こそうとしたその瞬間。


「弘司、大丈夫なの!?」


　がらり。唐とう突とつに保健室のドアが開かれ、その向こうから慌てたような表情の奈な々なが飛び込んできた。


「なんか保健室に担かつぎ込まれたって聞いたんだけど、そんなに体調わる──」


　言葉が止まった。


　上半身ハダカでズボンのベルトが外れかけた弘司。


　ベッドの上にはナース服姿の美み亜あ、千ち鶴づる、さくらの三人。しかもスカートの裾すそが微妙に乱れていたりなんかして。


「……」


「……」


「い、いや奈な々なこれは」


「あ、あんた……そこ動くなっ！」


　客観的状況から瞬時に事情を誤認したとみられる奈々は、獲物を見付けたドーベルマンみたいなものすごい勢いで弘ひろ司しのもとへと駆かけ寄ってくると、


「体調が悪いとかウソ吐ついて美亜ちゃんたちを保健室に連れ込むなんて……こ、この変態、犯罪者、死ねっ！」


「ご、誤解──」


　弘司の弁解の言葉を全く待たずに、一いち分ぶの躊躇ためらいもなく、体重の乗ったすさまじい後ろ回し蹴げりを弘司の顔面に炸さく裂れつさせた。


　ごきょっ、という鈍い音。


　弘司の身体からだは猛もう牛ぎゆうの突撃を食らったかのようにきりきりと回転しながら宙を舞い、跳躍に失敗したカエルみたいにそのままべちゃりと床に落ちた。ついでに意識もオチた。


「ふーふー……」


　そんな弘司を鼻息荒く見下ろして、奈々が一言。


「……これはもう、抜本的なところからの調査が必要みたいね」





　──結局その日の午前中いっぱい、弘司は保健室で過ごすこととなった。








　　　２




　さて、その翌日の放課後。


　特にやることもなかった弘司は、左に美み亜あ・右に千ち鶴づる・背中にさくらといういつもの幸せフォーメーションで下校の途とについていたのだが。


「……えーと」


　なぜかそこには奈々（帰り道反対方向）の姿があった。「……何で、いるの？」


　弘司の言葉に、奈々がぎろり。


「なによ、あたしがいちゃ悪いって言うの？　ええ、そりゃあんたとしてはハーレムを邪じや魔まされるのは都合が悪いでしょうけど」


「悪いっていうか……奈々、部活は？」


「今日は休み」


「え、そうだっけ？」


「そうよ、自主休暇。機嫌が悪いから」


「……」


　いや普通そういう時って気分が悪いからとか言うんじゃないかなーとも思ったりもしたが、明らかにヤブヘビになりそうなのは目に見えていたので、黙秘した。


「ん～とね、奈な々なが制服をくれるんだって」


　美み亜あが横からそう付け加えた。


「制服？」


「うん。何だっけ、なつふく？」


「そうよ。美亜ちゃん、制服は冬服しか持ってないっていうから、あたしがもう着られなくなった夏服をあげるの」


　奈々が手に持っていた大きな紙袋を掲げる。


　確かに美亜は夏服を持っていない。というかそもそも冬服をどこから入手してきたのかも果てしなく疑問なのである。尋ねても「ん～、秘密だよ♪」としか答えてくれなかった。


　なので奈々が夏服をくれるというのなら、それはそれで色々と助かるのは事実である。


　ただ一つ、ちょっとだけ疑問があった。


「着られないって、奈々、去年買ったばっかりなのに？」


　その何気ない疑問に、ぴきーんと奈々が反応した。


「な、なに、あたしが太ったとでもいうっての？」


「え？」


　だれもそんなこと一言も……


「太ったんじゃなくて、単に背が伸びたから小さくなって着られなくなっただけよ！　せ、成長期なのよ！」


「わ、分かってるって」


　勝手に勘かん違いする奈々をなだめる。


「……わ、分かってるならいいわ。ご、ごほん、とにかくそういうわけよ。美亜ちゃんはあたしより背が低いから、ちょうどいいかなと思ったの。で、とりあえず試着してもらうためにこれから美亜ちゃんの部屋に行くってわけ。…………あんたの部屋の隣のね」


「な、なるほど」


　なんかまだ色々と根に持っているらしいが、とりあえず事情は飲み込めた。でも──


「それなら美亜が奈々の家に行けばよかったんじゃないの？　そうすればわざわざ制服を学園にまで持ってこなくてもすんだのに」


「う……」


　奈な々なが言葉につまる。


「普段は殴なぐりたくなるくらい鈍いクセに、どうしてこういうどうでもいいところでムダに鋭いんだろ……」


「ん、なんか言った？」


「な、何でもないわよ。それより、そんなの別にどうでもいいでしょ。美み亜あちゃんの部屋に行ってみたかったのよ。…………それとも何？　あたしが美亜ちゃんのとこに行っちゃいけないって言うの？　あんたの愛の巣に土足で踏み入るなと？」


「ち、違うって」


　いつにも増してオオカミみたいに好戦的な奈々。なんかヤなことでもあったのかな……


「なら異存はないわね。だったら早く行きましょ」


　かつん、とローファーを鳴らしてずんずんと前に出る。


「あ、奈々」


「何よ？　まだなんかあるわけ？」


「そういうわけじゃなくて……」


「？　言いたいことがあるならはっきり言いなさいよ」


「道、そっちじゃないから」


「……っ」


　どごっ。


　直後、顔を真まっ赤かにした奈々に、なぜか蹴けりを入れられました。








「──で、どうしてこんなことになってるんだろう」


　自室の客間のテーブルに腰を下ろし、弘ひろ司しはつぶやいた。


「わ～、これが夏服なんだ～」


「うん、とりあえずサイズがちょっと違う二着を持ってきたんだけど。両方着てみるでしょ？」


「うんっ、着る着る！」


「え～と、奈々さんは日本茶でよろしいですか～？」


「あ、うん。ありがと」


「さくらさんはいつも通りホットミルクで～？」


「うむ、ごくろう」


　なぜか当然のように二〇三号室（弘司の部屋）に集結している美亜、千ち鶴づる、さくら、奈々を見て、弘司は心の底から謎なぞに思った。「……だから、何でこんなことに？」


「ん、何がよ？」


　奈々が日本茶をすすりながら、弘司を見る。


「いや……奈な々なは美み亜あの部屋に行くんじゃなかったんだっけ？」


「あー、そういえばそういう話もあったわね」


「あったわねって……」


　すでにして過去形になっています。


「だって美亜ちゃんがあんたの部屋の方がいいって言うんだもん。いいでしょ、別に？　…………お隣さんなんだしね」


「そ、それは……。でも──」


「はいはい、男なんだから細かいことは気にしない。それより、これから美亜ちゃんが着替えるからあんたはちょっと外に出てなさいよ」


　奈々がしっしっと手で追い払う。


「いや、ここ僕の部屋なんだけど……」


「何よ、美亜ちゃんの着替えを覗のぞく気？　へえ……あたしの前でそんなセクハラ行為に出ようなんていい度胸してるじゃない」


「……分かりました」


　客に追い払われる家主の図。


　微妙にやるせない気分で自室へと向かおうとした弘ひろ司しに、奈々の声が飛んだ。


「──って、どこ行くのよ？　そっちじゃないでしょ」


「え？」


「あんたはこっち」


　びっ、と玄関の方を指差す奈々。


　美亜は客間で着替えるのだろうから、そこから出ていけば十分だろうと弘司は考えたのだが、どうも奈々はこの二〇三号室自体から出ていけと言っているらしい。


「中にいたらあんたが覗くかもしれないでしょ」


「そ、そんなこと──」


「しないって言い切れるの？　……あんたには、昨日の保健室の一件っていう前科があるんだから」


「う……」


　あれは全くの誤解なのに……という意見は見事なまでに黙殺され、弘司は半ば放り出されるように玄関から外へと出された。ばたりとドアが閉じられる。続いてかちゃんと鍵とチェーンのかかる音。


「……」


　……いや。


　ほんと、何でこんなことになっているんだろう。


　学園から帰ってくるなり制服を着替えるヒマすら与えられずに自部屋から閉め出され通路でたたずんでいるという今の状況。確かに昨日の件があるとはいえ、不条理である。何をどう考えても明らかに不条理である。


　ひゅー、と、五月なのになぜか冷たい隙すき間ま風が廊下を薙ないだ。


　ドアの前で体育座りをしながら弘ひろ司しは我が身の不運を呪のろった。というか奈な々なを呪った。


「……うう、奈々のアホ」


　しばらく（十五分くらい）して、中から奈々の声が響いた。


「はい、もう入っていいわよ」


「だから、ここ僕の部屋なのに……」


　見事なまでに主導権を握られている現状に果てしないやるせなさを感じながら、すごすごと弘司が部屋へと入っていくと。


「あ、ヒロ、見て見てっ！」


　客間には、夏服姿で楽しそうにくるくると回る美み亜あの姿があった。「どう、似合う？　かわいい？」


「へえ……」


　冬服よりも布地が薄く活動的な夏服は、この元気いっぱいなネコマタ娘むすめにとてもよく似合っていた。


「美亜ちゃん、大きさはどう？」


「うん、だいたいだいじょぶだよ。いい感じ♪」


「そ。なら持ってきた甲か斐いがあったわ」


　奈々が満足そうにうなずく。


「あら～、いいですね～。私も欲しいです～」


「確かにの。そろそろこの冬服では暑くなってきたところじゃし……」


　ご機嫌に夏服を見せびらかす美亜を見て、千ち鶴づるとさくらが羨うらやましそうに言った。


「あー、ごめんね。できれば二人にもあげたいとこなんだけど、千鶴さんとさくらちゃんじゃたぶん、大きさが合わないと思うんだ」


　長身の千鶴とちんまいさくら。確かに奈々とはサイズが全然違う。


「あらあら～」


「むう」


「その点、美亜ちゃんは背とかがだいたい去年のあたしと同じくらいだから。ね、美亜ちゃん」


「うんっ。あ、でも──」


「ん？」


「胸のところが、ちょっときついかも」


　ぴきーん。


　美亜がもらしたその何気ない一言に、部屋の空気──というより奈々の空気が戦場みたいに張り詰めたものになった。


　奈な々なと美み亜あ。


　この二人、身長・体格・体重こそはほとんど変わらないものの、一つだけ大きく異なっている部分がある。


　それがすなわち──


「──っ」


　奈々（Ｂ）が歯嚙がみする。それを見て「うにゃ？」と首をひねる美亜（Ｃ）。自覚がないので怒るに怒れないのである。


　なので。


「え、えっと奈々。その、成長期には人それぞれ個人差があって──」


　弘ひろ司しとしては、落ち込む幼おさな馴な染じみをフォローしたつもりだったのだが。


「う、うるさいっ！」


　どぐし。


　奈々の前蹴げりが弘司のみぞおちに真まっ直すぐに突き刺さった。








　考えてみれば、引っ越して以来、奈々が弘司の部屋に来るのはこれが初めてだった。


　引っ越してしばらくの間は生活に慣れるまで色々と大変でだれかを呼ぶどころじゃなかったし、美亜たちがやって来てからは、むしろだれかを呼ぶことはかなり積極的に避けたい状況になっている。特に奈々など論外だった。ピンの取れた手しゆ榴りゆう弾だんを自分から懐ふところに入れたがる人間なんていないってことである。


「ふうん……思ったよりもきれいにしてるのね」


　なので夏服の試着会がとりあえず一段落したところで、いきなり奈々の部屋チェックが始まったとしても、別に驚くことではなかったりもした。


「絢あやちゃんがいないと新種の蟲むしでも生まれかねない荒廃した生活っぷりになるんじゃないかって心配だったけど……」


　きゅっきゅっと、姑しゆうとめのように窓枠に指を滑すべらせてホコリのたまり具合を見る奈々。「案外だいじょうぶなのねー、激しく意外だわ」


「む」


　相変わらずの失礼な台詞せりふに弘司はちょっと憮ぶ然ぜんとした。いくら何でもそこまではひどくない。


　それに加え。


「え～と、弘司さまのお部屋のお掃除は、私がやらせていただいておりますです～」


　という事情もあったりする。


　なんでも炊すい事じ洗濯掃除は恩返しの基本中の基本であり、「できない鶴つるはダメ鶴です～」とのことらしい。


「千ち鶴づるさん……が？」


「ええ～、私の目の黒い内はこのお部屋にゴミやホコリの類たぐいは積もらせませんですよ～」


　千鶴がその沖おき縄なわ産パイナップルのように大きな胸（Ｄ）を得意げに張った。


「う、大きい……」


　奈な々なの羨うらやむような視線が一瞬、そこに注がれる。どうも胸に対してはけっこうなコンプレックスがあるみたいだった。「で、でも、胸は大きさだけが全すべてじゃないんだから……」


「ん、何か言った？」


　ぼそりと声が聞こえたような気がしたのでそう尋ねると、奈々はラディッシュみたいに顔を真まっ赤かにした。


「な、何でもないわよ。────そ、それより、へえ、そうなんだ。千鶴さんが、ね……」


「？」


「ふう、まあいいけどさ……」


　軽いため息を吐つきつつ、奈々は洗面所の方へと歩いていく。次はそっちをチェックするつもりらしい。


「目立つ水アカ、カビはなし、と……」


　洗面台にちらりと目を遣やってそうつぶやき、そのまま風呂場に入ろうとする。しかし戸を開けたところでいきなりぴたりと立ち止まった。


「……ええと、このばかでかいシャチはなにかしら？」


「その子は、ハンニバルくんだよっ！」


　美み亜あが即座に返事をした。


「は？」


「だから、ハンニバルくんだってば。いつもいっしょに遊んでるんだよ。ばしゃばしゃ～ばしゃ～って」


「……えーと」


　ますます怪け訝げんな表情になる奈々に、弘ひろ司しは説明した。


「それ、美亜のお気に入りらしいんだ。お風呂用の」


「ああナルホド、お風呂の……」


　奈々は一瞬納得しかけて。


「……って、ちょっと待った。何で美亜ちゃんのお風呂用シャチがあんたの部屋にあるのよ！　──まさかあんた!?」


「ち、違う違う！」


　奈々の想像していることはだいたい分かったので、慌あわてて否定した。「ハンニバルくんはただ置いてあるだけで──」


　いつだったか一回危あぶなかったことはあったが、今のところフロだけは最後の一線として独立地帯を保っている。ただ自分たちの部屋にもフロはあるにもかかわらず、美み亜あたちはなぜかわざわざ弘ひろ司しの部屋のフロに入りにくるのであり、その結果として美亜のハンニバルくんもここに常備されているのだった。


「…………まあ、別にいいけどね。別にあんたが何してようと──例え美亜ちゃんといっしょにお風呂に入って背中を流させたり身体からだを洗わせたり、口ではとても言えないようなことをしたりしてても──そんなのあたしには関係ないから。ええ、これっぽっちも全然全く完かん膚ぷなきまでに関係ないわ」


　明らかに信用していない目で奈な々なが言う。いやその割にはものすごい殺気を感じるんですが。コ、コワイ……


「次、行くわよ」


　どすどすどすどす。


　足音も荒く今度は台所へと移動する奈々。それに合わせて周囲の家具がぐらぐらと揺れた。


「……こっちも、きれいね」


　微妙に不満そうな顔をして、台所の備品を一つずつごそごそと検分していく。冷蔵庫、冷凍庫、ガスコンロに流し場。こういうところは実にマメな幼おさな馴な染じみである。そして食器棚にさしかかった辺りで。


「あれ？　あんた、こんな変なマグカップ、持ってたっけ？」


　戸棚の奥の方に置かれていたカップを目ざとく見付け、奈々が首をひねった。


「ああ、それは……」


「それは儂わしのじゃ」


　さくらが手を上げる。


「……さくらちゃんの？」


「うむ」


　さくらがうなずく。


　ブサイクなパンダのイラストが描かれたそのカップは、「神たる儂がネコやツルと同じものを使うなどあり得ん！」と言って、さくらが（弘司のお小こ遣づかいで）買ってきたものだった。


「どうじゃ、らぶりーじゃろ？　この目元の垂れ下がり具合が何とも言えん。ふふ」


　愛いとおしそうにパンダを眺めるさくら。神様の美的感覚は少しばかり（……かなり？）一般人とは異なっているらしい。そういえば前に、テレビの北極特集に出てきたウエッデルアザラシ（体長二メートル体重二〇〇キロ）を見てうっとり顔で「ぷりてぃーじゃ……」なんて言ってたこともあったような。


　そんなさくらを見て、奈々が小さく息を吐はいた。


「ふぅ……今度はさくらちゃん、か。────なんかもう三人とも、すっかり馴な染じんでるのね……」


「？　それ、どういう意味？」


　奈な々なは小さく頭を振った。


「……ううん、何でもない。気にしないで」


　そうは言うものの、奈々の顔はどこか寂しげに見えた。どうしたんだろ？


　弘ひろ司しが不思議に思っていると、奈々がちらりと壁にかけてある時計を見た。


「──あ、もうこんな時間か」


　時刻はもうすぐ七時になろうとしていた。色々と（試着会やら部屋チェックやら）やっている内に、いつの間にかけっこうな時間が経たっていたらしい。


　奈々がカバンを手に取った。


「思ったよりも時間を取っちゃったわね。これ以上お邪じや魔まするのもなんだし、あたしはそろそろ帰──」


「そうだ。ナナ、夕飯も食べていきなよっ」


　美み亜あがいきなりそんなことを言い出した。


「え？」


「い～でしょ？　ほら、夏服くれたからそのお礼だよっ。腕をふるっちゃうのだ」


　美亜が腕まくりをしてにこりと笑う。


　ちなみに腕をふるうのは美亜ではなく主に千ち鶴づるである。美亜が腕をふるえるのはテーブルの上にお皿を並べる場面くらいでしかない（超限定）。


「そうですね～。どうせ四人分作るも五人分作るも大して違いはありませんから～」


「よいのではないか？　どうじゃ、弘司」


　千鶴とさくらもそう言う。弘司としては、料理を作る千鶴がいいと言うのなら、首を横に振る理由なんてこれっぽっちもない。


「ということらしんだけど、どう？」


「夕飯、か……」


　奈々は少し考え込むような仕し草ぐさを見せて。


「……うーん、いいや。今日は帰る」


　と、意外にも断りの言葉を口にした。


「そうなのか？　別に遠慮しなくても──」


「ん、そういうわけじゃないから。ごめん」


　いつもならば誘われなくても自分から夕飯を要求してさらに食後のデザートを弘司の分までしっかりと食べて帰っていく食欲旺おう盛せいな幼おさな馴な染じみらしからぬ、慎つつしみ深いというかどこか余よ所そ余よ所そしい反応である。やっぱり、なんかヘンだ。


　弘司が首をかしげていると、気を取り直したように明るく奈々が笑った。


「あー、まあ、あんま深く考えないでよ。今日はうちでご飯が用意してあるの。外で食べてくるって言ってなかったからさ。母さんがせっかく作ってくれてるのに、もったいないでしょ？」


「それは、そうだけど……」


　けれどその笑顔にはどことなく違和感があった。


「じゃ、あたし帰るね」


「あ、途中まで──」


「ううん、ここでいい」


　弘ひろ司しの申し出に、奈な々なは首を横に振った。


「でも……」


　外は薄暗くなり始めてきている。


　駅前まで出ればともかく、この辺り（特に河川かせん敷じきや公園の道）は暗くなるとほとんど人通りがなくなるため、いくら奈々とはいえ一人で帰すのはちょっとばかり気が引けたりもした。


　しかし。


「いいからいいから。それじゃ、またね」


「あ……」


　それ以上弘司の言葉を待たず、そう言って、早足で奈々は玄関を出て行ってしまった。


　美み亜あがそれを不思議そうな顔で見つめていた。


「なんかナナ、ヘンだったね？」


「うーん……」


　美亜もそう感じたってことは、どうも弘司の気のせいじゃないみたいだ。


　だけど弘司には、奈々がおかしな理由がさっぱり分からなかった。





　ちなみに奈々は、翌日にはすっかりいつもの彼女（うるさい、遠慮がない、ムダに明るい）に戻っていた。


　……ほんと、何だったんだろう？








　　　３




　それから数日が経過したある土曜日の朝。


「うーん……」


　台所で麦茶を飲みながら、弘司は音おん痴ちのヒキガエルのようにうなった。


　その日はいつもより、起きた時から調子が良くなかった。


　身体からだがだるいというか重いというか頭がふらふらするというか、とにかくなんか身体がヘンなのだ。ここ数日、寝不足やら何やらであんまり体調が良くない日々が続いてはいたが、それともまた違う感じの具合の悪さである。


「風か邪ぜ、かなぁ……」


「え、ヒロ、風邪なのっ？」


　隣でオレンジジュースを飲んでいた美み亜あの頭から、ネコミミがぴこんと飛び出した。驚くとこうなる仕様なのである。「だいじょぶっ？　ネギを首に巻く？」


「それ、間違った民間療法だから……」


「そうなの？」


　首をひねる美亜。またテレビで仕入れてきたアレな知識だろう。


　千ち鶴づるも心配そうに尋ねてくる。


「風邪、ですか～。よくありませんね、学園はどうされるのですか～？」


「うーん……」


　本音を言えば今日は休んでぐっすり寝ていたいところなのだが、それだと小学校中学校から今に至るまで通している皆かい勤きん賞しようがふいになってしまう。我ながらどうでもいいことにこだわっているような気もするが、実は皆勤賞でもらえる賞状及び副賞の粗品（初等部はシーモンキー飼し育いくセット、中等部は足裏マッサージ棒であり、高等部では天然オオクワガタだというウワサである）が弘ひろ司しの密かな楽しみだったりするのである。


　それに今日は土曜日。半日で授業は終わるし、内容もそんなにきついものはない。


「……ん、学園は行く」


　というわけで、とりあえず登校することにした。天然オオクワガタのためにも。


「そうですか～？　ムリはされない方がいいとも思うのですが～。この前も過労で保健室に担かつぎ込まれたばかりですのに～」


　……キミタチがムリヤリ担ぎ込んだんだけどね。おまけにその際に奈々に負わされたダメージの方がむしろ深刻だったりもした。


「むう、儂わしとしても体調が悪い時にはあまり学園へ行くことは勧められぬのじゃが……」


　珍しく今朝は寝起きがいいさくらが、僅わずかに険しい顔でそうつぶやいた。


「なにぶんあそこにはやたらと雑ざつ霊れいが多い。まともな時ならば別に大した影響もないのだが……体調が悪い時には、その分だけ気も乱されやすくなるからの」


「雑霊……」


「うむ」


　と、そこでふいにある可能性が頭に浮かんだ。


「あのさ、さくら。また何かヘンな妖よう怪かいとかが憑ひよう依いしてるってことはない？」


「む？」


　それは本当に何となく思ったことだった。


　一ヶ月前に突然起こるようになった不運には疫えき鼠そという妖よう怪かいが関与していた。とすれば、もしかしたらここ数日の体調不良にも何か妖よう怪かいの類たぐいが関連しているのではないか。何せここ数年病気らしい病気などしたことのない弘ひろ司し（ムダに超健康優良児）である。そう疑ってしまうことは、割と自然な流れだと思う。


　だがさくらから返ってきたのは。


「何もおらんぞ。──ああ、怪しいネコとツルどもなら憑ついておるがの」


　との言葉だった。


「くちゅん！」「くしょん！」


　隣で美み亜あと千ち鶴づるが、絶妙なタイミングでくしゃみをした。


「まあよほど隠おん密みつ能力に優れたヤツか、あるいは遠隔憑ひよう依いができるヤツが取り憑いている可能性もなくはないが……それでも、儂わしら三人がいてまったく気付かんということはあり得ん。そもそもここの敷地内には結界を張ってある。なにか異物が侵入すればすぐに分かるはずじゃ」


　ゆえに憑依ということはないと思うぞ？　とさくらは言った。


　どうも、そういった類いのことじゃないらしい。


「だったら……」


　やっぱりこれはただの風か邪ぜなのだろうか。これでも身体からだは丈夫な方だと思ってたんだけどな。


「ふむ……」さくらが腕を組んで何事かを考え込む。「そんなに気になるようなら詳しく調べてみてもよいぞ？　何も人間が体調を崩すのは憑依に限られん。呪じゆ詛そや穢けがれ、何らかの魔術などが原因となっておる場合もあるし、そうでなくとも気のバランスを崩せば人間は体調が悪くなるものじゃ。お主ぬしの体質からして、もしかしたら体内の陰気の量が増えているのかもしれんしの」


「へえ、そういうこともあるんだ？」


「うむ。特にお主は人外のモノに波長を合わせ易やすいという少し変わった体質をしておるしな。常人とは異なった気の変化が起こったとしても不思議ではない」


　人さし指を立ててそう説明するさくら。


「じゃあそれ、頼めるかな」


「うむ、分かった。──では調べるために何か気の媒ばい介かいとなり易いもの……そうじゃな、少しでいい、弘ひろ司しの血をもらえるか」


「血？」


「そうじゃ。血にはその個人の持つ全すべての霊れい的情報が入力されているのじゃ。血を調べれば、だいたいのことは分かる」


「そうなんだ。それなら──」


「ああ、道具はいらん。指を出してくれればいい」


　カッターか何かを取りに行こうとした弘ひろ司しをさくらが止める。懐ふところから和紙のようなモノを取り出し、弘司の手を握った。「お主ぬしの身体からだに僅わずかとはいえ傷を付けるのは気が引けるのじゃが……少しだけがまんしてくれ」


　さくらの白くて細い指が弘司の指先に触れる。「っ！」かすかにちくっとした痛み。「よし、これで大丈夫じゃ」


　和紙のようなモノの上に、直径一センチほどの赤いシミができていた。その赤いシミを取り囲むように、さくらが模様なような図形を書き込んでいく。やがてさくらが手を止め、何かをつぶやくと、和紙の上にぼんやりと白い光が浮かんだ。


「さて、これで準備は整った。結果が出るまでには半日ほどかかるので、学園から戻ってきてからになるな」


「それで、原因が分かるんだよね？」


「うむ、ばっちりじゃ」


　さくらが自信ありげにどんと胸を叩たたいた。こういう方面に関しては、この神様幼女はとっても頼もしい。彼女に任せておけばきっと安心だろう、うん──


　とか考えている横で、


「うっ、ごほっごほっ」


　なんか、さくらがむせていた。


　……どうやら胸を強く叩たたきすぎたらしい。








「え……あんたが風か邪ぜ？　ウソでしょ？　え……あんたが風邪!?　ウソでしょっ!?」


「……そんな、二回も繰り返さなくても」


　ホームルーム前。


　だるかったので机につっぷしていたら、やって来た奈な々なにいきなりそんなことを言われました。ちなみに美み亜あは、マウンテンゴリラに呼ばれ職員室に行っているので今は隣にはいない。


「信じらんない……寝不足ならまだしも、健康だけが取り得で周りの人がインフルエンザにかかってる時も一人だけ真冬でもランニング姿のおじさんみたいにぴんぴんしてたあんたが風邪をひくなんて。……何かあったの？　拾い食いでもしたとか？」


「……いや、犬じゃないんだから」


　弘司がささやかに抗議をすると。


「何言ってんの？　そんなこと言ったら犬に失礼よ。最近の犬は行ぎよう儀ぎ良くって、拾い食いなんてしないんだから。うちのシャルロットを見てたら分かるでしょ？」
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　……そですか。


　どうやら奈々のヒエラルキーで、弘司は犬以下の扱いらしい。


「……で、なんか用？　特に用がないんなら、授業始まるまで寝てたいんだけど」


「ああ、そうね。忘れるところだった」


　奈な々ながポケットからなにかプリントのようなものを出す。


「今日の放課後に、美化委員の集まりがあるのよ。あんた知らなかったと思うから、教えとこうと思って」


「え、それって来週の火曜じゃなかったっけ？」


「そうだけど、なんか色々あって今日に変更になったんだって」


「急だなあ……もう少し前に言ってくれてもいいのに」


　ずいぶんと不親切である。委員長の淵ふち野の辺べさん（二年四組。眼鏡めがね着用）、こういうことはきっちりしてそうな人だったんだけどなーと思っていると。


「あ、ちなみにそのお報しらせが回ってきたのは一昨日おとといよ」


「……はい？」


　奈々がそんなことを言いました。


「そんな話、まったく聞いていないんだけど……」


「そりゃそうよ、言ってないから」


「……は？」


　一瞬、奈々が何言ってんだか理解できなかった。「……言ってない？」


「うん、そ。どうせあんたのことだから、土曜の午後に用事なんて入ってないでしょ？　だから当日でもいいかなーって」


　あはは、と奈な々なが笑う。


　……いや、まあ確かにそれはその通りなんだけどね。開放感にあふれる土曜の午後に、弘ひろ司しがやることといったら商店街で夕ゆう飯はんの買い物か部屋の掃除かたまった洗濯物の片付け（主夫業）くらいしかない。考えると悲しいがそれは真実である。絶対的な真実である。だからそれはいい。でも。


「……昼ご飯は？」


　半日で終わると思っていたため、当然弁当などは用意していない。


「ん？　そんなのどうにかなるでしょ。一食くらい抜いたって死ぬわけじゃないし」


　人一倍食べることが大好きな食欲魔ま人じんがよく言う。


「──でも昼ご飯はともかく、ほんとに体調悪いなら今日は休んでもいいわよ。代わりにあたしが全部聞いとくからさ。なんか血色不良のゾンビみたいな顔してるし……」


　どこまでいってもひどい例えだが、いちおう心配してくれているみたいだった。


「大丈夫。そこまで悪いわけじゃないから」


「そう、なの？」


「うん」


「だったらいいんだけど……。んじゃ、視聴覚室で二時からだからね。忘れて帰んないでよ。──あと、それと」


「ん？」


「あ、えーと……」


　何やら言いにくそうにしている。この歯に衣きぬどころか一いつ糸しまとわぬ幼おさな馴な染じみには珍しい態度だった。


「あ、あー、お昼ご飯のことだけど、授業終わったら学食に来なさい」


「学食？　何で？」


　弘司としては、学食は高いから購買で済ませようと思っていたのだが。


「な、何でもよ。別にいいでしょ！　たまにはお昼をあたしに付き合ってくれたっていいじゃない！」


「う、うん」


　奈々の剣けん幕まくに負けて、思わずうなずいてしまう。


「いい、絶対来なさいよ！　来なかったら、あんたの初恋の相手がうちのお姉ちゃんだってバラすからね！」


　教室中に聞こえる大声でそう言って（……もうバラしてるし）、奈々は逃げるように自分の席へと戻っていった。


「??」


　いったい何なんだろう？


　……この前といい、最近の奈な々な、なんか挙きよ動どう不ふ審しんなこと多し。








　さて授業も終わり。


　美み亜あたちを先に帰らせた弘ひろ司しは（三人はいっしょに残ると言い張ったが、委員会がいつ終わるか分からなかったし、お弁当も用意していないことから、何とか説得して帰らせた）、約束通り学食へと向かった。


　土曜日の学食は、午後からの活動に備えた運動部でにぎわっていた。右を見回しても左を見回しても、ごつい坊主ぼうず頭あたまや岩みたいな筋肉をした男子たちでいっぱいである。女子たちは主にお弁当を持参して教室や中庭などで食べるため、学食は自ずと男たち（それもごつい・いかつい・いかめしい、の三拍子そろった）の巣そう窟くつと化すのであった。


「弘司、こっちこっち！」


　そんな非常に暑苦しい光景の中、窓際の特等席（景観、日当たり共に良し）から奈々がぶんぶんと手を振っているのが見えた。並なみ居る体育会系男子を押しのけてあんないい席を取っているあたり、さすがは奈々って感じである。


「遅いわよ、何してたの？」


「悪い、美亜たちに先に帰るように言ってたから……」


「ふうん、また美亜ちゃんたち、か」


　奈々の表情に一瞬だけ翳かげりが落ちる。


「？」


「──何でもないわよ。それよりよかったの、美亜ちゃんたち先に帰らせちゃって。いっつもいっしょにいるんだから寂しいんじゃないの？」


　うーん、それはどうだろう。


「いや、たまにはいいかも。さすがに四し六ろく時じ中ちゆういっしょじゃ疲れるし……」


「ふ、ふうん、そう」


　なんか奈々の表情が少しだけ柔やわらかいものになった。


「ところであんた、お腹なかが空すいてるんじゃない？」


「え、そりゃあ……」


　午後もまもなく一時になろうというこの時間。普通の男子なら空腹で当然である。


　弘司がそう答えると、奈々は黙ってナプキンに包まれた四角いモノを差し出した。「──ん」


「？　これって……」


　包みを受け取る。開けてみると、中からはピンク色のかわいらしい弁当箱がでてきた。「もしかして、奈な々なが？」


「ま、まあそんなとこよ」


「へえ……」


　奈々のお弁当。なんか……ものすごく珍しいモノを見た気分だ。弘ひろ司しの知る限り、奈々はこれまで料理はおろか台所に立ったこともなかったはずである。


「ふふん。どうよ、少しは見直した」


　奈々があんまりない胸（Ｂ）を大きく反そらした。


「うん」うなずく。正直この幼おさな馴な染じみにこんな女の子らしいところがあったなんて、かなり意外だった。「で、これをだれに？」


　がたん！


　奈々が激しくこけた。「あ──」


「？」


「あんたに決まってるでしょうがっ！」


「へ？　……僕に？」


「あたしがお弁当を作ってあげる相手なんて、他ほかにだれがいるのよ！」


　と、怒ど鳴なってから、何かに気付いたように慌あわててこう付け加えた。


「──って、か、勘かん違いしないでよ。今あたし、料理を作るのにハマってるの。だ、だから別に深い意味とかは全然なくって、その、あれよ──味見してくれる人が欲しかったのよ。それだけ、ただそれだけだからねっ！　分かった!?」


「は、はい」


　顔を真まっ赤かにしながらそうまくしたててくる奈々に、弘司はかなりひるんだ。


「わ、分かってるならいいわ。──ほら、いつまでも見てないで開けてみてよ」


「あ、うん。それじゃ遠慮なく──」


　奈々の勧めに従ってかぱっと弁当箱のフタを開く。その下から出てきたものは──


「……え？」


　弘司の動きが停止した。


「……」


　まず視界に入ってきたのは、イワシの頭だった。白米の中に無造作に突っ込まれた二匹のイワシが、地面に埋められた生いけ贄にえの人柱みたいに天に向かってそそり立っている。……まさかこのイワシって、あの占うらないの──


　その隣には、何やら直径十センチほどの丸っこい巨大な物体が二つほど。周辺にはソボロのようなモノが散りばめられている。それがどうやら肉ジャガらしいということに気付くまで、十五秒ほどの時間を要した。……いや、ジャガイモが丸々そのままのカタチで使われた肉ジャガって初めて見た。肉ジャガというよりジャガ肉？　しかも挽ひき肉にくを使用って……


　さらにその横には、おそらくデザートなんだろう、楕だ円えん形けいをしたエメラルド色の何かがごろんと横たわっていた。これって……まさか皮をむいたキウイ？


「どう、感想は？」


「か、感想って……」これの感想を述べろと？


　一言で述べるなら、「包ほう丁ちよう使え！」「食材を切れ！」なのだが、さすがにそれをそのまま言うのもはばかられた。こう見えていちおう奈な々なは女の子であり、そしてこのお弁当も弘ひろ司しのために作ってくれたものなのである。そのヘンのデリカシーくらいは弘司もわきまえているつもりだ。


「え、えっと……なかなか大だい胆たんな調理法で──」


　考えた末に捻ひねり出した返事がそれだった。


　奈々が割とまんざらでもないような表情になる。


「そう？　それじゃさっそく食べてみて。これでも自信作なんだから。どれからでもいいわよ」


「……うん」


　どれも手をつけるのにはためらう代しろ物ものだったが、もはや避けて通ることはできそうにない。覚かく悟ごを決めて、弘司は用意されていた箸はしを手に取った。


「どう、美お味いしい？」


　奈々が興味津しん々しんな顔で訊きいてくる。


　マンガや小説などでは見た目は悪いが実は中身は美味しいというパターンがありがちなのだが。


　奈々のこの料理は、見事に見た目の通りだった。


　味というか何というか……とにかく全部、固いのだ。ジャガイモは大きすぎて火がちゃんと通っていないためガリガリと固い。イワシは逆に焼きすぎて中身はほとんど炭になっていてガリガリと固い。白米はたぶんというか間違いなく水を入れないで炊たいたのだろう、歯ざわりはまったくもって乾燥米のそれでありガリガリと固い。最後の頼みの綱と思われたキウイすらも、まだ若すぎて果肉がガリガリと固い。


　マ、マズ……


　これはもう、食べ物と呼んでいいレベルのものじゃない。──兵器、そう生物兵器あるいはバイオハザードと呼ぶにふさわしい代物だ。


「ね、どうなのよ？　美味しいでしょ？」


　今すぐにも水で口内を洗浄したいのを必死に堪こらえて、弘司は笑った。「な、奈々らしい味だね」


「あ、そう？　それってお母さんみたいに優しい味ってことかしら？」


　ちげえよ！


　思わずキャラが変わってしまうほど、弘司は追い詰められていた。


「さ、どんどん食べてよ。これ全部、あんたのなんだから。まったく、感謝しなさいよねー」


「……」


　全部ですか。


　こうなったらもうヤケである。


　きっと一気に食べれば味なんか気にならないだろう。弘ひろ司しは覚かく悟ごを決めた。


　心を無にして、一気に弁当の中身をかきこむ。ガリガリガリガリ。というかどれを食べてもどこを食べてもまーったく同じ歯ざわりだというのは何かが間違っていると思う。ガリガリガリガリ。音だけ聞いているとカキ氷でも食べているように聞こえなくもない。ガリガリガリガリ。なんかアゴが疲れてマヒしてきた……。ガリガリガリガリ。なんで僕はこんなことをやってるんだろう……


　苦闘すること十分。


「……ごちそうさま」


　全すべての料理（？）を腹の中に収めて、弘司はそうしぼり出した。弘司にとってはとても長い戦いの時間だった。


　フタを閉めて弁当箱を奈な々なに返そうとした瞬間。


　──目の前が、突然真っ白になった。


「!?」


　同時に身体からだからすーっと力が抜けていく。


　あ、あれ、どうしたんだ……？


　最初に思いついたのは、「まさか食しよく中あたり！」だった。


　なんせたった今、その原因となりかねないものを大量に摂取したばかりなのだ。そう思うのはとても自然なことだろう。


　けど何かが違った。


　食中毒は小学生の頃に姉が近所の川で捕まえてきた紫色の不気味なカタチをした貝をムリヤリ食べさせられた時に一度経験していたが、それともまた違う感じがした。何というか、身体から力が抜けていくような、それでいて身体に力が入りすぎて破は裂れつしてしまいそうな、奇妙な感覚。


　ぐらり、と身体が傾くのを感じた。


　意識が急速に薄れていく。


「ちょ、ちょっと弘司、どうしたのよ！　いくらあたしのお弁当が美お味いしかったからって、そこまでオーバーアクションしてくれなくてもいいのよ、ねえ！」


　……突っ込むところ、そこじゃないと思う。


　そんな言葉が頭をよぎったのを最後に、弘司の意識はブラックアウトした。





　　　＊





　同時刻。


　夕ゆう凪なぎ荘そう二〇八号室。


　古びた本を片手に眼鏡めがねをかけたさくらが険けわしい顔をして、和紙の上に落とされた赤いシミを見つめていた。


「これは……そうか、そういうことか」


　和紙の上に置かれた右手に、ぎゅっと力が込められる。


「ならば今の弘ひろ司しの状態もうなずける……。くそ、今日まで気付かなかったとは……儂わしとしたことが、不覚じゃった」
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　　　０




　森の奥深くに建つ、古びた社やしろのような場所。


　その本殿の中には、二人の人物がいた。


　一人は人の良さそうな顔に眼鏡めがねをかけた中年の男性。どちらかといえば冴さえない風情ふぜいのその男は、にこやかに笑みを浮かべながら、のんびりと格こう子し戸どの奥にある御ご神しん体たいを眺めている。


　もう一人は、男の傍かたわらで片かた膝ひざを床に着けている、おそらくは女性。おそらくというのは、その人物の顔は何やらタヌキのような面に覆おおわれていて、窺うたがい知ることができないからである。


「あと少しであの子も十七歳さいだねー」


　それまで黙っていた男が、唐とう突とつに口を開いた。


「早いもんだね。もうあの子が生まれてからそんなに経たつのかー。僕も歳としを取るはずだよ」


「は……」


「あの子が生まれた年はね、ものすごい猛もう暑しよでさー……」


　明るい口調で世間話を繰り広げる男。女はそれに静かに相あい槌づちを打っていたが。


「──でね、そろそろ、開かい扉ひの儀ぎをしようかと思うんだ」


　男のその言葉に、女は驚いたように伏せていた顔を上げた。


「もう、ですか？　もう少し〝魔〟に耐性ができるまで……そう、せめて十八までは待った方が良いと思われるのですが……」


「ま、普通はそうなんだけどねー。でもほら、あの子は特別だから。早めに守護を探しておかないとマズイんだよ。いつまでも絢あやに頼っているわけにもいかないし」


「それはそうですが……」


　女の方は納得がいかないようだった。


「それにちょうどいい機会なんだよ、独り立ちの。ほら、キミも知ってると思うけど、今度ちょっとヨーロッパの方でごたごたが起きちゃったみたいでさ、しばらく僕と静流しずるはそっちに行かなきゃならなくなっちゃったんだよ。たぶん静流は絢を連れていきたがると思うし、あの子はあの子で一人でも残りたがると思うから」


「しかし……」


「キミの言うことは分かるんだけど、でももう決めたことだから。まあキミがどうしてもイヤだっていうなら、他ほかの者にやってもらうけど……」


「……いえ、分かりました」


　女が頭を下げる。


　男は満足そうにうなずいた。


「うんうん、じゃあ後のことはキミに任せていいかな？　僕は術式だけはやっておくからさ。それを起動させるか否かは、弘ひろ司しの覚かく悟ごとキミ次第ってことで」


「……お任せください」


「ん、頼むよ」


　それだけ言うと、男は闇やみに溶けるように消えた。





　──今から、三ヶ月前の話である。








　　　１




　目を開けると、見慣れた天井が見えた。


「ヒロ！　ヒロ～！」


「うわっ！」


　いきなり弾丸のように飛びついてきたのは美み亜あ。その大きな目をウサギみたいに真まっ赤かにして、弘司の胸にすがりつく。


「と、突然倒れたって聞いたから心配したんだよっ！　し、死んじゃったんじゃないかって」


「そんな不吉な……」


　だけどその美亜の言葉で弘司は現状を思い出すことができた。「そっか、僕は倒れて──」


　どうやら弘司は学食で奈な々なの弁当（微妙に生物兵器）を一気食いした直後に、意識を失って倒れたらしい。最初は保健室に運ばれたが、目立って身体からだに異常は見付からないということで、そのまま夕ゆう凪なぎ荘そうへと搬はん送そうされたとのことである。ちなみに迎えに来てくれたのは管理人さん。……また借りが一つできてしまった。


　部屋には、美亜のほかに千ち鶴づる、さくら、そして奈々の姿もあった。


「あんた……どうしちゃったのよ。冗じよう談だんで言ったのに、まさかほんとに拾い食いでもしたの？　それとも知らない人にもらったモノでも食べちゃったとか？」


　突っ込みどころが山とある台詞せりふである。


　でも言葉とは裏うら腹はらに奈々は真まっ青さおな顔をしていた。付き合いは長いが、こんな幼おさな馴な染じみの顔を弘司は見たことがなかったので少し戸惑う。


「いや自分でもさっぱり分からないんだけど……」


　思い当たる可能性としては奈々の弁当が一番有力なのだが、食中毒だったら身体にそれなりの異常が出るはずである。それがないってことは、つまり弘司が意識を失ったのには別に原因があるってことだ。


「病院に行った方がいいよ。あの気の失いかた……普通じゃなかった。なんなら父さんに頼んで知り合いの大学病院を紹介してあげるからさ。あ、もちろん獣医じゃなくて、人間のよ」


　奈な々なの父親は大学の獣医学部の教授をしている。激しく意外だが（というと本人は烈れつ火かのごとく激げき怒どするが）こう見えて奈々はお嬢じよう様だったりするのだ。


「ほら、動けるようなら今から行こう。すぐにタクシー呼ぶから──」


「ふむ、奈々、じゃったかな」


　奈々の言葉を遮さえぎるように、さくらが切り出した。


「ムダじゃ、やめておけ。どうせそんなことをして何も意味がない」


「ムダ？　どうしてそんなことが言えるのよ？」


　奈々がキッとさくらを睨にらみつける。


「人間の医者では弘ひろ司しは治せん。そう分かりきっているのに、わざわざムダ足を踏むこともなかろう」


「だからなんで治せないって決め付けるのよ！」


　奈々の質問には答えずに、さくらはこう続けた。


「──それと悪いが、お主ぬしは今から少しの間だけ席を外してくれんか？　弘司に大事な話があるのじゃ」


「大事な話？　僕に？」


　何だろう、突然。


「あたしがいちゃマズイっていうの？」


　奈々が心外そうな顔になる。


「うむ」


　さくらがうなずく。「これから話すことはただの人間であるお主が知る必要のないこと。知らぬが仏という言葉もある。過ぎたる知識は不幸を呼ぶものでもあるのじゃ」


「──何よ、ただの人間って。そんなのさくらちゃん達だって同じでしょ！」


　怒り出す奈々。知るなと言われると、かえって意地でも知りたがるタイプなのである。


「やれやれ、仕方ないの。──奈々」


「何よ？」


「奈々、お主は──」


　さくらの声音が変わった。


「お主は部屋を出よ」


「え、ちょっと、これ何よ!?」


　さくらの声に従うように、奈々の意志とは別に、勝手に足が動き始める。


「しばらくの間、お主はここに入れん。よいな」


「ちょ、ちょっと、何したのよ!?　やめ、やめなさいって！」


　わめくが、奈々の足は止まらない。そのまま奈々は部屋を出ていき、玄関のドアがばたりと閉まる音が聞こえてきた。


「ここ開けなさい！　あたしも話聞くんだから！　ねえ！　こら、開けろー！」


　がんがんと、ドアを叩たたく音が聞こえてくる。


「……何、したんだ？」


「なに、言こと霊だまを使っただけじゃ。しばらくこの部屋に入ってこられないだけで、特に害はない。──それより」


「え……」


　さくらがふいに、厳しい顔になった。今まで見たことがないような険しい目でじっと弘ひろ司しを見つめると、


「話を、始めるぞ」


　重々しい声でそう言った。


「もう！　何やったんだか知らないけど、あたしを舐なめないでよね！　これくらいで諦あきらめる奈な々なさんじゃないんだから！」


　にわかに静まり返った部屋の空気とは裏うら腹はらに、ドアの向こうでは幼おさな馴な染じみがそんなことを大声で叫んでいた。








「お主ぬしの現在の状態……端的に言えば、原因は儂わしらにある」


　さくらには珍しい自らの非を認める言葉で、話は始まった。


「さくらたちに？」


「そうじゃ」


　暗い面持ちの美み亜あと千ち鶴づるを見渡し、さくらが重々しくうなずく。


　確かにここのところ三人のせいで寝不足及び微妙に体調不良な日々が続いていたけれど、それが原因ってことなのだろうか。


　だがさくらの口から出た答えは、弘司がまったく予想もしていない内容だった。


「儂らの身体からだから発せられている気き──神気、霊れい気き、妖よう気き。これらがお主の身体に害を与えておるのじゃ。儂らの間ではこれを『霊れい璽じノの蝕しよく』という」


「れいじのしょく？」


「うむ。気は、それ自体は少量ならば大して影響もないものなのだが……あいにく、儂らの発するソレは並の人間にはかなり強力なものだ。このネコとツルも、いちおうは高等妖よう怪かいに上級霊れい鳥ちようであるのだし」


「高等？　上級？」


　この二人が？　……いや、それは正直かなり疑問なところなんですが。


「うん、ネコマタは強いんだよっ！」


「鶴女つるめ一族は古いにしえから続く由ゆい緒しよ正しい一族ですから～。それに、さくらさんも上位神しん霊れいですよね～」


「うむ。まあ儂わしが上位なのは当然のことだがな」


「……」


　まあ、もうそういうことにしておこう。ここにこだわると話が進みそうにない。弘ひろ司しは自分を納得させた。


　それよりも問題は、その『れいじのしょく』とやらの方である。


　どういう字を書くのかすらさっぱりと分からない上に、それがどういう具合に弘司の体調不良に関わっているのかもいまいち分かり辛づらい。とりあえずさくらたちが近くにいることで悪影響を及ぼしているらしいけど──


　と、そこで一つ疑問が浮かんだ。


「でも、さくらたちが原因だっていうならクラスのみんなとかも……」


　体調不良になるんじゃなかろうか。毎日学園で三人に接しているわけだし。そういう意味では弘司と変わらない。


　弘司の問いに、しかしさくらは首を横に振った。


「それはおそらくお主ぬしの体質が関係しているんじゃろう。人じん外がいのモノを引き付けやすい体質ということは、それだけ人外のモノの発する気きと同調しやすいということであり、影響を受けやすいということを意味する。これは先ほどお主の血を調べてみて分かったことじゃが……弘司の家系は、おそらく『統ま神と者め』の一族じゃ」


「それって……」


　いつだったか桃もも太た郎ろうを読んでいる時に聞いたような。


「うむ。人外のモノの気を取り込み、己と同調させることができる一族。この国では数少ない、人外を操ることができる能力を有する血族じゃ。まあ今風に言えば、〝あにまるとれーなー〟といったところか？」


　アニマルトレーナー……動物訓練士？


「つまりお主は他ほかの者たちとは違い、無意識に儂らの気を積極的に取り込んでいるのじゃ。しかもそれに加え、どうやらお主は自らの体質を制せい御ぎよする術すべが分かっていない。ゆえにその血の導くままにただ儂らの気をいたずらに取り込み続け、結果として取り込んだ気が一種の自家中毒のようなものを引き起こしている。──つまりはそれが『霊れい璽じノの蝕しよく』なのじゃ」


「えっと、それってあれですか～？　弘司さまが私たちの精気をお風呂の水汲くみポンプのようにずるずると吸い取っているということで～。何でしたっけ……絶ぜつ倫りん、というやつですか～？」


「……」


　だからこの人は……


　そんな千ち鶴づるを気持ちいいくらいに無視して、さくらは続けた。


「……まさかお主ぬしがそうだとは、調べるまで想像もせんかった。おかげでこんな事態になるまで放置することになってしまって──。許せ、儂わしの落ち度じゃ」


　さくらが顔を伏せる。


「それで……僕はどうなるわけ？」


　さくらの話をまとめると、要するに弘ひろ司しはさくらたちの気きとやらに当てられて、神霊版の食中毒のようなものを起こしていると考えられる。しかし、しょせんは食中毒。小学生の時も、三十分に一回のトイレを余よ儀ぎなくされるというある意味では悲惨な状態だったけれど、致命的な状況にはほど遠かった。だから今回もそんなに心配するほどのものでもないんじゃないかなーと思ったのだが。


「結論から言うと──」


　しかしさくらの言った言葉は、弘司の楽観的な予測を大きく覆くつがえすものだった。


「これ以上、今の状態──すなわち儂らの気を間近で受け続ける──が続けばお主ぬしの身体からだはどんどんと弱っていき……最悪の場合、死に至るかもしれんということじゃ」








　がたん、という音が窓の外から聞こえた。


「……今の、話って」


　振り返ると、奈な々ながベランダの窓にヤモリのように張り付いていた。


「奈々……なんだってそんなところに」


「部屋に入れないから、よじのぼったのよ。ここからなら話が聞こえると思って。あたしをノケモノにしようなんて百年早いってことね」


　……制服のスカート姿でそんなことをやってたんですか。ご近所さんからどういう目で見られていたのか、かなり不安である。


「それより今の話、なんなの？　妖よう怪かいとか、霊れい力りよくとか……何？　ゲームの話？」


「やれやれ、聞かれてしまったか」


　さくらが嘆たん息そくした。


「弘司よ、どうする？　お主ぬしが望むならこの者の記憶を消すが……」


「記憶を？」


「うむ」


　さすがに神様だけあってそんなことまでできるらしい。でも──


「いや……いいよ」


　首を横に振った。


　勝手に記憶を消すとか、そういうことはなんとなくやっちゃいけないような気がする。特に、子供の頃からずっと近くにいた奈な々な相手には。


「奈々には、僕からちゃんと説明するから」


「そうか。分かった」


　さくらがうなずく。


「お主ぬしがそう言うのなら任せよう。──ただ、猶ゆう予よはもうそれほどないぞ。だから……これを読んでおくとよい」


「これは？」


　さくらが差し出してきたのは、かわいらしい……というのには少しばかり微妙なシロクマのイラストが書かれた便びん箋せんだった。表には丸い文字で〝れいじのしょく・がいどぶっく〟と書かれている。


「『霊れい璽じノの蝕しよく』について儂わしが知っていることをまとめたものじゃ。いわゆる、れぽーと、というやつか。これを読めば大たい抵ていのことが分かるようになっておる」


「そっか、ありがと」


「……本来、感謝されるような立場ではないのだがな」


　どこか自じ虐ぎやく的にそう言って、さくらは玄関へと足を向けた。


「主らも行くぞ。もはや話すことは話した。これからについて、考えなければならないことがたくさんあるはずじゃ。弘ひろ司しも、儂らも……」


「……そう、ですね～」


「……」


　曇った顔でうなずく千ち鶴づるとうつむいたまま喋しやべらない美み亜あ。


「では儂らは部屋に戻る。──さらばじゃ」








　　　２




　さくらたちは自分の部屋へと戻っていき、客間には弘司と奈々の二人だけが残された。


「で、どういうことなのよ。ちゃんと説明してもらえる？」


　奈々の目は、あたしの納得いくように説明しなきゃ明日にはあんたの恥ずかしいウワサが学園中に出回ってるからね！　って光を放っていた。


　ここは素直に話しておくべきだろう。それに、奈々には言っておくべき話かもしれない。


「えっと……」


　弘司は、さくらから聞いた内容をできる限り分かりやすく奈々に話した。


　奈々のイワシ占うらないから始まって三人と出会ったこと。美亜たちが人間ではないということ。いっしょに夕ゆう凪なぎ荘そうに住むようになったこと。そして……今聞いたばかりの弘司の身体からだのこと。それらを全すべて話した。


「……それって、本気で言ってるの？」


　話し終えると、奈な々なはスカイフィッシュの存在を本気で信じている自称生物学者を見る大学教授みたいな目を弘ひろ司しに向けた。


「うん」


「……熱は、ないみたいね」


　弘司の額ひたいに手を当てて確認する奈々。まあ、当然といえば当然の反応なんだけれども。


「信じられないかもしれないけど、本当のことなんだ」


「うーん……」


　奈々はしばらく口元に手を当てて考え込んでいたが。


「──ん、分かった。とりあえずはその話、信じるわ。弘司の言うことだし、さっきのさくらちゃんの件もあることだし……」


　やがてそう言ってくれた。


「ありがとう、奈々」


「べ、別にいいわよ。それくらいで今さらお礼を言うような関係じゃないでしょ、あたしたち。──そんなことより」


　奈々が、真剣な顔になって弘司の目を見た。


「それで、弘司はどうするつもりなの？」


「え、どうするって？」


　奈々の言っている意味が分からず、弘司は本気で訊きき返した。


　ため息を吐つく奈々。


「あんた自分の命がかかってるってのにノンキねえ……。まあどんな時でも緊張感がないのは弘司らしいっていえば弘司らしいんだけど」


「……それ、褒ほめてないよね？」


「いちおう褒めてるわよ。呆あきれてもいるんだけど」


　奈々が肩をすくめた。


「まあそれはともかくとして──。だから、その話だと、あんたは美み亜あちゃんといっしょにいるとマズイんでしょ？　──つまり、美亜ちゃんたちをどうするかってことよ。あんたから距離を取るのか、彼女たちに距離を取ってもらうのか……」


「え……」


「うーん、あんたがどこかに引っ越すのか、あるいは彼女たちに出て行ってもらうか。──二つに一つしかないわよね。どうするの？」


「美亜たちと、離れる？」


　それは、考えてもいなかった選択肢しだった。


「そうよ。だってそれしかないじゃない？　──そうだ、なんならウチに来たっていいのよ。ていうか来なさい。父さんも母さんもあんたのことは気に入ってるし……。部屋も、兄貴のが空あいてるからさ」


「それは……」


「迷うことじゃないわよ。そうしないとあんたの身体からだ、マズイんでしょ？　それに美み亜あちゃんたちは──」奈な々なは一度言葉を切り、そして少しためらうようにこう口にした。





「人間じゃ、ないんだし」





　何だろう。


　奈々のその言葉は、無む性しように弘ひろ司しの胸をざわつかせた。「──そういうこと、言わないでくれ」


「弘司？」


　確かに美亜たちは人間じゃない。でも……それが何だっていうんだ。


　絵本を読んであげると無む邪じや気きに笑って、冷蔵庫に保管しておいた自分用のプリンを他ほかのだれかに食べられたことに怒って、テレビでお昼の奥様向けメロドラマを見て泣いて──美亜たちはほとんど人間と変わらない。いや人間じゃなくても……弘司にとって美亜と千ち鶴づるとさくらは、大切でかけがえのない存在には変わりがない。


　それを否定するような奈々の言葉は、弘司には受け入れることはできなかった。


「……」


「……」


　何となく気まずい沈黙が二人の間に降りる。


　奈々が目を伏せた。


「ごめん。ちょっと言い過ぎたかもしんない。でも」


「──奈々」


　幼おさな馴な染じみの言葉をさえぎる。


「悪いんだけど、ちょっと一人にしてくれないか？　色々と考えたいんだ。……一人で」


「…………分かった」


　一瞬迷う素振りを見せたものの、奈々は素直に立ち上がり玄関へと足を向ける。


　だがその途中で、ぴたりと足を止めた。


「でも、これだけは覚えといて。あたしだって何も美亜ちゃんたちが嫌いだからこんなこと言ってるわけじゃない。美亜ちゃんたちのことは、あたしも好きよ。彼女たち、みんないい子だもの。──でも彼女たちと弘司とのどちらか一つしか選べないんだとしたら、あたしは迷うことなく弘司を選ぶ。何があっても、弘司を選ぶから」








　くーくーと、名前も知らない鳥の鳴き声が聞こえてきた。


　外はもう、日が落ちてすっかりと暗くなっている。


　奈な々なが帰ってから、弘ひろ司しはずっと一人で考えていた。


　生まれてこの方、こんなにニューロンとシナプスを活動させたのはこれが初めてなんじゃないかってくらいに、考えていた。


　内容は──もちろん美み亜あたちのこと。


　確かに奈々の言う通り、もう道は一つしかないのかもしれない。


　三人が傍そばにいることで弘司の身体からだに悪影響があるかもしれないのならば、それを防ぐために三人から離れるべきというのは当然の理屈である。


　でも──


　理屈ではそうでも、心はそんなに割り切れない。


　なんか、ヤだった。


　今日まで当たり前のように近くにいた存在を、都合が悪くなったからといって「はいさよなら」、っていうのは何かが根本的に間違っているような気がする。


　それに美亜たちの存在は、もう弘司の中ではそんな簡単に切り捨てられるほど軽いものではなくなっていた。


「……」


　最初は、部屋を移ることとかも考えたりした。


　弘司の部屋をぴったりと囲むように、両隣と真向かいに配置された三人。


　近すぎるのが良くないのなら、弘司が一階にでも移れば少しは状況が変わるんじゃないか。そう考えたのだが。


　しかしさくらによると、もう今はそういう物理的な距離うんぬんの問題ではないとのことらしい。


『儂わしらとお主ぬしとの間には〝縁〟ができてしまっている。『霊れい璽じノの蝕しよく』を防ぐためにはその〝縁〟を断つしかない。それにはいくら物理的に距離を取ろうと無意味で、霊的・精神的に距離を取ることこそが重要となる。繫つながりを断ってしまえば、たとえ近くにいようとも二度と儂らと関わりを持つことはなく、偶然出会ってしまうこともないのじゃ』


　もらったレポートには、そう書かれていた。


　つまり部屋を一階に移ったところで事態は改善されないということである。それどころか仮に弘司が奈々の家へと移ったとしても結果は同じ。


「あー、もう！」


　まさに八はつ方ぽう塞ふさがりである。


　弘司のプチトマトみたいな脳みそは、もうショート寸前だった。「どうすればいいんだよ……」


　さっぱり分からない。


　そして時間ばかりが過ぎていく──





　　　＊





「……分かっているな、お主ぬしたち」


「……もう、それしか手段はないのですね～」


「……うん」





　部屋の中は、明かりが落ちて真っ暗だった。


　夕ゆう凪なぎ荘そう二〇三号室。


　その客間にはテーブルに突っ伏して眠ねむっている弘ひろ司しの姿があった。


　窓から射し込む月明かりに照らされて、睡眠薬を盛られた殺人事件のアリバイ要員のようにぴくりとも動かない。


　そんな弘司を囲む、三つの人影があった。


「だめだよ、ヒロ。こんなところで寝てたら、風か邪ぜ引いちゃう。ベッドに行かないと」


「でもせっかくぐっすりと眠っていらっしゃるのを起こすのはかわいそうです～。私、毛布を持ってきますね～」


「そうじゃな。……それに、今起きられても困る。決心が鈍ってしまうかもしれんしな」


　美み亜あ、千ち鶴づる、さくらの三人である。


　三人は弘司の肩に毛布をかけると、眠っている弘司に向けてこう告げた。


「ヒロ、わたしたちね、決めたんだ」


「私たちがこれ以上ここにいると、弘司さまにご迷惑をかけてしまいます～」


「下へ手たをすれば、儂たちのせいで弘司の生命を危険に晒さらしてしまうかもしれん。だから──」


　だから──


　そこで三人とも黙り込んでしまう。


　三人のだれもが、決定的な別れの言葉を口にするのをためらっていた。


「──行くぞ」


　口火を切ったのは、この中で（おそらく）最年長だろうさくらだった。


「名残なごり惜しいかもしれんがもう行かなくては。出るのならば早い方が良い。儂らが今こうして傍そばにいるだけでも、弘司の『霊れい璽じノの蝕しよく』は進行してしまうのだから」


　さくらが残りの二人を促うながす。だけど美亜は、床を見たままその場を動かない。


「……」


「ネコ！」


　立ち尽くす美み亜あに、さくらが諭さとすように言う。「……仕方が、ないのじゃ」


「……うん、それは分かってる」


「ならば──」


「だけど」


　美亜が顔を上げる。


「だけど、わたしがここにいたんだっていう、証あかしだけは残していきたいな。このままなんにもなかったみたいになっちゃうのは、イヤだもん」


「ネコのクセに証などという言葉を知っておるのか……だが、それも一理あるな」


「……そうですね。何かを残していきましょう。弘ひろ司しさまの心に、少しでも私たちの存在が残るように」


　美亜の言葉にさくらがうなずき、千ち鶴づるも同意する。


　そして三人は、それぞれの方法で、それぞれの存在の証を弘司の部屋に残した。


「テレビで、大好きな人に気持ちを伝える時にはこう書くんだって言ってたもん……。それに、どうせならやっぱり毎日見るモノに書いてあった方がいいよね」


　美亜。


「私の故郷での山の守り神さまのお姿と、弘司さまに初めてお会いした日に食べていただいたお食事とを同時に象かたどったこれを、お守りとして置いていきます～」


　千鶴。


「儂わしがいなくなっても、代わりに弘司を見守ってくれるように、部屋のどこにいても目に付く場所に儂の分身を植えていこうぞ」


　さくら。


　きっとその想いが、弘司に届くと信じて。


「終わったよ」


「こちらも終了です～」


「ふむ、これでよかろう」


　作業を終えて、三人は少しだけ満ち足りた気分だった。何かをやり終えた充足感が三人を包んでいた。


「さよならです、弘司さま」


「達者で、暮らすのじゃぞ」


　別れの言葉を口にして、何かを振り切るように千鶴とさくらが玄関へと向かう。美亜だけは、最後まで弘司の顔をじっと見つめていた。「ヒロ……」


「ネコ、早くせい」


「うん……」


　かがみこみ。


　最後に。


　その唇くちびるが、ちょこんと頰ほおに触れた。
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　これは絶対に夢だろうな、と弘ひろ司しは思った。


　一面をいくつもの白い光の球に覆おおわれた、神秘的な場所。


　どこまで行ってもそんな真っ白な景色が続くだけで、他ほかには何もない。美しく、透明で……そしてどこか空虚な空間だった。


　まるで幻想世界。


　この世から隔かく絶ぜつされた、人の手を離れし聖域。


　それが、ほんの少し前まで、自分が今いるこの場所に対して弘司が抱いだいていた感想だった。


「……」


　ほんの少し前とは、すなわち、その只ただ中なかに……なんか、お祭りの夜店で売っているようなブサイクなタヌキのお面を付けた人物（巫み女こ服着用）の姿を見付けるまでは、である。


　台無しだった。


　神秘も幻想も何もあったもんじゃなかった。


　そんな内心を知ってか知らずか、タヌキは弘司の姿を目に留めるとゆっくり近づいてきた。
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　うわ、なんかこっち来る!?


　とりあえず、くるりと背を向けて弘司は走り出した。


　アレがなんだかは知らないけど、まず不審人物であることだけは間違いない。そして不審人物が近づいてきたら逃げるというのは、平穏に生きる一般市民としてごくごく自然な行動である。


　だけどタヌキにはそれが理解できなかったようだ。


「あ、え？　ちょっと待ちなさい」


　逃げる弘司を見ると途端に慌あわてた様子になり、巫女服の裾すそをぱたぱたさせながら追いかけてきた。


「ちょ、ちょっと、どうして逃げるの？　だいじょうぶ、私は怪しい者じゃないわ！　ただ少しキミに話すことがあるだけで……だ、だから、こら、待てー！」


　いや見るからに怪しいです。だいたい自分のことを正面切って不審人物と認める不審人物はいない。


　弘司は全速力で逃げた。


「ま、待ちなさーい！　どうせ結けつ界かいの中なんだから逃げたってムダよー！」


　逃げる弘ひろ司しとそれを追うタヌキ。


　だがその走りにくそうな格好の割にタヌキの足は速く。


　僅わずか五十メートルほど走ったところで、後ろの襟えり首くびをタヌキにがしっと摑つかまれ、あえなくお縄なわとなった。


「はーはー」


「ぜーぜー……」


　二人（？）してその場に座り込み、肩で息をする。どちらも体力がないことこの上なかった。


「はーはー、私は本来こういう肉体労働は担当じゃないんだから、あんまりきつい運動をさせないでよねー」


「そ、そんなこと言われても。ぜーぜー」


「はーはー」


「ぜーぜー……」


　そのままお互いが体力回復に要すること十分（長い）。


「さて、あー、ごほんごほん」


　タヌキは呼吸を整えるとわざとらしく咳せき払ばらいをして、突然、周囲の雰囲気には似つかわしい、だが当人の姿には致命的なまでに似つかわしくない厳おごそかな口調で語り始めた。


「……あなたは、生命の危機にさらされています」


「！」


　どうしてタヌキがそのことを？


「このままいけば、あなたの肉体は猫ねこ又また、鶴女つるめ、桜さくら姫ひめの強力なチカラに耐え切れずに、滅ぶ可能性が高いでしょう。『霊れい璽じノの蝕しよく』の最終段階──。それにたとえそこまでいかなくとも、慢性的な体調不良、虚弱体質は避けられない。体力がかなりのレベルまで低下し、抵抗力が落ちて病気になり易やすくなり、また霊れい体たいにも直接影響を受けるわけだから、様々な霊れい障しようも生じると思われます」


　真ま面じ目めな声でタヌキが語る。


　その内容は、さくらから聞いたものとほとんど変わらないものだった。どうやらこのタヌキ、脱力を誘う外見はともかく、中身は只ただ者ものではないらしい。


　弘ひろ司しは身構えた。


「さて、ここからが本題です」


　タヌキが真まっ直すぐに弘司の目を見た。


「あなたに問います。そんなリスクを背負ってまで、あなたはあの三人といっしょにいたいと願いますか？　あの三人は、しょせんは人外の存在。あなたとは根本的に違う存在なのですよ？」


「それは……」


　一瞬だけ言葉につまる。


　美み亜あたちは人間じゃない。それは奈な々なも言っていたことであり、絶対的に真実ではある。


「──あなたには、二つの選択肢しがあります」


　口ごもった弘司に、タヌキはタンタンと（シャレではなく）続けた。


「一つは彼女たちとの〝縁〟を断つことで『霊れい璽じノの蝕しよく』から逃れる肢。これはもっとも簡明で、かつ賢明な選択と言えるでしょう。おそらくは十人の人間がいたらその内の九人が選ぶだろう肢です」


「……」


「そしてもう一つは……様々な弊へい害がいを──それこそ最悪の場合には死に至ることすらも──覚かく悟ごの上で、このまま彼女たちと共にあり続ける肢です。こちらは深遠にして浅せん慮りよ、愚おろかにして最も貴き選択。人として不自然で……それでいて自然な選択です」


　タヌキが迫ってくる。


「──さあ、あなたはどちらを選びますか？」


　タヌキの目は（いや、面があってよくは見えないんだけど）厳しかった。全すべてを貫くロンギヌスの槍やりのように、鋭く弘司を射抜こうとしていた。


「……」


　見も知らぬタヌキに突きつけられた選択。


　だけどこれにどう答えるかで、きっとこの先の弘ひろ司しの運命は大きく変わる。そんな気がした。


「僕は──」


　ゆっくりと口を開く。


　普通に考えれば、タヌキの言う通り、前者を選ぶのが当たり前なんだろう。


　慢性的な体調不良。生命の危険。そんなリスクを負ってまで、人外の物の怪けといっしょに暮らしていく選択をする者がそう多く存在するとも思えない。


　弘司も、少し前までならきっと迷うことなく、前者の選択肢しを選んでいただろう。


　でも今は。


「──僕は、今の生活が気に入っています」


　弘司は、タヌキの顔を真まっ直すぐに見た。


　四人で囲む食卓。


　テレビを見て笑う美み亜あ、洗い物をする千ち鶴づる、美お味いしそうに牛乳を飲むさくら。


　確かに最初の内は、正直少し失敗したかなーと思うこともあった。〝お嫁よめさん〟、〝恩返し〟、〝婿むこ〟という目的のために突然押しかけて来たネコマタ娘むすめと霊れい鳥ちようお姉さんと神様幼女。三人が三人とも色んな意味で非常識かつ規格外な存在であったため、頭がイタくなることや疲れることもたくさんあった。それはそれはたくさんあった。もう星の数ほどに。


　でも彼女たちと過ごしたこの一ヶ月間。


　やかましかったし、騒がしかったし、色々と大変なことや迷惑なこともあったけれど……だけど何よりも、楽しかった。


　楽しくて、好ましくて、そして……温かかった。


「夕ゆう凪なぎ荘そうがあって、そこには美亜がいて千鶴さんがいてさくらがいる生活。三人とも、やかましくて騒がしくてうるさくて、だけどいっしょにいることは楽しくて……。僕にとって、三人はかけがえのない存在でありそこにいて当たり前の存在──そう、家族みたいな存在です」


　空気のない生活なんて考えられないように、美亜・千鶴・さくらのいない生活なんて、今の弘司にはもう考えられなかった。


「──それに、このまま状況が進行したって、絶対に死ぬって決まっているわけじゃない。体調不良だって実際にはどの程度のものかも分からないし、ちょっと身体からだがだるくなったり時々倒れたりするくらいなら、ガマンもできる。だったら──」


　あの温かさに浸っていられるのなら、少しくらいの体調不良や虚弱体質にも耐えられると思った。


「だったら僕は……色々な障しよう害がいはあるかもしれないけど、それを覚かく悟ごで、彼女たちと在り続ける選択肢を選びたいです」


　それが弘司の答えだった。


　カブトムシみたいに単純で、カナブンのように後あと先さきを考えていない幼よう稚ちな選択かもしれない。だけど、実際弘ひろ司しはこの上なく単純で深く考えるのが苦手なんだからしかたがない。それに単純で幼よう稚ちであっても……間違った選択だとは思えなかった。


「……なるほど」


　タヌキの顔が、心なしか和なごやかに（いやもともとこの上なく和みすぎている面ではあるけど）なったように見えた。


「あなたの気持ちは分かりました。そして覚かく悟ごも。でしたら、今この場で言葉に出して大声でその旨むねを宣言してください。『自分は猫ねこ又また、鶴女つるめ、桜さくら姫ひめの三人とずっといっしょにいたい！』と」


「──は？」


　いきなり何を言い出すんですか、このタヌキは。


「聞こえませんでしたか？　あなたの気持ちを言葉にして大声で叫んでください、と言ったのですが」


「いやどうしてそんな恥ずかしいことを……」


「言葉は言ことの葉はであり言こと霊だま。決意ある言葉にはチカラが宿り、声にして発することによりさらにそのチカラを増します。テレビでも学校の屋上から自らの主張を叫ぶ番組がありますよね？　あれと同じようなものです」


「……」


　どうもこのタヌキは、部分部分でヘンに世俗的である。というかその例えは全然違うと思う。


「どうしますか？　それくらいのことができないのなら、あなたの気持ちも大したことはないみたいですね。口では偉えらそうなことを言っていても、実のところあの三人のことなんてどうでもいいと思っているんじゃありませんか？」


「……む」


　その言葉は聞き捨てならなかった。「そんなこと、ない」


「だったらどうぞ。ほら、思い切ってここで迸ほとばしる青春のリビドーを放出しちゃってください」


「だから、何だって──」


　この怪あやしいタヌキの前でそんなことをしなきゃならないのか。


「できないのですか？　やっぱりあなたの気持ちなんて──」


「……分かりましたよ」


　弘司は覚悟を決めた。


　考えてみればここは夢の中であり、相手はどこの馬の骨とも知れないタヌキである。奈な々なとか管理人さんの前では逆立ちしてもそんな内容のことは言えないが、タヌキ・イン・ザ・ドリーム相手になら、言ったところで後々に禍か根こんを残すことはない。


　それに──タヌキの言う通り、本当に言葉にチカラがあるというのなら、それをちょっとくらいは頼みにしたい気分でもあった。


　大きく息を吸う。胸の奥に酸素が送り込まれるのを感じる。腹にぐっと力を入れて、取り込まれた酸素といっしょに、言葉を吐はき出す。


「僕は……」


　美み亜あ・千ち鶴づる・さくら……三人への気持ちを。


「僕は、美亜と千鶴さん、さくらと……これからもずっといっしょにいたい！」


「……あなたの覚かく悟ご、確かに聞き届けました」


　タヌキが、弘ひろ司しに向けて手をかざす。


「ならば私も役目を果たしましょう」


　次の瞬間、弘司の身体からだが淡あわい光に包まれた。薄いヴェールのような、熱のない炎ほのおのような、なんとも不思議な光。「な、何だこれ？」


「特定言こと霊だまによる発動条件のクリアを認知。よってこれより、術式『開かい扉ひ』『直なお毘びの神かみ』及び『魂たま鎮しずめ』を起動します。──よいしょっと」


　そんなマヌケな掛け声とともに、弘司の視界は真っ白な光に包まれた。
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　どうにも身体が痛いと思ったら、寝ていた場所はテーブルだった。


「いてて……」


　ばきばきと、身体が倒とう壊かい寸前の木造家屋みたいなものすごい音を立てる。


　どうやら昨晩は、色々と考えているうちにいつの間にか眠ねむってしまったらしかった。


「ん……？」


　身体を起こすと、その背中にかかっていた毛布がはらりと床に落ちた。だれがかけてくれたんだろう……。周りを見回すと──


「……」


　なんか、視界にあり得ないモノが飛び込んできた。


「……えーと」


　枕元にはシャケを口にくわえた木彫りのクマ（実物大）がでん、と置いてあった。窓の外には二〇三号室（だけ）を覆おおいつくすようにでっかい桜さくらの木が生はえていて（日照権侵害）、しかも枝の一部が窓ガラスをぶち破って室内に侵入してきている（器物損そん壊かい）。冷蔵庫と玄関の扉には、真まっ赤かな字（しかも油性ペン）で大きく『みあ参上！　愛死転流』と書いてあった（同じく器物損そん壊かい）。……ナニコレ？　なんかのイヤガラセ？


　想いは見事なまでに届いていませんでした。


　とりあえずあの三人の仕し業わざであることは一目見て分かったが（名前書いてあるし）、その意図がさっぱり分からなかった。


「はあ……」


　相変わらずあの三人の思考は意味不明である。弘ひろ司しは深々とため息を吐つき。


「──あれ？」


　いつもならばもう朝食の時間のはずなのに、一向に三人がやって来る様子のないことに気付いた。


　弘司の身体のことがあるから、部屋に来るのを遠慮しているのだろうか。


　イヤな予感がした。


　隣の二〇二号室のドアを、債さい務む取立てにやって来た債さい権けん者のごとく勢いよく叩たたく。「美み亜あ？」返事はない。二〇四号室、二〇八号室。「千ち鶴づるさん？　さくら？」返ってくるのはやはり静寂のみ。


「まさか……」


　可能性を振り払うように頭を振る。


　三人とも、きっと何かの用があってたまたまいないだけだ。そうだ、そうに違いない。美亜はきっと散歩にでも行っているんだろうし、千鶴さんは商店街に買い物で、さくらはもしかしたら寝ているのかもしれない。


　自分にそう言い聞かせ、弘司は部屋へと戻った。


　落ち着かない心を何とか静めて、冷蔵庫から麦茶を出し乾いた喉のどを湿しめらせ、とりあえずイスに腰を下ろそうとしたところで。


「？」


　ダイニングのテーブルの上に、一枚の紙片が畳たたまれて置かれているのを発見した。


「これって……」


　開く。


　そこには短く、こう書かれていた。


『ばいばい、ヒロ。わたしのこと……忘れないでね』


『これを私だと思って大事にしてくださいね～』


『いつでも傍そばでお主ぬしを見守っておるぞ』


　それを見た瞬間、弘司の身体は動いていた。


「ああ、もう！」


　勝手に結論を出されても困る。


　せっかくあんな恥ずかしい思いをしてまで、夢の中で、これからもいっしょにいることを誓ったのに。その矢先に美み亜あたちの方から出て行かれては弘ひろ司しには立つ瀬がない。


「こんなの認めないからな！」


　ほとんどドアを蹴け破るかのような勢いで、弘司は部屋を飛び出した。








　探すアテが特にあるわけではなかった。


　だけどあの三人はこの辺りに特別の土地勘かんはない。だとすれば行ける場所など限られているはずだ。


　まずは、三人とそれぞれ出会った場所に行ってみる。


　河川かせん敷じき。


　商店街。


　河川敷公園。


　一通り回ってはみたが、三人を見付けることはできなかった。


「どこ行ったんだろう……」


　まだ三人は夕ゆう凪なぎ市しから出てはいない。何となくではあるが、そう弘司は感じていた。


「他ほかにあの三人が行きそうなところは……」


　いったん足を止めて、市内の地図を頭に思い浮かべる。


　その時だった。


　何か、暖かいモノを感じた。


　風に乗って優しい空気が流れてきているというか……たとえるなら、子供の頃に家の近所で遊んでいるとふとカレーの匂においがして、何となく胸をわくわくさせながら帰宅すると、その日の夕飯はカレーだった。そんな感じ。


「これって……」


　気付けば弘司は走り出していた。


　それはもうほとんど勘かんだった。


　何の根拠も理由もない、ただの勘。


　だけど妙な確信があった。


　この空気を追っていけば間違いなくその先に三人がいる。そう心の中の何かが訴えていた。


　それに何かに迷った時には勘に頼れというのは水みな上かみ家の──正確には姉のだが──教えでもある。


（美亜、千ち鶴づるさん、さくら……！）


　空気の源へと向けて、弘司はひた走った。


　そして弘司がたどり着いた先は──
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　美み亜あたち三人が夕ゆう凪なぎ荘を出てから間もなく半日が過ぎようとしていた。


　明け方に出てきたものの特にどこかに行くアテもなく、結局昼になるまで街をぐるぐると徘はい徊かいした結果、彼女たちが最終的にたどり着いたのは郊外にある小さな公園だった。


　錆さびた鉄製のブランコに並んで腰かけ、お互いの顔を見合う。


「──主ぬしらは、これからどうするつもりなのじゃ？」


「……そんなの、分かんないよ」


　さくらの問いに、美亜が答える。


「わたしはヒロ以外の人のお嫁よめさんになんてなりたくないし、行きたいところもないもん。帰るところだって……もう、ないし」


「私は～、弘ひろ司しさまに一生お仕つかえすると決めた身です～。せめて害の及ばない遠くから見守りたいと思いますが～……」


　千ち鶴づるが目を伏せた。


「でも、それも難しいのかもしれませんね～……。さくらさんはどうなさるのですか～？」


「儂わしも今さら『社やしろ』に戻るのもな……大おお見み得え切って出て来ただけに瑞みず葉はのやつに出戻りだなんだと言われるのも癪しやくじゃ。それに、やはり弘ひろ司しのことも気になる──」


　うなるさくら。


「さくら、神様なんだからどうにかできないの？」


「儂だってできるものなら何とかしたいが……あれは弘司の家に伝わる特殊な体質のようじゃ。あの家系について詳しく知っている者でなければ、難しい」


「さくらさんにも分からないのですか～？　永くこの町にいらっしゃるのですよね～？」


「む、そ、それはそうなんじゃが……」


「ずっとおんなじ街にいたのに知らないなんて……しょくむたいまん？」


「し、仕方なかろう。儂の役目はこの地域の霊的守護。すなわち退たい魔まや封ふう魔ま、結けつ界かいの維持などじゃ。それ以外の事象についてはほとんど知らぬのだ。そもそも役目以外で『社』から出たのだって今回が初めてなのじゃし……」


「う～ん、使えませんね～……。帯おびに短しタスキに長し、ですか～？」


「……やくたたず～……」


「ぬ、主ら……黙って聞いていれば言いたい放題──」


　さくらの周りに火花がぱちりと散って、そして止やんだ。


「ふう……止めじゃ。こんなことで神じん力りきを使って無む駄だなだけ。虚むなしいわ」


　さすがにこんな状況では、いつものようにやり合う気力もないらしい。さくらはしぼんだヒマワリのように力なく顔を下に向けた。


「でも実際、私たち、これからどうするべきなんでしょうね～？」


　千ち鶴づるがぼそりとつぶやく。


　その言葉に、思わずお互いの顔を見る三人。そして直後にため息。「どうしよう……」「どうしましょう～……」「どうすべきか……」


　きこきこと、ブランコが切なげに揺れていた。





　　　＊





　いた！


　町外れにある小さな公園。


　その隅っこにある、鉄製の錆さびたブランコ。


　そこに三人並んで、帰宅拒否症のお父さんみたいにきこきこと寂しげに足を揺らしていた。


「美み亜あ！　千鶴さん！　さくら！」


　弘ひろ司しが叫ぶと、美亜たちは山歩きの途中に偶然ツチノコを発見してしまった大学登山部員みたいなびっくりした顔で振り向いた。


「ヒ、ヒロ……」


「弘司さま～……」


「弘司、どうしてここに……」


　それは紛まぎれもなく、探していたネコマタ娘むすめ・霊れい鳥ちようお姉さん・神様幼女の三人だった。


「やっと見付けた……」


　思わず安あん堵どの声が出る。


　弘司は三人に近づこうとして、


「ま、待て！」


　しかしさくらがそれを手で制した。


「それ以上近づくでない。近づくと……せっかく断たった〝縁〟が再び結ばれてしまうかもしれん」


「……」


　弘司は無言で、一歩前に踏み出した。


　さくらは脅おどしのつもりで言ったのかもしれないが、望むところだった。だって弘司はそのために三人を追ってきたんだから。


　だけど弘司が近づくと、それに合わせてさくらたちも警戒モードに入ったザリガニのようにあとずさる。


「ち、近づくなと言っておろうに。──それにしても、なぜここが？　〝縁〟を断った以上、お主ぬしに儂わしらを認識することはできぬはずじゃ。ましてや場所を探し当てるなど……」


「ん、なんとなく」


　感じた空気のことについては黙っておいた。


「それより──どうして出て行ったりしたんだよ？」


「……」


　三人が顔を見合わせる。訊きいてはみたものの、理由についてはおおよそ想像がついていたりもした。たぶん、いやきっと三人は──


「……分かっておるじゃろう、お主のためじゃ」


　その想像を肯定するかのようにさくらがそう言った。


「このまま儂らがお主の傍そばにおったら、お主の害になる。それは儂らの望むところではない」


「恩返しをしなければならないのに迷惑をかけてしまったら、元も子もありません～」


「お嫁よめさんにはなりたいけど……ヒロを危ない目に遭あわせてまではなりたくないもん」


　三人の顔は真剣だった。今まで見たこともないくらいに真剣だった。つまりそれだけ弘ひろ司しの身を案じてくれているということである。そのことは素直に嬉うれしいけれど、ここで納得してしまっては元も子も孫まごもない。


　それに、何と言われようと弘司の心はもう決まっている。


　だから。


「……帰ろう」


　三人に向けて足を踏み出し、そう告げた。


「迷惑なんてことない。みんながいてくれたからこの一ヶ月、とても楽しかった。温かかった。新しい家族ができたみたいだった。みんながいない生活なんて……僕にはもう考えられない」


「ヒロ……」


「弘司さま～……」


「弘司……」


　三人の表情が揺らぐ。


　弘司はさらに一歩前に出た。


「だいたい先のことなんて、その時になってから考えればいいと思う。もしかしたら何かの拍ひよう子しにこの、何だっけ……『れいじのしょく』？　も治ることもあるかもしれないし。それに──」


　一度言葉を切り。


「それに……たとえ少しくらい不都合があっても、僕はみんなと──美み亜あと千ち鶴づるさんとさくらと、いっしょにいたい。ずっといっしょに……いたいんだ」


　三人の目を強く見つめて、言った。


　全すべては夢の中でタヌキに宣言した通り。たとえいくらかのリスクを背負おってでも今の温かな生活を続けていきたいと、そう思っている。美み亜あたちはもう、弘ひろ司しにとってそういう存在だった。


　一瞬、公園内に静寂が落ちる。


　美亜たち三人も、弘司をじっと見つめていた。弘司の言った言葉の意味を測りかねているのか、その顔に驚きとも戸惑いともつかない表情を浮かべて、ブランコの前で立ち尽くしている。


『決意ある言葉にはチカラが宿り、声にして発することによりさらにそのチカラを増します』


　タヌキの言葉が頭をよぎる。


　あとはもう、宿ったチカラが美亜たちに届いてくれることを願うしかない。


　そのままどれくらい経たっただろうか。


　やがて。


「それって──」


　美亜がゆっくりと口を開いた。


「それってもしかして……あ、愛の告白っ？」


　言うと同時に、ぽんっと、ネコミミとシッポが飛び出す。


「──へ？」


「こんなお空にお天てん道とうさまが昇っている時間からなんて～。弘司さま、大だい胆たんです～。でもそういうのは嫌いじゃないですよ～、ぽっ」


「う、嬉うれしいがな。しかしそういうことはできれば二人だけの時に……」


　三者三様に頰ほおを染める三人。なんかものすごく勘かん違いをしているような……


「や、これは、その、そういうことじゃなくて……」


　慌あわてて否定するが、でも言われてみれば確かにそう聞こえなくもないかもしれない。というか冷静になってみるとそれ以外の何でもないというか、ほとんどプロポーズのような……


「う、うーん……」


　これは何て説明したらいいんだろう。困る弘司に、


「──けど、ヒロの言うとおりだよね」


　美亜が、そう言った。


「先のことはその時になってから考えればいい、か。確かにそうかもしれんの」


「明日は明日の風が吹く、ですね～。それに弘司さまがお身体からだの調子を崩くずしましたら、また私たちが看かん病びようすればいいんですよ～」


　さくらと千ち鶴づるもそう続ける。


「うん、看病するっ！　ぜんしんぜんれ～をかけて看病するよっ！」


「儂わしも、何とかお主ぬしの身体を良くする方法を探そうぞ」


「だったら私は、お身体に優しい鶴女つるめ一族秘伝の薬やく膳ぜん料理をお作りいたします～」


　大きくうなずき合う三人。


「じゃあ……」


「うんっ！」


「これからもお主ぬしには世話になると思うが」


「よろしくお願いしますね～」


　三人が笑い、弘ひろ司しに手を差し出してきた。


「みんな……」


　差し伸べられた三本の手。その手を弘司はしっかりと握り返し──


「……ん？」


　さくらが顔をしかめた。


「？　どうかした？」


「い、いや、まさかとは思うのじゃが……」ぺたぺたと額ひたいや身体からだやらに触れる。「お主……治っていないか？」


「え？」


「身体を巡る霊れい力りよくの流れが適正に戻っておるのだが……ちょっとよく見せてみよ」


　さくらがもう一度、背伸びをして弘司の額ひたいに手を当てた。


「……信じられん。しかし、やはり治っておる。これまで『霊れい璽じノの蝕しよく』で受けた影響が消え、さらには霊れい力りよくの制せい御ぎよまでもが完かん璧ぺきになっているとは。これはいったい……」


「それって……」


「う、うむ。何があったのか分からぬが……ともかく、問題は全すべて解決されておる」


「ということは～」


「それじゃわたしたち……これからもずっとヒロの傍そばにいてい～の？」


「そういう……ことになるの」


　さくらが、キツネにつままれたみたいな顔でうなずいた。


「わ、わ～いっ！」


　左腕に、がばっと美み亜あが抱だきついてくる。「ヒロヒロヒロヒロヒロヒロっ！」


「弘司さま～」


「……うむ」


　それに続くように右腕にむにゅっと千ち鶴づる、背中にばふっとさくらが覆おおいかぶさってきた。


「う、うわっ！」
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　勢いで地面に倒される弘司（弱い）。


「もうわたし、ヒロから離れないからねっ」


「一生、お傍にお仕つかえさせていただきます～」


「ふ、それでこそ儂わしの婿むこじゃ」


　ほとんど馬乗りになっている状態のまま三人は弘司の顔を真まっ直すぐに見つめ、そして……


「えへへ」


「うふふ～」


「ふふふ……」


　各々に、かわいらしい・きれいな・可か憐れんなっていう形容がぴったりと似合う表情で、はにかんだ。


　──はにかみトライアングルの、復活だった。
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「ほら弘ひろ司し、もう朝よ。起きなさい！」


　がんがんがんがんっ！　と耳元で金属同士を叩たたき合わせたような音が響いていた。


「ん……」


「とっとと起きる！　何時だと思ってるの！」


「う、ん……」


　みじろいだ弘司の身体からだから、ずるりと毛布が床に落ちる。その下から出てきたモノは……


「んにゃあ……」


「う～ん……うるさいです～……」


「すやすや……（熟睡中）」


　美み亜あ（でっかいシャツ一枚）・千ち鶴づる（胸元が大きく乱れた肌はだ着き）・さくら（かわいらしいパジャマ）


「──あんた。また美亜ちゃんたちと」


「……へ？」


　弘司を囲むようにきれいな三角形を描いて眠ねむっている美亜たちを見て、奈な々ながこめかみに青筋を浮かべた。


「そうやってベッドに三人をはべらせて簡易ハーレムでも作ったつもり？　へえ……なかなかいい身分じゃない。あたしもあやかりたいもんだわ」


　陽炎かげろうのようにゆらゆらと立ち上る殺気。


　そのヘンで、ようやく弘司も自分の置かれている状況のマズさに気付き始めた。


「な、奈々、いやこれは……」


「今、あたしの手に握られているものが何だか見えるかしら？」


「……ええと、これがまだ夢の中じゃないんなら、フライパン──」


「正解。……いいからとっと起きやがりなさい、このヘンタイヤロウ」


　奈々がにっこりと笑い、そのまま右手を大きく振りかぶる。


「ちょ、待っ──」


「待たない（さらににっこり）」


　ごひゅっとフライパンが空くうを切る音。


　直後、後頭部にどごぉ！　という激しい衝しよう撃げき音が響き、弘司の目の前にたくさんのお星さまがスパークした。








　──あれから十日が過ぎた。


　弘ひろ司しが復調したことから、美み亜あ・千ち鶴づる・さくらの三人は晴れて夕ゆう凪なぎ荘そうへと戻ってくることとなり、再びあの騒がしくもにぎやかな毎日が戻ってきた。


　美亜が無む邪じや気きに笑い、千鶴がとんでもないことを口走り、さくらがかわいらしく怒る。


　ほんとに、今まで通りの日々。


　まあ色々あったけど、これで全すべては元通りだなーなどと考えていたのだが。


　甘かった。


　砂糖水に漬つけ込んだ氷砂糖のように甘かった。


　その直後に、とんでもないプラスαが弘司のもとを襲ったのだった。


「あたしも今日からここに住むことに決めたから！」


　そんな台詞せりふを携たずさえて、『引越しの板いた井い』と書かれたトラックとともに、闘牛のような鼻息の奈な々なが夕凪荘に現れたのは、およそ三日前の話である。


「あんたを放っておくと色んな意味で危なっかしくてしょうがないわ。今回は何だかたまたまうまくいったからよかったものの……あんなんじゃ次はどうなるか分からない。だから人間代表として、あたしもここに住むことにしたから」


「え……？」


「ちなみにあんたに拒否権はないわよ。部屋はたくさん空あいてるみたいだし、それにもう管理人さんに敷金礼金及び家賃三ヶ月分、しっかり払っちゃったから」


　呆ぼう然ぜんとする弘司に、奈々があんまりない胸（Ｂ）を逸そらして、得意げに言った。


　そう、なぜかこのアパート、立地や家賃などにおいてかなりの好条件にもかかわらず、ほとんど入居者がいないのだ。現在は管理人さん、弘司、美亜たちの他ほかには二一二号室に南みなみ風かざ祭まつりさんという女の人が一人いるくらいである。……これはやっぱり管理人さんの性格のせい、なんだろう、おそらく。


「ま、そういうこと。ちなみに部屋はさくらちゃんの隣の二〇七号室だから、ヒマだったらいつでも遊びに来なさい。あたしはあんたがヒマじゃなくても遊びに行くけどね（にっこり）」


　というわけで、その日から夕凪荘に新たな住人が増えることとなったのだった。








「それではいただきましょう～」


「いっただきま～す♪」


「もらうぞ」


「へー、美お味いしそうね」


　今日の朝食はホットケーキだった。


　ふわふわとしていて見るからに食欲をそそるそれは、生き地じから千鶴が自分で作ったものらしい。普段はアレだが、料理を初めとする家事に関することについてはとってもこだわりの人なのである。


「メイプルシロップ、マーガリン、イチゴジャムやブルーベリージャムなどがありますので、お好みでお使いください～」


「……こくこく（口にいっぱいつめたままうなずいている）」


「ふむ、そのまーがりんを取ってくれるか？」


「これも手作りなんだ……すごいわね」


　五人で（正確には一いつ匹ぴきと一いち羽わと一ひと柱はしらと二人で）囲む食卓。ちなみに奈な々なは引っ越してきた日の夕飯から、もう当たり前のようにこの場に溶け込んでいた。というか、テレビが一番よく見える上座がいつの間にか奈々の席になっている。恐るべし。


「ん、どしたの？　それ食べないんだったらわたし食べるよ？」


　一瞬にして四枚をたいらげた美み亜あがモノ欲しそうに見つめてくる。


「いや、食べるって……」


「え～」


　不満そうな声を上げる。あれだけ食べたのに、まだまだ全然物足りないらしい。


「ふん、相変わらずいやしいな、ネコよ。ほれヒロ、下げ賤せんなネコなどに構っておらず儂わしと二人で優雅に〝らぶらぶぶれっくふぁーすと〟を楽しもうぞ」


「な、なによっ！　ジャマしないで、さくら！」


「邪じや魔まなのは主ぬしの方じゃろうが。ネコはネコらしく、床に這はいつくばって白米に味噌汁をぶっかけたモノでも食っているがよい」


「む、む～、ねこまんまをバカにするな～」


　にらみ合う美亜とさくら。


「あらあら～、また始まってしまいましたね～。それではお忙しそうな二人は置いておいてこちらで私と食後のマッサージでも～……」


「だから抜け駆がけダメっ！」


「この色ヅルがっ！」


　即座に美亜とさくらのダメ出しが飛ぶ。


　それはまんま、今まで通りの食事の光景だった。弘ひろ司しが望んだ、やかましくて落ち着かなくてうるさいけれど……だけど温かい光景。思わず頰ほおが緩ゆるんでしまう。


「はー、まったく……。朝っぱらからこのストロベリーみたいに甘あまい空気はなんなんでしょうねー」


　隣では、ずずーとお茶を飲みながら、奈々がジト目でそうつぶやいていた。








「あらー、おはよ、弘司くんたち」


　二〇三号室を出たばっちりのタイミングで、朝からいい感じにハイな管理人さんに呼び止められた。というかこの人、密かに弘ひろ司したちが出て来る時間を狙ねらっているような……。


「おはよ、アサヒ！」


「おはようございます～」


「うむ、ごくろう」


「あ、おはようございます」


　四者四様に挨あい拶さつを返す。さくらのそれはもはや挨拶じゃない気もするが。


「奈な々なちゃん、もうここには慣れた？」


　珍しく管理人らしいことを訊きいてくる。


「はい、もうすっかり。…………どっかのだれかのスケコマシぶりにもね」


　横からものすごい視線を浴びせられて、思わず弘司はひるんだ。まあ三日連続で美み亜あたちがベッドにいるところを発見されているのである意味しかたないことなんだけど……でもなんか納得いかない。


　釈しやく然ぜんとしない顔をする弘司の横で。


「まったく、ホントにこのバカったら」


「まあまあ、バカができるのも若い内だけなんだし」


「でもあのバカっぷりはありえないですよ……」


　何やら奈々と管理人さんで話が盛り上がっていた。……というかその『バカ』はだれのことを指しているんでしょうか？


「おまけにスケベだし、救いようがないっていうかなんていうか……」


「うーん、けどスケベはこれくらいの年頃の男の子の性サガだしねー」


「あれはそんな軽いもんじゃないですって。ただの動物です、ケダモノです」


「……」


　言いたい放題だった。


　しばらくそんな会話（『バカ』っていう単語と『スケベ』っていう単語が合計二十七回ほど出てきた……）が続き。


「それじゃ、あたしたちはそろそろ行きますんで、また」


　ようやく奈々がその場を動いてくれた。


「またね、アサヒ」


「行ってまいります～」


「よきにはからえ」


「はーい、いってらっしゃーい」


　にこにこと手を振る管理人さん。何だか妙に疲れた気分で、弘司も軽く会え釈しやくをしてその横を通り過ぎようとすると──


「弘ひろ司しくんは、これからも美み亜あちゃんたち三人とずっといっしょにいるのよねー」


「え？」


　耳元で、そうささやかれた。


「一生懸けん命めいな顔で叫ぶ姿、かっこよかったわよー。私があと少し若かったら惚ほれちゃったかもねー。よ、よ、この色男ー♪」


「え、え？」


　ワケが分からず混乱する弘司に、管理人さんはぱちりとウインクをした。


「ま、がんばりなさいねー。キミが最終的にどういう選択をするにせよ、私は応援してるから」





　　　＊





「──という次第でございます」


「そうか。無事に開かい扉ひの儀ぎは終わったんだね」


　受話器の向こうから、のんびりとした男の声が響いた。


「……は。色々とありましたが、全すべては手はず通りに。今は『霊れい璽じノの蝕しよく』の悪影響も取り除かれ、霊れい力りよくも安定しております」


「ん、ごくろうさま。でもよかった、あの子がちゃんと覚かく悟ごを示せたみたいで」


　どこか安あん堵どしたような声音だった。


「はい。そうでなくては、術式が起動しませんので」


「『統ま神と者め』としてやっていくには、少なからず覚悟がいる。望むと望まざるとにかかわらず僕たちはそれを受け入れないといけないけれど……その覚悟が自発的なものならば、これからの道のりも少しはラクになるかもしれないからね」


　それだけ言うと、男は少しの間、黙った。受話器の主ぬしも沈黙で答える。


　しばしそんな状態が続き。


「うーん、それにしても──」


　思い出したかのように男が口を開いた。


「それにしてもいきなり猫ねこ又またと鶴女つるめと桜さくら姫ひめかあ……弘司も大変だなあ」


　やっぱりやたらとのんびりとした声。


「そんな、他人事ひとごとのように……本来ならば、その中の一人を使役するだけでも大変なことなのですから──」


「ま、そうなんだけどね。でも大丈夫でしょ。キミも付いているんだし」


「は、はあ」


「それに僕の息子むすこはそんなにヤワじゃないよ。何てったって、僕と水みず乃のの愛ラヴの結晶だから」


「…………は、はあ？」


「……」


「……」


「……」


　さっきとは少し質の違う、何というか非常に微妙な沈黙。


　受話器の向こうで、男が気まずそうに咳せき払ばらいをした。


「あー、ご、ごほん。ま、まあそういうことで……。それでは引き続きよろしく頼みましたよ、朝あさ陽ひさん」


「は……」


　そして電話は切れた。


「ふー、疲れた。やっぱり敬語って肩が凝こるわねー」


　今時珍しい黒電話から顔を離し、夕ゆう凪なぎ荘そうの管理人はふ～とため息を吐つきながら窓の外を眺めた。その視線の先には、ブレザー姿の男子とそれを囲むように歩く四人の女子の姿。何やら微妙にもめているようである。


「やれやれ、弘ひろ司しくんのあの性格じゃ、これからもまた色々と大変になりそうねー。トライアングル・プラス・ワンかな？　うふふ」


　そう言って、一人ではにかんだのだった。





　　　＊





「あ～、ナナ！　そこはわたしの場所って決まってるんだよっ！」


　奈な々なが弘司の左側を歩いていたところ、美み亜あがうにゃ～と文句を言った。


「あ、そうなの？　じゃあ……」


「あらあら～、奈々さん、そこは私の場所です～」


「えー？　それじゃこっち──」


「む、そこは儂わしの場所じゃ。下がれ」


「あ、うん、なら──」


「だから、そこはわたしの場所なの～！」


　ぶち。何かがキレル音が聞こえてきたような気がしました。


「だったらあたしはどこ歩けばいいのよっ！」


「え、さあ？」


「えっと、もっとはじっこ歩きなさいよ～、ですか～？」


「別に儂の邪じや魔まにならなければどこでもよいぞ。塀へいの上でも歩いたらどうだ？」


　三人が三人とも、めちゃくちゃおざなりな台詞せりふ。


「──っ」


　直後、どごっ！　と腰の入ったいいローキックが弘司の右足に入った。


「な、何を!?」


「うるさい！　これも全部あんたが悪いのよっ！　このスケベ！　スケコマシ！　ヘンタイ！」


　げしっげしっげしっとさらに三連撃。ものすごい八つ当たりである。


「奈な々なさん、何をあんなに怒ってらっしゃるのですかね～」


「さあのう、儂わしにはさっぱりじゃ」


「う～ん……あ、もしかして」


　美み亜あが何かを思いついたように声を上げた。


「ナナもヒロのこと、好きなのっ？」


「──なっ!?」


　奈々の顔からぼんっと湯ゆ気げが噴ふき出す。「な、なななな、美亜ちゃん、何を言って──」


「だってこの前テレビでやってたもん。そうゆう愛情表現もあるって！」


「なるほど、あれですね～。確か、かわいさあまって憎にくさ百倍、でしたっけ～」


「ふむ、愛あい憎ぞうというやつか？」


「違うわよ!!」


　奈々が即座に否定した。


「そ～なの？」


「そうなのですか～？」


「そうなのか？」


「あ、いやそこまで完かん璧ぺきに違うわけじゃないんだけど──」


　三人に同時に首をひねられ、奈々が口ごもる。


「で、でも合ってるかって言われたらそれもまた違うような気がするし、だいたい弘ひろ司しとはただの幼おさな馴な染じみで──って、あー、もう何を言わせるのよ！　そ、そんなことより、こんなところでグズグズしてたら遅刻するわ。さっさと行きましょう」


「え～、まだ時間けっこうあるよ？」


「いつもより早いくらいですよね～」


「急ぐ必要があるとは思えんが？」


「い、いいのよ。何事も早め早めに行動することが大事だって教わらなかった？　五分前行動ってやつよ」


「ん～……？」


「え～と～……」


「むう……」


　どこか釈しやく然ぜんとしない顔の美み亜あたちを置いて、奈な々なが前に出る。


「ほら、あんたも早く！　あんたが動かないと美亜ちゃんたちも動かないんだから」


「え、あ、うん」


　促うながされるままに、弘ひろ司しも慌あわててその後を追った。


　まあ相変わらず奈々のことはよく分からないけれど。


　とりあえず。


　身近なトラブルの種が、三つから四つに増えたことだけは間違いなさそうだった。







ＥＮＤ　　







　あとがき




　はじめまして＆こんにちは。


　五十嵐いがらし雄ゆう策さくです。





　本書の第一話は「電撃ｈｐ」33号に掲載されたものを加筆修正したもので、残りの第二話、第三話、第四話、エピローグは書き下ろしとなっています。





　さて、おかげさまで二作目（しかも新シリーズ）を出していただけることとなり、こうして人生二度目となるあとがきを書いているわけですが。


　一つ、判明した事実があります。


　えっと、どうやら私はあとがきが苦手らしいです。


　現在書き始めてから丸一日が経過しようとしていますが、まったくもってネタが浮かんできません。ええ、もう泣きたいくらいに（ホントに）。


　ゆえに担当編集様にその旨むねを伝えて何とかあとがきの分量を減らしてもらおうとしたところ、「日記を書く要領で書けば大丈夫だから」との温かいお言葉と、改めて四ページのあとがき枠わく（減ってない）をいただきました。……アリガトウゴザイマス。


　日記が三日と続いたことのない私には何のフォローにもなっていなかったりしますが、こうなった以上は何とか四ページを使い切らなければなりません。


　しかしここまで丸一日かけてまったく出てこなかったネタが今さら出てくるはずもなく。


　さらには締め切りが刻一刻と近づいてくるのであり。


　というわけで（？）、苦し紛まぎれにウチで飼かっている犬の話でもしてみようかなーと思ったり思わなかったりする今日この頃であります。





　えー、前述の通り、我が家では犬を飼っています。


　少し前に八歳さいになったばかりのマルチーズ（一月一日、元旦生まれ）なのですが、これがまたどこをどう育て間違ったのか、態度が二十年前の携帯電話並みにでかい中世ヨーロッパのダメ貴族のような犬に育ってしまい、このあとがきを書いている今もコタツの中の一番温かいところに陣じん取って（犬なのにコタツで丸くなるのが大好き）、私の足が触れただけで即座に唸うなり出す始末です。意訳すると「オレのテリトリーに入ってくるんじゃねぇ、このサルが！」という感じでしょうか？　……ここ、私の部屋なんですが。


　ちなみに態度だけでなく身体からだもムダにでかかったりします。マルチーズのクセして体重が五キロもあります（参考：マルチーズの平均体重──約二・二キロ）。丸いです。


　さらに知人曰いわく、「タマちゃん（注：今じゃすっかり下火になった横よこ浜はま住民）に似てる」らしいです。おそらく褒ほめ言葉なのでしょうが、アザラシに似ていると言われている時点で、犬として何か大事なモノを失っているような気がしてなりません。


　でもこんな犬でも、飼かい主にとってはかわいいのです（親バカ）。


　ゴハンをあげる時には甘あまえた声を出しますし、オヤツをあげる時には力いっぱいにシッポを振ってくれます。デザートをあげる時にはお手だってしてくれます。……食べ物がなくなると、途端に他人のように冷たくなるのが玉にキズですが。


　まあそんな感じで、我が家の愛犬は今日も元気に生きています。


　──何だかよく分からない話になってきましたが、結局何が言いたかったのかというと、私と飼い犬との心温まる信頼関係について……というわけではなく、次巻以降（あればですが）にできれば犬関係のキャラを出せればなー、とかそんなことだったりします（……それだけ？）。





　以下はこの本を出すにあたってお世話になった方々への感謝を。


　前回に引き続き、今回も様々な面で色々なご面倒をおかけした担当編集の和わ田だ様と三み木き様。お二人の明解かつ的確なアドバイスにはとても助けられました。お二人がいなければ『はにかみトライアングル』も『～～～の恩返し』という捻ひねりも何にもないタイトルになっていたことでしょう。……本当に自分のネーミングセンスがどうなっているのか心から不安になります。


　素晴らしいイラストを描いてくださったみずき様。かわいらしくかつ柔らかい感じのする絵柄が大好きです。見ていると非常に優しい気分になれます。これからもどうぞよろしくお願いいたします。


　デザイナー様に校閲様、その他ほかこの本を出すにあたってご尽じん力りよくいただいた方々、本当にありがとうございました。この場を借りて御礼を申し上げます。


　友人の松まつ崎ざきくんに村むら口ぐちくん。この間は飲み会、お疲れ様でした。相変わらず後半の方はほとんど記憶がないのですが、楽しかったことだけは覚えております。


　主に生活面で色々と支えてくれた両親。面と向かって言うことはないと思いますが、本当に感謝しております。





　そして最後になりましたが、この本を手に取ってくださった皆様に。


　心の底から『ありがとうございます』を言わせてもらいます。





　それではまた再びお会いできることを祈って──







二〇〇五年一月末日　五十嵐いがらし雄ゆう策さく





五十嵐いがらし雄ゆう策さく


第４回電撃ｈｐ短編小説賞の最優秀賞受賞者で、『乃木坂春香の秘密』で電撃文庫デビュー。シカゴに住んでいた過去を持つ帰国子女で、弁護士を目指すかたわら執筆活動をスタート。昼下がりに愛犬と戯れて一緒にお昼寝をすることが、今一番のはにかみポイント！
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みずき


１９７９年・静岡県生まれ。特技は、器械体操とツインテール。美味しいご飯が食べられるように、日々頑張っております。ツインテールで金メダルを獲得することがはにかみポイント！




電撃文庫


はにかみトライアングル





五十嵐いがらし雄ゆう策さく





二〇十二年七月十三日　配信







発行者　　塚田正晃


発行所　　株式会社アスキー・メディアワークス


　　　　　〒一〇二－八五八四　東京都千代田区富士見一－八－十九




(C)2005 YUSAKU IGARASHI／ASCII MEDIA WORKS








本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社アスキー・メディアワークスおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。


法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。




[image: ]

OEBPS/images/P091.jpg





OEBPS/images/K001.jpg





OEBPS/images/T197.jpg





OEBPS/images/P325.jpg





OEBPS/images/T009.jpg





OEBPS/images/T327.jpg





OEBPS/images/P261.jpg





OEBPS/images/MARU03.png





OEBPS/images/P230.jpg





OEBPS/images/COVER.jpg





OEBPS/images/PHOTO.jpg





OEBPS/images/GAI28527.png





OEBPS/images/MARU02.png





OEBPS/images/T011.jpg





OEBPS/images/P300.jpg





OEBPS/images/K004.jpg





OEBPS/images/P149.jpg





OEBPS/images/K008.jpg
—
-

P

)
% — .—_._“ 0000000000000 00000 0
el
P
{ %——.—_._“ 0000000000000 00000 0

E———.—_-_“ 0000000000000 00000 0

llustration:Mizuki

Designed by Toru Suzuki

Yusaku Igarashi

Emzﬂ 0000000600000 0000000






OEBPS/images/T273.jpg





OEBPS/images/P015.jpg





OEBPS/images/K002.jpg
AT SHSHIISe! |0 1Pl
NHEONVHNEOSRDIKAN RSNV
RESWRLBHVISQIT SO
LQUBRMRLIL NN (105) °





OEBPS/images/P053.jpg





OEBPS/images/P189.jpg





OEBPS/images/P119.jpg





OEBPS/images/WHITE.jpg





OEBPS/images/K006.jpg
1%
i s
=3 19)
(2 2/
oge






OEBPS/images/MARU01.png





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/T107.jpg





